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The  Creed  of  Junior  Chamber  International

JCI Creed

JCI Mission
To  provide  development  opportunities
that  empower  young  people to  create  positive  change

JCI Vision
To  be  the  leading  global  network  of  young  active  citizens.

We  Believe:
 That  faith  in  God  gives  meaning
 and  purpose  to  human  life;
 that  the  brotherhood  of  man
 transcends  the  sovereignty of  nations;
 That  economic  justice  can  best be  won
 by  free  men  throuth free  enterprise;
 That  government  should  be  of  laws
 rather  than  of  men;
 That  earth's  great  treasure  lies
 in  human  personality;and
 That  service  to  humanity  is the  best
 work  of  life.

J C 宣 言
日本の青年会議所は
混沌という未知の可能性を切り拓き
個人の自立性と社会の公共性が
生き生きと協和する確かな時代を築くために
率先して行動することを宣言する

綱  領
われわれJAYCEEは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者相集い力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって
明るい豊かな社会を築き上げよう

我々はかく信じる：
「信仰は人生に意義と目的を与え人類の同胞愛は国家の主権を超越し
正しい経済の発展は自由経済社会を通じて最も良く達成され
政治は人によって左右されず法によって運営されるべきものであり
人間の個性はこの世の至宝であり人類への奉仕が人生最善の仕事である」

青年が積極的な変革を創造し開拓するために、能動的に活動できる機会を提供する。

青年の行動的市民活動を支援する国際的なネットワークをもつ先導的機関となる。

セレモニー
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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ご挨拶
１９６６年５月２０日「ＪＣの若さで創ろう明るい未来」のスローガンを掲げ、静岡青年会議所、藤枝青年会議所をスポン
サーに仰ぎ、社団法人日本青年会議所より３２３番目の青年会議所として認証を受け発足しました。以来、先輩諸兄の汗と
涙の結晶その全てを現在まで受け継ぎ、５０年という年月を重ねて参りました。そして、この節目を迎えるにあたり、今日
まで一般社団法人島田青年会議所の活動を続けることができたのは、偏に地域住民の皆様、各地会員会議所理事長を
はじめとするメンバーの皆様、敬愛してやまない先輩諸兄の皆様方のご理解、ご支援、ご指導があったからこその賜物と
深く感謝申し上げます。
青年会議所のメンバーは４０歳までという限られた時間の中で、地域の青年としての大きな責任を自覚し、我々の住むこの
まちを夢と希望に満ち溢れた未来へ導く地域のリーダーとして日々邁進しております。
より良き明日を目指して今日の犠牲を払うことを厭わず、尊い時間を地域の成長を考えて活動していく中で自分自身の
成長に繋がっていきます。そして自身の成長が組織発展に、発展した組織から生み出される尊き志で地域の成長へと繋が
り、ひいては日本を元気にしていくことができると我々は信じております。
本年度、５０周年を迎えるにあたり「伝承～古き良き時代を想い、新たなる時代を築く～」というスローガンを掲げ、脈々と
受け継がれてきた先輩諸兄の想いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間のため、しっかりと前を見つめ更なる高みを目指
し、青年らしく堂々と臆することなくメンバー一丸となり進んで参りました。今一度、原点に返り、古き良き時代を想い、新た
なる時代を築き青年が青年らしく、あるものをよりよく能動的に変革して、５年、１０年後も地域のリーダーとなるべく活動
していくことをお誓いし、引き続き一般社団法人島田青年会議所にご指導、ご鞭撻をいただきますよう心よりお願い申し
上げご挨拶に代えさせていただきます。
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祝 辞
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

一般社団法人島田青年会議所が創立50周年を迎えられましたことを心か
らお慶び申しあげます。
一般社団法人島田青年会議所は、昭和41年の結成以来、同じ志を持たれた
若者が結集し、経済・産業の振興はもとより、明るく豊かな地域社会の実現
に向けて積極的なまちづくり活動を展開され、地域の発展に多大な貢献を
いただいておりますことに深く感謝申しあげますとともに、その熱意に心か
ら敬意を表します。
人口減少社会、少子高齢化社会を迎え、地方創生への取り組みが急務とさ
れている今、地域課題に的確に対応し、持続・発展可能なまちづくりを進め
るためにも、市民や各種団体、企業などが積極的に参画する「協働のまちづ
くり」が必要となっています。
本年、島田市は新市誕生10周年の節目の年を迎えておりますが、この新市
誕生10周年を契機に、市民協働の歩みを加速させるまちづくりを実践する
取り組みとして、様々な記念事業が市内各所において実施されています。
また、ゆめ・みらい百人会議の開催をはじめ、自治基本条例の制定に向けた
市民会議の開催など、市民の皆様が自主的に参画できる機会を拡充し、今
後も市民と行政が果たすべき役割を共有しながら、一体となってまちづくり
を推進してまいります。
これからのまちづくりには、「シンク・グローバル、アクト・ローカル」が不可
欠であると考えています。グローバルな視野で考え、地域から行動を起こす
ことで、島田市にしかできないことを実現する。新しい価値を発見し、これ
までにない連携の仕組みを創出し、地域密着の価値を知ることによって、協
働のまちづくりは達成されると確信しています。
そのためには、貴団体の持つ若い力、情熱と行動力は、このような取り組み
に対してだけでなく、本市のさらなる発展と市民生活の向上に向けた大きな
推進力となりますので、今後ともお力添えを賜りますようお願いいたします。
結びに、創立50周年を契機として、一般社団法人島田青年会議所が組織力
と行動力をさらに発揮され、地域社会の発展の原動力として、引き続き、大
いに貢献されますこと期待しつつ、会員各位のますますのご健勝、ご活躍を
お祈りし、お祝いの言葉といたします。

島田市長

染 谷  絹 代

島田青年会議所の創立50周年誠におめでとうございます。
ちょうど10年前、当時本川根町長だった私は創立40周年の記念誌に寄稿さ
せていただきました。
本川根町はその後中川根町と合併し、現在の川根本町が誕生しましたが、今
年10周年の節目を迎えております。
この節目の年に、新たな町の長として創立50周年の記念誌に再び寄稿させ
ていただけることに、深い感慨を感じます。

10年前となる2005年を思い返せば、平成の大合併による新たな市町の枠
組みが作られていく中、日本の人口が初めて自然減少となった年でもあり、
そこから始まった大きな流れが、昨今の社会に様々な影響を及ぼし始めた
変化の年でもありました。

このような流れの中でも活力を失わず、地域を支え続けてきてくれたのが青
年会議所の皆様をはじめとした地域を愛する思いと情熱にあふれた若い力
であり、これからも地域社会を守る頼もしい存在であると思います。
年齢を問わず、多くの仲間たちとの経験によって作られる人と人との絆は、
何物にも代えがたいとても貴重なものであると考えますが、それを育てる場
所として活動をしてきた青年会議所の存在はとても重要な役割を果たしてお
り、50年という歴史を重ねてきた事がそれを証明しております。

これから始まっていく地方創生という新しい流れの中で、青年会議所がこれ
からも生み出してゆく多くの人材とその絆が、地域をさらに元気づける大き
な原動力になると信じ、お祝いの言葉とさせていただきます。

川根本町長

鈴 木  敏 夫
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島田ＪＣの広報紙のタイトルは《先駆》です。ＪＣソングより拝借して命名し
たと伺っております。私達は《青年としての英知と勇気と情熱をもって明る
い豊かな社会を築きあげよう》という綱領の基、様々な活動をしてまいりま
した。２０周年の記念事業で行われた《人間架橋》は、谷口橋の大渋滞解消
のため《新橋架橋》へと大きなインパクトを与えました。現在の島田大橋の
地で人と人が手をつなぎ、大井川に人の橋を架けた大事業でした。また昭和
６２年には静岡県の空港候補地に現在の《富士山静岡空港》が《島田南》
の名で、５０を超す候補地の一つとして指名されました。最後は当地と浅羽
沖と小笠山の３ヶ所に絞られ、熾烈な誘致合戦の後、同年１２月に我々の地
に決定いたしました。島田ＪＣが市や商工会議所と連携し、県下隈なくＰＲ
し、県庁や霞が関へ何回も陳情を行った成果でした。今日、空港を利用する
度に当時の事が思い起こされます。
ところで、私は２４歳から１６年間ＪＣに在籍していました。この間、ＬＯＭの
理事長、日本ＪＣでは研修委員長や同議長に出向し、数多くの経験をするこ
とができました。大学生時に父親が早世した私は、学業と稼業の二足のわら
じを履きそのまま社会人になりました。他人の飯を食う機会のなかった私に
とって《ＪＣ》での体験は、社会人としての《自己形成》に大変有意義でし
た。同級生が活躍するブロック大会で「あ、俺も！」との気づき、或いは「俺
がやらねば誰がやる」等、４０才の頃までに得た《行動規範》の多くは《Ｊ
Ｃ》由来です。いずれも《本気で》《真剣に》《自らが積極的に取組む》こと
の重要性を体感いたしました。それらの経験が自分自身の会社経営や、地
域社会への関わり方に活かされている事は、枚挙に遑がありません。
５０年の島田青年会議所には、延べ３５０人を超すそれぞれのＪＣへの思い
があります。その一つずつが、明日の故郷発展の《礎》になると思います。先
輩から後輩へ毎年引継がれる《ＪＣ》は、次の世代へ常に《創造をうながし
続ける》まさに《先駆ける》素晴らしい集団です。５０周年を節目として、未
来に向かい更なる精進を期待いたします。

第22代理事長
島田青年会議所
シニアクラブ会長

鈴 木  國 近

平素より、公益社団法人日本青年会議所に多大なるご理解とご支援を賜
り、厚く御礼を申し上げます。また、一般社団法人島田青年会議所創立５０
周年記念式典が開催されますことを心よりお慶び申し上げます。
さて、昨年はアベノミクス効果の影響を受け、日本経済が再び力を取り戻す
年となりました。また集団的自衛権の行使容認の閣議決定など、歴史的に
大きな節目を迎えた年でもあります。本年４月の統一地方選挙では与党の
圧勝で終わり、これまでの経済戦略や地方創生などの国家方針が再び強く
支持されました。このように国家が示す方向により期待が膨らむ本年だから
こそ、我々青年は、どのように地域に山積する課題と向き合うのか、現実を
直視する勇気が求められています。地域が慢性的な不況のまま殺伐とした
地域へと成り下がるのか、それとも先駆者として課題を乗り越え、再興を遂
げた地域として脚光を浴びるのか、これは一概に政治家や官僚の裁量や責
任ではなく、我々青年の肩にかかっています。
本年、日本青年会議所では『文化と文明が生み出す「底知れぬ力」による日本
再興』を基本理念として活動を進めております。日本は高度文明社会の中で、
古来の文化を守り、時には独創的な文化を創り出す、そんな「底知れぬ力」を
持った万世一系世界最古の自然国家であります。そこに我々青年の斬新な発
想力が加われば必ずや日本は地域から再興できると信じてやみません。
結びとなりますが、島田青年会議所の更なるご発展と磯田理事長をはじめ
とするメンバーの皆様のご多幸とご健勝を心よりご祈念申し上げ、お祝いの
ご挨拶とさせていただきます。

公益社団法人
日本青年会議所
第64代 会頭

柴 田  剛 介
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一般社団法人島田青年会議所創立５０周年を心よりお祝い申し上げるとと
もに、創始の精神を忘れることなくこれまでの歴史を築いてこられた先輩諸
兄、現役メンバーのご尽力に心より敬意を表します。また、平素より地区協
議会の運動に格別のご理解とご高配を賜り厚く感謝申し上げます。
貴青年会議所は１９６６年に全国３２３番目のＬＯＭとして設立され、常に先
進的なＪＣ運動を広く展開し地域の発展に貢献されてきました。本年は磯田
辰哉理事長のリーダーシップのもと、「伝承～古き良き時代を想い、新たなる
時代を築く～」をスローガンに、先人たちが築いてきた歴史や伝統を継承し、
時代や社会情勢に合わせた運動を展開されています。大井川の美しい流れの
ように、皆様が誇りある日本人として地域やご縁の大切さを自覚し、活力ある
地域の創造に向け邁進されますことを心よりご期待申し上げます。
さて東海地区協議会は、４２年目を迎えるＪＣ青年の船「とうかい号」や地
区事業集大成の場である東海フォーラムを中心に、時代を切り拓く先駆者と
して、地域愛溢れる東海を実現し、日本を再興すべく邁進して参ります。この
国のため、この国の未来を担う子供たちのために、共に地域を変革して参り
ましょう。
結びに、貴青年会議所が今後も明るい豊かな社会の実現のため、奉仕・修
練・友情の三信条のもと地域を変革し、多くの優秀なリーダーをご輩出され
ることをご祈念申し上げ、お祝いの言葉とします。

公益社団法人
日本青年会議所
東海地区協議会
会長

杉 澤  教 人

一般社団法人島田青年会議所創立５０周年の佳節を心よりお慶び申し上げ
ます。また、平素より公益社団法人日本青年会議所東海地区静岡ブロック
協議会２０１５年度の運動・活動に多大なるご協力を賜り、衷心より感謝申
し上げます。この度創立５０周年を迎えるにあたり、現役メンバーの皆様に
於かれましては、先輩諸兄の想いや、自らの担いを改めて心に刻む大きな契
機となったのではないでしょうか。
さて、本年度貴青年会議所に於かれましては、磯田辰哉理事長の掲げたス
ローガン「伝承～古き良き時代を想い、新たなる時代を築く～」のもと、地域
社会や先輩諸兄への感謝を胸に、力強く２０１５年度の事業を展開されてい
ることと確信しております。地域を輝かせるためには会員の成長が不可欠で
あるという信念を基軸とし、研修事業の展開、会員の増強、更には会員同士
の交流に注力することにより盤石な組織基盤の構築に努められており、ま
さに新しい時代を創るには最も必須な要素が醸成されております。今後これ
らの活動が確実に実を結び、力強く地域の未来を担われていかれますこと
を心よりご期待申し上げます。
結びに、静岡ブロック協議会も本年度掲げる「情熱を燃やし今挑め、静岡の
未来は現代の努力で決まる」というスローガンのもと、共に力強く歩み続け
ることをお約束いたします。そして、貴青年会議所が地域から必要とされ仲
間に頼りにされる組織であり続け、更なる発展に向けた素晴らしい一年とな
りますことをご祈念申し上げ、創立５０周年のお祝いのご挨拶とさせていた
だきます。

公益社団法人
日本青年会議所
東海地区
静岡ブロック協議会
会長

藤 田  尚 徳

一般社団法人
藤枝青年会議所
理事長

笠 原  大 輔

一般社団法人島田青年会議所創立５０周年にあたり、スポンサーＪＣを代表
して心からお喜び申し上げます。
貴青年会議所が、１９６６年に全国で３２３番目の青年会議所として発足し
て以来、５０周年という歳月が経過しました。この間、数多くの先輩方から
受け継がれてきた伝統と情熱、そして行動力をもって、地域社会の発展のた
めに率先してＪＣ活動を展開し、これまでの歴史を築いてこられたことに深
く敬意を表します。
一般社団法人島田青年会議所の皆様におかれましては、磯田辰哉理事長が
掲げられたスローガン「伝承～古き良き時代を想い、新たなる時代を築く
～」のもと、地域の未来のため、次の５年１０年へと文字通り新たなる時代
を築き、進化を遂げて頂けるものと存じます。
我々一般社団法人藤枝青年会議所も志を同じくする仲間として、また、同じ
静岡県中部地域の発展を担う同志として共に切磋琢磨し、貴青年会議所と
手を携えて地域社会の明るい未来の実現に向け邁進していく所存です。
最後になりますが、一般社団法人島田青年会議所の益々のご発展とご活躍
を祈念し、お祝いのご挨拶とさせて頂きます。
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●全日空機羽田沖で
　墜落

●カナダ航空機が羽田
　で着陸失敗

●BOAC機富士山上空
　で空中分解　 

●全日空YS-11機、
　松山で事故

●島田JC創立
●じゃがいもくらぶ発足
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JCの若さで創ろう明るい未来
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1966

●美濃部亮吉、
　革新都知事の誕生

●中東戦争発生 ●佐藤首相訪米で
　反日共系学生
　デモ隊と警察隊が激突

●日米首脳会談
　小笠原諸島返還発表

●定款・諸規定の研究
●児童・小学生による図画展や鼓笛発表会
●自衛隊一日体験入隊

日本 JC スローガン

JCの勇気で築こう正しい社会

第２代理事長

川﨑　泰司

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

監 事

監 事

川﨑　泰司

佐藤　　潔

千原　昭典

沖　眞太郎

八木　岑生

加藤　太郎

吉原　　正

総務委員会委員長

広報委員会委員長

社会福祉委員会委員長

教育青少年委員会委員長

修練委員会委員長

会員委員会委員長

八木　岑生 

古田　幸男 

太田圭一郎 

石川　　博 

柴田　正弘

柳川　　秀

4月 6月 10月 11月

1967

●ライフル殺人犯
　金嬉老逮捕

●小笠原諸島、
　日本に復帰

●川端康成氏に
　ノーベル文学賞
　授与される

●郵便番号制開始

●第1回模擬市議会
●自衛隊体験入隊
●教育論文大会
●県じゃがいもゴルフ大会主管

日本 JC スローガン

日本の正しい行手しめせ Jaycee

第３代理事長

佐藤　潔

理 事 長

直前理事長

副理事長

副理事長

副理事長

監 事

監 事

佐藤　　潔

川﨑　泰司

加藤　太郎

柴田　正弘

柳川　　秀

芦田　勝造

太田圭一郎

総務委員会委員長

広報委員会委員長

ＣＤ委員会委員長

教育青少年委員会委員長

ＬＤ委員会委員長

会員委員会委員長

穴水　　洋 

町　　錠一 

駒形　昌利 

大石　明司 

天野喜三郎 

酒井　中利

2月 6月 7月 12月

●ソ連宇宙船有人
　ドッキング成功

●東名高速道路
　全線開通

●サザエさん
　8時だヨ！全員集合
　が放送開始

●アームストロングが
　人類で初めて月面に
　降り立った

1月 5月 7月 10月

1968

●交通安全対策への協力奉仕
●第1回社会開発アンケート実施
●JC作文コンクール
●幼稚園・小学校児童画展開催

日本 JC スローガン

JCの総意でしめせ日本の姿勢

第４代理事長

加藤　太郎

1969

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長

直前理事長

副理事長

副理事長

副理事長

監 事

監 事

加藤　太郎

佐藤　　潔

天野喜三郎

太田　修平

大石　明司

石川　　博

吉原　　正

総務委員会委員長

広報委員会委員長

社会奉仕委員会委員長

社会開発委員会委員長

教育青少年問題委員会委員長

指導力開発委員会委員長

会員委員会委員長

柳川　　秀 

八木　岑生 

井上　勝彦 

駒形　昌利 

大石　明司 

沖　眞太郎

下島浩一郎
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●全日空機羽田沖で
　墜落

●カナダ航空機が羽田
　で着陸失敗

●BOAC機富士山上空
　で空中分解　 

●全日空YS-11機、
　松山で事故

●島田JC創立
●じゃがいもくらぶ発足

1966年1966年 ～昭和41年～～昭和41年～ 1967年1967年 ～昭和42年～～昭和42年～ 1968年1968年 ～昭和43年～～昭和43年～ 1969年1969年 ～昭和44年～～昭和44年～

日本 JC スローガン

JCの若さで創ろう明るい未来

初代理事長

川﨑　泰司

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

事務局長

監 事

川﨑　泰司

柴田　保雄

太田圭一郎

清水　崇吉

八木　岑生

天野　恵右

総務委員会委員長

奉仕委員会委員長

修練委員会委員長

会員委員会委員長

監 事

監 事

奥川　修司 

川崎　秋司 

長谷川　淳 

千原　昭典 

柴田　正弘 

酒井　中利

2月 3月 3月 11月

1966

●美濃部亮吉、
　革新都知事の誕生

●中東戦争発生 ●佐藤首相訪米で
　反日共系学生
　デモ隊と警察隊が激突

●日米首脳会談
　小笠原諸島返還発表

●定款・諸規定の研究
●児童・小学生による図画展や鼓笛発表会
●自衛隊一日体験入隊

日本 JC スローガン

JCの勇気で築こう正しい社会

第２代理事長

川﨑　泰司

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

監 事

監 事

川﨑　泰司

佐藤　　潔

千原　昭典

沖　眞太郎

八木　岑生

加藤　太郎

吉原　　正

総務委員会委員長

広報委員会委員長

社会福祉委員会委員長

教育青少年委員会委員長

修練委員会委員長

会員委員会委員長

八木　岑生 

古田　幸男 

太田圭一郎 

石川　　博 

柴田　正弘

柳川　　秀

4月 6月 10月 11月

1967

●ライフル殺人犯
　金嬉老逮捕

●小笠原諸島、
　日本に復帰

●川端康成氏に
　ノーベル文学賞
　授与される

●郵便番号制開始

●第1回模擬市議会
●自衛隊体験入隊
●教育論文大会
●県じゃがいもゴルフ大会主管

日本 JC スローガン

日本の正しい行手しめせ Jaycee

第３代理事長

佐藤　潔

理 事 長

直前理事長

副理事長

副理事長

副理事長

監 事

監 事

佐藤　　潔

川﨑　泰司

加藤　太郎

柴田　正弘

柳川　　秀

芦田　勝造

太田圭一郎

総務委員会委員長

広報委員会委員長

ＣＤ委員会委員長

教育青少年委員会委員長

ＬＤ委員会委員長

会員委員会委員長

穴水　　洋 

町　　錠一 

駒形　昌利 

大石　明司 

天野喜三郎 

酒井　中利

2月 6月 7月 12月

●ソ連宇宙船有人
　ドッキング成功

●東名高速道路
　全線開通

●サザエさん
　8時だヨ！全員集合
　が放送開始

●アームストロングが
　人類で初めて月面に
　降り立った

1月 5月 7月 10月

1968

●交通安全対策への協力奉仕
●第1回社会開発アンケート実施
●JC作文コンクール
●幼稚園・小学校児童画展開催

日本 JC スローガン

JCの総意でしめせ日本の姿勢

第４代理事長

加藤　太郎

1969

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長

直前理事長

副理事長

副理事長

副理事長

監 事

監 事

加藤　太郎

佐藤　　潔

天野喜三郎

太田　修平

大石　明司

石川　　博

吉原　　正

総務委員会委員長

広報委員会委員長

社会奉仕委員会委員長

社会開発委員会委員長

教育青少年問題委員会委員長

指導力開発委員会委員長

会員委員会委員長

柳川　　秀 

八木　岑生 

井上　勝彦 

駒形　昌利 

大石　明司 

沖　眞太郎

下島浩一郎
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●日本万国博覧会
　大阪千里で開催

●東京杉並の高校生
　光化学スモッグで
　倒れる

●首都圏最後の
　蒸気機関車D51
　さよなら運転 

●三島由紀夫が
　自衛隊に乱入し
　割腹自殺

●島田JCニュース発行
●新聞記者との座談会
●経営セミナー開催
●経済講演会

1970年1970年 ～昭和45年～～昭和45年～ 1971年1971年 ～昭和46年～～昭和46年～ 1972年1972年 ～昭和47年～～昭和47年～ 1973年1973年 ～昭和48年～～昭和48年～

日本 JCスローガン
豊かな心厳しい自覚貫け社会の正義

第5代理事長

大石　明司

3月 7月 10月 11月

1970

●成田空港公団
　第一次強制代執行

●沖縄返還協定調印 ●岩手県雫石上空で
　全日空機と
　自衛隊機が衝突

●NHKが全時間の
　総合テレビ番組を
　カラー化

●PTA役員と座談会
●LIAの普及
●第1回市民会議開催
●経済講演会

日本 JCスローガン
豊かな心厳しい自覚
築こうアジアの連帯感

第６代理事長

柴田　正弘

2月 6月 7月 10月

1971

●グアム島密林内で
　元日本兵横井庄一さん
　を発見

●第11回冬季五輪が
　札幌で開幕
　35カ国参加

●日中両国首相
　共同声明に調印
　国交が樹立される

●沖縄施政権返還
　沖縄県発足

●第1回  JC杯争奪少年サッカー大会
●地域開発促進市民討論会
●街路灯の設置運動討論会
●中学・高校生作文コンクール

島田JCスローガン
「参加、行動、実践」
　　明日を先取りする島田JC

第７代理事長

石川　博

1月 2月 5月 9月

●ベトナム和平協定
　発表調印

●巨匠ピカソ死去 ●第4 次中東戦争
　オイルショック

●江崎玲於奈氏に
　ノーベル賞

1月 4月 10月 10月

1972

●小学校教頭との話し合い
●高校新卒者就職後の追跡調査
●市民集会2,000人集会開催
●交通安全レター作戦

島田JCスローガン
共に築こう明るい郷土

第８代理事長

駒形　昌利

1973

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

大石　明司
加藤　太郎
森下　利雄
柴田　正弘
穴水　　洋
町　　錠一
大石勝之亮

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
教育青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
社会開発室（特別委員会）室長

天野喜三郎 
孕石　善朗 
太田圭一郎
井上　勝彦 
下島浩一郎 
柴田　保雄
奥川　修司
加藤　太郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

柴田　正弘
大石　明司
穴水　　洋
石川　　博
沖　眞太郎
太田圭一郎
町　　錠一
宮村　希衛

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長

奥川　修司 
村田佐久二 
中山　俊八
大石勝之亮 
柴田　弘一 
孕石　善朗
天野　恵右

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

石川 　博
柴田 正弘
天野 恵右
奥川 修司
駒形 昌利
孕石 善朗
落合 一清
品川 瑞彦

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
会員委員会委員長
開発企画室室長

太田圭一郎 
山田 金夫 
中山 俊八
村田佐久二 
大石勝之亮 
柴 田 弘 一
沖　眞太郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

駒形　昌利
石川 　博
沖　眞太郎
村田佐久二
中山　俊八
落合　一清
井上　晴彦
藁科　晴氏

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
開発企画室室長

北川　浩三 
柴田　弘一 
品川　瑞彦
渋谷　　忍 
松永今朝二 
大澤　勲夫
山田　金夫
大石　明司
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●日本万国博覧会
　大阪千里で開催

●東京杉並の高校生
　光化学スモッグで
　倒れる

●首都圏最後の
　蒸気機関車D51
　さよなら運転 

●三島由紀夫が
　自衛隊に乱入し
　割腹自殺

●島田JCニュース発行
●新聞記者との座談会
●経営セミナー開催
●経済講演会

1970年1970年 ～昭和45年～～昭和45年～ 1971年1971年 ～昭和46年～～昭和46年～ 1972年1972年 ～昭和47年～～昭和47年～ 1973年1973年 ～昭和48年～～昭和48年～

日本 JCスローガン
豊かな心厳しい自覚貫け社会の正義

第5代理事長

大石　明司

3月 7月 10月 11月

1970

●成田空港公団
　第一次強制代執行

●沖縄返還協定調印 ●岩手県雫石上空で
　全日空機と
　自衛隊機が衝突

●NHKが全時間の
　総合テレビ番組を
　カラー化

●PTA役員と座談会
●LIAの普及
●第1回市民会議開催
●経済講演会

日本 JCスローガン
豊かな心厳しい自覚
築こうアジアの連帯感

第６代理事長

柴田　正弘

2月 6月 7月 10月

1971

●グアム島密林内で
　元日本兵横井庄一さん
　を発見

●第11回冬季五輪が
　札幌で開幕
　35カ国参加

●日中両国首相
　共同声明に調印
　国交が樹立される

●沖縄施政権返還
　沖縄県発足

●第1回  JC杯争奪少年サッカー大会
●地域開発促進市民討論会
●街路灯の設置運動討論会
●中学・高校生作文コンクール

島田JCスローガン
「参加、行動、実践」
　　明日を先取りする島田JC

第７代理事長

石川　博

1月 2月 5月 9月

●ベトナム和平協定
　発表調印

●巨匠ピカソ死去 ●第4 次中東戦争
　オイルショック

●江崎玲於奈氏に
　ノーベル賞

1月 4月 10月 10月

1972

●小学校教頭との話し合い
●高校新卒者就職後の追跡調査
●市民集会2,000人集会開催
●交通安全レター作戦

島田JCスローガン
共に築こう明るい郷土

第８代理事長

駒形　昌利

1973

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

大石　明司
加藤　太郎
森下　利雄
柴田　正弘
穴水　　洋
町　　錠一
大石勝之亮

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
教育青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
社会開発室（特別委員会）室長

天野喜三郎 
孕石　善朗 
太田圭一郎
井上　勝彦 
下島浩一郎 
柴田　保雄
奥川　修司
加藤　太郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

柴田　正弘
大石　明司
穴水　　洋
石川　　博
沖　眞太郎
太田圭一郎
町　　錠一
宮村　希衛

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長

奥川　修司 
村田佐久二 
中山　俊八
大石勝之亮 
柴田　弘一 
孕石　善朗
天野　恵右

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

石川 　博
柴田 正弘
天野 恵右
奥川 修司
駒形 昌利
孕石 善朗
落合 一清
品川 瑞彦

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
経済活動委員会委員長
会員委員会委員長
開発企画室室長

太田圭一郎 
山田 金夫 
中山 俊八
村田佐久二 
大石勝之亮 
柴 田 弘 一
沖　眞太郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

駒形　昌利
石川 　博
沖　眞太郎
村田佐久二
中山　俊八
落合　一清
井上　晴彦
藁科　晴氏

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
開発企画室室長

北川　浩三 
柴田　弘一 
品川　瑞彦
渋谷　　忍 
松永今朝二 
大澤　勲夫
山田　金夫
大石　明司

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

14The 50th anniversary ShimadaJC



10月

●ルバング島で救出
　された元日本兵
　小野田寛郎さん帰国

●七夕豪雨。
　静岡、神奈川に被害

●佐藤前首相に
　ノーベル平和賞　 

●巨人軍
　長島選手引退

●10周年記念事業準備
●JCスクール開催
●緑化推進協議会結成
●奥様デー開催

1974年1974年 ～昭和49年～～昭和49年～ 1975年1975年 ～昭和50年～～昭和50年～ 1976年1976年 ～昭和51年～～昭和51年～ 1977年1977年 ～昭和52年～～昭和52年～

島田 JC スローガン

〈まち〉にみどりといこいの場を

第９代理事長

村田佐久二

3月 7月 10月

1974

●新幹線
　岡山－博多間開通

●ベトナム戦争終結 ●エリザベス女王
　ご来訪

●沖縄海洋博開催

●創立10 周年記念事業
●川上哲治野球教室
●島田・金谷の発展を考える会議
●中央公園にて記念植樹祭

島田 JC スローガン

ふるさとのまちづくり
“みんなで新しいまちの心を拓き育もう”

第10代理事長

松永今朝二

3月 4月 5月 7月

1975

●政府経済水域
　200 カイリを
　条件つきで認める

●ロッキード事件で
　田中角栄逮捕

●ソ連戦闘機ミグ25 
　函館空港に強行着陸

●中国、毛沢東死去

●静岡ブロック会員大会主管
●大井川地域の将来の勉強会
●交通安全運動レターカード作戦
●小・中学校作文コンクール

島田 JC スローガン

活気あるまちづくり “明日への理念
明日への行動・地域に友情の輪を”

第11代理事長

沖　眞太郎

3月 7月 9月 9月

●ロッキード事件
　公判開始

●領海12 カイリ、
　漁業水域200 カイリ
　暫定措置法成立

●立川基地返還さる●王貞治756号
　（世界新記録）
　ホームラン

1月 5月 9月 12月

1976

●CDアンケートの実施
●減速経済下における中小企業経営の勉強会
●記者クラブとの懇親会
●LOMメンバーの家庭訪問

島田 JC スローガン

“自覚と行動”連帯を求めて

第12代理事長

中山　俊八

1977

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

村田佐久二
駒形　昌利
井上　勝彦
奥川　修司
北川　浩三
松永今朝二
大池　好正
柴田　正弘

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
創立10周年準備特別委員会委員長

大澤　勲夫 
塚本　将博 
八木　和夫
鈴木　　徹 
藪崎　竜馬 
塚本　昭一
渋谷　　忍
太田圭一郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

松永今朝二
村田佐久二
品川　瑞彦
中山　俊八
鈴木　　徹
石川　　博
太田圭一郎

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
事 務 局 局 長

塚本　将博 
山城　貞夫 
立林　健一
八木　和夫 
塚本　昭一 
大池　好正
鈴木　幸雄
浜村　耿夫

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

沖　眞太郎
松永今朝二
中山　俊八
立林　健一
大石勝之亮
鈴木　幸雄
駒形　昌利
山城　貞夫

総務委員会委員長
青少年開発委員会委員長
広報委員会委員長
経済活動委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
事 務 局

櫻井　新策 
鈴木　　聰 
大石　秩秀
品川　瑞彦 
渋谷　　忍 
松下富美男
大石　和好
北川　浩三

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

中山　俊八
沖　眞太郎
櫻井　新策
八木　和夫
北川　浩三
藪崎　竜馬
孕石　善朗
駒形　昌利

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
総務開発委員会委員長
会員開発委員会委員長

大石　和好
松下富美男 
鈴木　　徹
坂原哲次郎 
塚本　将博 
大石勝之亮
大石　秩秀
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10月

●ルバング島で救出
　された元日本兵
　小野田寛郎さん帰国

●七夕豪雨。
　静岡、神奈川に被害

●佐藤前首相に
　ノーベル平和賞　 

●巨人軍
　長島選手引退

●10周年記念事業準備
●JCスクール開催
●緑化推進協議会結成
●奥様デー開催

1974年1974年 ～昭和49年～～昭和49年～ 1975年1975年 ～昭和50年～～昭和50年～ 1976年1976年 ～昭和51年～～昭和51年～ 1977年1977年 ～昭和52年～～昭和52年～

島田 JC スローガン

〈まち〉にみどりといこいの場を

第９代理事長

村田佐久二

3月 7月 10月

1974

●新幹線
　岡山－博多間開通

●ベトナム戦争終結 ●エリザベス女王
　ご来訪

●沖縄海洋博開催

●創立10 周年記念事業
●川上哲治野球教室
●島田・金谷の発展を考える会議
●中央公園にて記念植樹祭

島田 JC スローガン

ふるさとのまちづくり
“みんなで新しいまちの心を拓き育もう”

第10代理事長

松永今朝二

3月 4月 5月 7月

1975

●政府経済水域
　200 カイリを
　条件つきで認める

●ロッキード事件で
　田中角栄逮捕

●ソ連戦闘機ミグ25 
　函館空港に強行着陸

●中国、毛沢東死去

●静岡ブロック会員大会主管
●大井川地域の将来の勉強会
●交通安全運動レターカード作戦
●小・中学校作文コンクール

島田 JC スローガン

活気あるまちづくり “明日への理念
明日への行動・地域に友情の輪を”

第11代理事長

沖　眞太郎

3月 7月 9月 9月

●ロッキード事件
　公判開始

●領海12 カイリ、
　漁業水域200 カイリ
　暫定措置法成立

●立川基地返還さる●王貞治756号
　（世界新記録）
　ホームラン

1月 5月 9月 12月

1976

●CDアンケートの実施
●減速経済下における中小企業経営の勉強会
●記者クラブとの懇親会
●LOMメンバーの家庭訪問

島田 JC スローガン

“自覚と行動”連帯を求めて

第12代理事長

中山　俊八

1977

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

村田佐久二
駒形　昌利
井上　勝彦
奥川　修司
北川　浩三
松永今朝二
大池　好正
柴田　正弘

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
創立10周年準備特別委員会委員長

大澤　勲夫 
塚本　将博 
八木　和夫
鈴木　　徹 
藪崎　竜馬 
塚本　昭一
渋谷　　忍
太田圭一郎

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

松永今朝二
村田佐久二
品川　瑞彦
中山　俊八
鈴木　　徹
石川　　博
太田圭一郎

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経済活動委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
事 務 局 局 長

塚本　将博 
山城　貞夫 
立林　健一
八木　和夫 
塚本　昭一 
大池　好正
鈴木　幸雄
浜村　耿夫

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

沖　眞太郎
松永今朝二
中山　俊八
立林　健一
大石勝之亮
鈴木　幸雄
駒形　昌利
山城　貞夫

総務委員会委員長
青少年開発委員会委員長
広報委員会委員長
経済活動委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
会員委員会委員長
事 務 局

櫻井　新策 
鈴木　　聰 
大石　秩秀
品川　瑞彦 
渋谷　　忍 
松下富美男
大石　和好
北川　浩三

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

中山　俊八
沖　眞太郎
櫻井　新策
八木　和夫
北川　浩三
藪崎　竜馬
孕石　善朗
駒形　昌利

総務委員会委員長
広報委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
総務開発委員会委員長
会員開発委員会委員長

大石　和好
松下富美男 
鈴木　　徹
坂原哲次郎 
塚本　将博 
大石勝之亮
大石　秩秀
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10月

●伊豆大島
　近海大地震

●成田空港開港 ●イギリスで
　試験管ベビー誕生　 

●円高激化、
　180円を割る

●ソフトボール中部大会主管
●CDアンケートの分析 報告書の作成
●経営開発セミナー

1978年1978年 ～昭和53年～～昭和53年～ 1979年1979年 ～昭和54年～～昭和54年～ 1980年1980年 ～昭和55年～～昭和55年～ 1981年1981年 ～昭和56年～～昭和56年～

島田 JC スローガン

鍛えよう心　燃やそう情熱

第１３代理事長

北川　浩三

1月 3月 7月

1978

●共通一次試験実施 ●エジプト・イスラエル
　平和条約、
　付属文書調印

●第5 回主要先進国
　首脳会議
　（東京サミット）開催

●朴韓国大統領射殺さる

●献血推進協議会の設立
●プロジェクトチーム（長期改策チーム）結成
●元大関北葉山の講演
●ブロックソフトボール大会島田で行われる

島田 JC スローガン

知・情・意の調和で未来を拓こう

第１４代理事長

孕石　善朗

1月 3月 6月 10月

1979

●米が駐イラン大使館
　人質救出奇襲作戦

●鈴木善幸内閣発足 ●イラン・イラク戦争●第22回
　モスクワオリンピック
　開催

●創立15周年記念事業（鯉の放流）
●LOM内弁論大会
●JCサマースクール
●テーブルマナー勉強会

島田 JC スローガン

厳しい自覚で 勇気みなぎる行動を

第１５代理事長

渋谷　　忍

4月 7月 7月 9月

●神戸市主宰
　ポートピア’81 開幕

●ポーランド
　ワレサ連帯議長来日

●行財政改革決定●ミッテラン
　社会党候補が
　フランス大統領に
　当選、就任

3月 5月 5月 8月

1980

●地域づくりとJC（30 年後の島田・金谷）
●サマーキャンプ
●会員スポーツ大会
●経営開発セミナー

島田 JC スローガン

拡げようJAYCEE の輪
あらわそうJC のこころ

第１６代理事長

八木　和夫

1981

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

北川　浩三
中山　俊八
八木　和夫
坂原哲次郎
鈴木　　徹
孕石　善朗
藪崎　竜馬
大澤　勲夫

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長

塚本　将博 
増田　峰男 
鈴木　國近
鈴木　　聰 
浜村　耿夫 
九島　作好
河村　　元

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

孕石　善朗
北川　浩三
大澤　勲夫
大石勝之亮
山本　憲司
浜村　耿夫
柴田　弘一
渋谷　　忍

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長

増田　峰男 
大石　秩秀 
秋山　晴美
川端祥治郎 
鈴木　國近 
大石　和好
山本　勝美

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

渋谷　　忍
孕石　善朗
大石　和好
大石　秩秀
桜井憲三郎
山本　憲司
中村　俊八
八木　和夫

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
15周年実行特別委員会委員長

石川　信明 
大鐘祥太郎 
鈴木　　徹
塚本　将博 
川端祥治郎 
大川　鉄男
横山　和由
北川　浩三

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

八木　和夫
渋谷　　忍
増田　峰男
鈴木　　徹
鈴木　　聰
塚本　将博
中山　俊八
大石勝之亮

会員拡大委員会委員長
総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

浜村　耿夫
木村　英雄
和田　静雄
大鐘祥太郎 
小塩　勝久
大池　好正
石川　信明
萩原寛一郎
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10月

●伊豆大島
　近海大地震

●成田空港開港 ●イギリスで
　試験管ベビー誕生　 

●円高激化、
　180円を割る

●ソフトボール中部大会主管
●CDアンケートの分析 報告書の作成
●経営開発セミナー

1978年1978年 ～昭和53年～～昭和53年～ 1979年1979年 ～昭和54年～～昭和54年～ 1980年1980年 ～昭和55年～～昭和55年～ 1981年1981年 ～昭和56年～～昭和56年～

島田 JC スローガン

鍛えよう心　燃やそう情熱

第１３代理事長

北川　浩三

1月 3月 7月

1978

●共通一次試験実施 ●エジプト・イスラエル
　平和条約、
　付属文書調印

●第5 回主要先進国
　首脳会議
　（東京サミット）開催

●朴韓国大統領射殺さる

●献血推進協議会の設立
●プロジェクトチーム（長期改策チーム）結成
●元大関北葉山の講演
●ブロックソフトボール大会島田で行われる

島田 JC スローガン

知・情・意の調和で未来を拓こう

第１４代理事長

孕石　善朗

1月 3月 6月 10月

1979

●米が駐イラン大使館
　人質救出奇襲作戦

●鈴木善幸内閣発足 ●イラン・イラク戦争●第22回
　モスクワオリンピック
　開催

●創立15周年記念事業（鯉の放流）
●LOM内弁論大会
●JCサマースクール
●テーブルマナー勉強会

島田 JC スローガン

厳しい自覚で 勇気みなぎる行動を

第１５代理事長

渋谷　　忍

4月 7月 7月 9月

●神戸市主宰
　ポートピア’81 開幕

●ポーランド
　ワレサ連帯議長来日

●行財政改革決定●ミッテラン
　社会党候補が
　フランス大統領に
　当選、就任

3月 5月 5月 8月

1980

●地域づくりとJC（30 年後の島田・金谷）
●サマーキャンプ
●会員スポーツ大会
●経営開発セミナー

島田 JC スローガン

拡げようJAYCEE の輪
あらわそうJC のこころ

第１６代理事長

八木　和夫

1981

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

北川　浩三
中山　俊八
八木　和夫
坂原哲次郎
鈴木　　徹
孕石　善朗
藪崎　竜馬
大澤　勲夫

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長

塚本　将博 
増田　峰男 
鈴木　國近
鈴木　　聰 
浜村　耿夫 
九島　作好
河村　　元

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

孕石　善朗
北川　浩三
大澤　勲夫
大石勝之亮
山本　憲司
浜村　耿夫
柴田　弘一
渋谷　　忍

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長

増田　峰男 
大石　秩秀 
秋山　晴美
川端祥治郎 
鈴木　國近 
大石　和好
山本　勝美

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

渋谷　　忍
孕石　善朗
大石　和好
大石　秩秀
桜井憲三郎
山本　憲司
中村　俊八
八木　和夫

総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
15周年実行特別委員会委員長

石川　信明 
大鐘祥太郎 
鈴木　　徹
塚本　将博 
川端祥治郎 
大川　鉄男
横山　和由
北川　浩三

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

八木　和夫
渋谷　　忍
増田　峰男
鈴木　　徹
鈴木　　聰
塚本　将博
中山　俊八
大石勝之亮

会員拡大委員会委員長
総務委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

浜村　耿夫
木村　英雄
和田　静雄
大鐘祥太郎 
小塩　勝久
大池　好正
石川　信明
萩原寛一郎
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11月

●日航機羽田空港
　着陸直前に墜落

●500円硬貨発行 ●東北新幹線開業　 ●ブレジネフ・ソ連
　共産党書記長死去。
　後任アンドロポフ

●島田・金谷マスタープランづくり
●ニューLIA講座
●経営開発セミナー
●子供の日家族大運動会

1982年1982年 ～昭和57年～～昭和57年～ 1983年1983年 ～昭和58年～～昭和58年～ 1984年1984年 ～昭和59年～～昭和59年～ 1985年1985年 ～昭和60年～～昭和60年～

島田 JC スローガン

綿密な計画、果敢な行動
冷静な反省、素直な感謝

第１７代理事長

鈴木　　聰

2月 4月 6月

1982

●参院議員選挙に
　初の比例代表制導入

●大韓航空機が
　サハリン沖で
　撃墜される

●ロッキード丸紅
　ルート公判で
　田中元首相有罪

●レーガン米大統領来日

●SLと激歩
●長嶋茂雄の少年野球教室
●ウォッチ・ザ・議会
●北方領土返還リレーマラソン

島田 JC スローガン

高めようJC 精神
拡げよう地域との交流

第１８代理事長

藁科　晴氏

6月 9月 10月 11月

1983

●ロス疑惑（三浦事件）
　表面化

●グリコ事件発生 ●ロサンゼルス
　オリンピック開催

●ロンドンサミット開催

●模擬市議会開催
●榛南JC設立
●青少年自然教室、中学生生活体験発表会
●自衛隊体験入隊

島田 JC スローガン

拡げようJC の輪
起そう創造への行動

第１９代理事長

鈴木　　徹

1月 3月 6月 8月

●青函トンネル貫通 ●電電公社、
　専売公社、民営化

●阪神セリーグ初の日本一●日航ジャンボ機墜落

3月 4月 8月 11月

1984

●創立20周年記念事業「人間架橋とふれあい広場」「ふれあいステージ」
●教育開発「あんなよい子がなぜ」平井信義教授による講演
●テレビ寺子屋開催される

島田 JC スローガン

今ぞ　20 歳
築こう 明るい心豊かな社会を

第２０代理事長

桜井憲三郎

1985

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

鈴木　　聰
八木　和夫
小塩　勝久
藁科　晴氏
大石　秩秀
大石　和好
孕石　善朗
大澤　勲夫

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員委員会委員長
会員拡大委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長

増田　峰男
九島　作好
木村　英雄
浅野　蒸治
川端祥治郎 
山本　憲司
桜井憲三郎
富岡　知生
和田　静雄

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

藁科　晴氏
鈴木　　聰
桜井憲三郎
大石　和好
鈴木　　徹
川端祥治郎
中山　俊八
落合　一清

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長

大池　好正
山本　憲司
杉本　良勝
浅野　蒸治
池谷　俊昭
長谷川圭司 
鈴木　國近
櫻井　　誠
岡村　良一

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
20周年準備室長
専務理事
監 事
監 事

鈴木　　徹
藁科　晴氏
杉本　良勝
鈴木　國近
横山　和由
大池　好正
増田　峰男
萩原寛一郎
小塩　勝久

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
20周年特別準備委員会委員長
会員拡大特別委員会委員長

大島　至了
伊藤　一成
大川　剛史
白井　一昭
池谷　俊昭
野中　辰美
河原崎　学
櫻井　　誠
秋山　晴美
大池　好正
山本　憲司

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
20周年実行委員会
専務理事
監 事
監 事

桜井憲三郎
鈴木　　徹
横山　和由
大島　至了
大石　秩秀
山本　憲司
野中　辰美
小塩　勝久
大石　和好

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
会員拡大特別委員会委員長
20周年実行委員会委員長

浅野　蒸治
河原崎　学
河村　　元
伊藤　一成
増田　峰男
秋山　晴美
大川　剛史
白井　一昭
鈴木　昭司
塚本　伸一
山本　憲司
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11月

●日航機羽田空港
　着陸直前に墜落

●500円硬貨発行 ●東北新幹線開業　 ●ブレジネフ・ソ連
　共産党書記長死去。
　後任アンドロポフ

●島田・金谷マスタープランづくり
●ニューLIA講座
●経営開発セミナー
●子供の日家族大運動会

1982年1982年 ～昭和57年～～昭和57年～ 1983年1983年 ～昭和58年～～昭和58年～ 1984年1984年 ～昭和59年～～昭和59年～ 1985年1985年 ～昭和60年～～昭和60年～

島田 JC スローガン

綿密な計画、果敢な行動
冷静な反省、素直な感謝

第１７代理事長

鈴木　　聰

2月 4月 6月

1982

●参院議員選挙に
　初の比例代表制導入

●大韓航空機が
　サハリン沖で
　撃墜される

●ロッキード丸紅
　ルート公判で
　田中元首相有罪

●レーガン米大統領来日

●SLと激歩
●長嶋茂雄の少年野球教室
●ウォッチ・ザ・議会
●北方領土返還リレーマラソン

島田 JC スローガン

高めようJC 精神
拡げよう地域との交流

第１８代理事長

藁科　晴氏

6月 9月 10月 11月

1983

●ロス疑惑（三浦事件）
　表面化

●グリコ事件発生 ●ロサンゼルス
　オリンピック開催

●ロンドンサミット開催

●模擬市議会開催
●榛南JC設立
●青少年自然教室、中学生生活体験発表会
●自衛隊体験入隊

島田 JC スローガン

拡げようJC の輪
起そう創造への行動

第１９代理事長

鈴木　　徹

1月 3月 6月 8月

●青函トンネル貫通 ●電電公社、
　専売公社、民営化

●阪神セリーグ初の日本一●日航ジャンボ機墜落

3月 4月 8月 11月

1984

●創立20周年記念事業「人間架橋とふれあい広場」「ふれあいステージ」
●教育開発「あんなよい子がなぜ」平井信義教授による講演
●テレビ寺子屋開催される

島田 JC スローガン

今ぞ　20 歳
築こう 明るい心豊かな社会を

第２０代理事長

桜井憲三郎

1985

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

鈴木　　聰
八木　和夫
小塩　勝久
藁科　晴氏
大石　秩秀
大石　和好
孕石　善朗
大澤　勲夫

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員委員会委員長
会員拡大委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長

増田　峰男
九島　作好
木村　英雄
浅野　蒸治
川端祥治郎 
山本　憲司
桜井憲三郎
富岡　知生
和田　静雄

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事

藁科　晴氏
鈴木　　聰
桜井憲三郎
大石　和好
鈴木　　徹
川端祥治郎
中山　俊八
落合　一清

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長

大池　好正
山本　憲司
杉本　良勝
浅野　蒸治
池谷　俊昭
長谷川圭司 
鈴木　國近
櫻井　　誠
岡村　良一

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
20周年準備室長
専務理事
監 事
監 事

鈴木　　徹
藁科　晴氏
杉本　良勝
鈴木　國近
横山　和由
大池　好正
増田　峰男
萩原寛一郎
小塩　勝久

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
20周年特別準備委員会委員長
会員拡大特別委員会委員長

大島　至了
伊藤　一成
大川　剛史
白井　一昭
池谷　俊昭
野中　辰美
河原崎　学
櫻井　　誠
秋山　晴美
大池　好正
山本　憲司

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
20周年実行委員会
専務理事
監 事
監 事

桜井憲三郎
鈴木　　徹
横山　和由
大島　至了
大石　秩秀
山本　憲司
野中　辰美
小塩　勝久
大石　和好

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年問題委員会委員長
教育開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
会員拡大特別委員会委員長
20周年実行委員会委員長

浅野　蒸治
河原崎　学
河村　　元
伊藤　一成
増田　峰男
秋山　晴美
大川　剛史
白井　一昭
鈴木　昭司
塚本　伸一
山本　憲司
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11月

●米宇宙連絡船
　「チャレンジャー」
　空中爆発

●チェルノブイリ
　原発事故

●土井たか子、
　初の女性党首　 

●三原山噴火

●社団法人化設立記念式典
●中部7首長サミット
●第1回「わんぱく合宿」開催
●ふれあい広場

1986年1986年 ～昭和61年～～昭和61年～ 1987年1987年 ～昭和62年～～昭和62年～ 1988年1988年 ～昭和63年～～昭和63年～ 1989年1989年 ～平成元年～～平成元年～

島田JCスローガン

基本の確認　チャレンジ21

第２１代理事長

川端祥治郎

1月 4月 9月

1986

●国鉄、民営化 ●竹下内閣発足 ●利根川教授
　ノーベル医学生理学賞
　受賞

●米ソ首脳INF
　全廃条約に調印

●静岡空港誘致運動
●まちづくりシンポジウム「まちづくりは人づくり」
●いにしえの島田宿
●ふれあい広場

島田JCスローガン

明るく　仲よく　根気よく‼

第２２代理事長

鈴木　國近

3月 10月 10月 12月

1987

●上海列車、衝突事故 ●瀬戸大橋開通 ●ソウルオリンピック開催●リクルート疑惑発覚

●まちづくりシンポジウム「みんなで語ろう静岡空港」「まちづくりと空港」
●第1回 JC杯争奪少年野球大会
●指導力体験　富士登山
●明日の金谷を考える会議

島田JCスローガン

磨こう　わが心
育もう　わが地域

第２３代理事長

横山　和由

3月 4月 6月 9月

●天皇陛下崩御 ●新年号、平成となる ●宇野内閣発足●消費税導入

1月 1月 4月 6月

1988

●東京例会「大井川流域　IN TOKYO」
●ランチェスター戦略勉強会「歴史に学ぶ指導力」
●「行政あれこれQ&A集」発行

島田JCスローガン

参加・行動・実践　いま飛躍たとう
われらの進歩自由夢を行動に‼

第２４代理事長

白井　一昭

1989

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

川端祥治郎
桜井憲三郎
櫻井　　誠
山本　憲司
加藤　友吉
鈴木　國近
濱村　耿夫
浅野　蒸治
大石　和好
萩原寛一郎

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
市民会議推進特別委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社団法人設立特別委員会委員長

柴田　一範
岡田　和広
池田　雅彦
平口　義之
深見章之助 
太田　博康
大石　秩秀
鷺坂　純生
水野　　豊
鈴木　昭司

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事
事 務 局
専務理事

鈴木　國近
川端祥治郎
水野　　豊
池田　雅彦
白井　一昭
秋山　晴美
増田　峰男
大池　好正
大島　至了
富永　正博
村田　恵司
山 本 隆 重

（武田秀子）

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員拡大委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
青少年・教育委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
会員開発委員会委員長

宮坂　　明
平口　義之
深見章之助
岡田　和広
大鐘祥太郎
鷺坂　純生
太田　博康
竹島総一郎
柴田　一範

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事
専務理事
事務局長

横山　和由
鈴木　國近
宮坂　　明
大鐘祥太郎
秋山　晴美
鈴木　昭司
百井　一昭
川端祥治郎
浅野　蒸治
髙橋　　渡
石川　信明

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
政治問題委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

木村　英雄
天野　卓次
大石　忠史
大川　剛史
北川　正澄
太田　政昭
池田　益朗
山本　隆重
柳川洋一郎
浜野　健司

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事
事務局長

白井　一昭
横山　和由
鷺坂　純生
平口　義之
大川　剛史
竹島総一郎
深見章之助
岡田　和広
鈴木　國近
加藤　友吉
富岡　知生

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
政治政策委員会委員長
地域交流委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

柳川洋一郎
山本　隆重
髙橋　　渡
太田　政昭
大石　忠史
太田　芳伸
池田　益朗
小林　廣光
浜野　健司
太田　博康
谷口　輝雄
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11月

●米宇宙連絡船
　「チャレンジャー」
　空中爆発

●チェルノブイリ
　原発事故

●土井たか子、
　初の女性党首　 

●三原山噴火

●社団法人化設立記念式典
●中部7首長サミット
●第1回「わんぱく合宿」開催
●ふれあい広場

1986年1986年 ～昭和61年～～昭和61年～ 1987年1987年 ～昭和62年～～昭和62年～ 1988年1988年 ～昭和63年～～昭和63年～ 1989年1989年 ～平成元年～～平成元年～

島田JCスローガン

基本の確認　チャレンジ21

第２１代理事長

川端祥治郎

1月 4月 9月

1986

●国鉄、民営化 ●竹下内閣発足 ●利根川教授
　ノーベル医学生理学賞
　受賞

●米ソ首脳INF
　全廃条約に調印

●静岡空港誘致運動
●まちづくりシンポジウム「まちづくりは人づくり」
●いにしえの島田宿
●ふれあい広場

島田JCスローガン

明るく　仲よく　根気よく‼

第２２代理事長

鈴木　國近

3月 10月 10月 12月

1987

●上海列車、衝突事故 ●瀬戸大橋開通 ●ソウルオリンピック開催●リクルート疑惑発覚

●まちづくりシンポジウム「みんなで語ろう静岡空港」「まちづくりと空港」
●第1回 JC杯争奪少年野球大会
●指導力体験　富士登山
●明日の金谷を考える会議

島田JCスローガン

磨こう　わが心
育もう　わが地域

第２３代理事長

横山　和由

3月 4月 6月 9月

●天皇陛下崩御 ●新年号、平成となる ●宇野内閣発足●消費税導入

1月 1月 4月 6月

1988

●東京例会「大井川流域　IN TOKYO」
●ランチェスター戦略勉強会「歴史に学ぶ指導力」
●「行政あれこれQ&A集」発行

島田JCスローガン

参加・行動・実践　いま飛躍たとう
われらの進歩自由夢を行動に‼

第２４代理事長

白井　一昭

1989

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

川端祥治郎
桜井憲三郎
櫻井　　誠
山本　憲司
加藤　友吉
鈴木　國近
濱村　耿夫
浅野　蒸治
大石　和好
萩原寛一郎

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
市民会議推進特別委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
広報委員会委員長
会員開発委員会委員長
社団法人設立特別委員会委員長

柴田　一範
岡田　和広
池田　雅彦
平口　義之
深見章之助 
太田　博康
大石　秩秀
鷺坂　純生
水野　　豊
鈴木　昭司

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事
事 務 局
専務理事

鈴木　國近
川端祥治郎
水野　　豊
池田　雅彦
白井　一昭
秋山　晴美
増田　峰男
大池　好正
大島　至了
富永　正博
村田　恵司
山 本 隆 重

（武田秀子）

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員拡大委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
青少年・教育委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
会員開発委員会委員長

宮坂　　明
平口　義之
深見章之助
岡田　和広
大鐘祥太郎
鷺坂　純生
太田　博康
竹島総一郎
柴田　一範

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
監 事
監 事
専務理事
事務局長

横山　和由
鈴木　國近
宮坂　　明
大鐘祥太郎
秋山　晴美
鈴木　昭司
百井　一昭
川端祥治郎
浅野　蒸治
髙橋　　渡
石川　信明

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
政治問題委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

木村　英雄
天野　卓次
大石　忠史
大川　剛史
北川　正澄
太田　政昭
池田　益朗
山本　隆重
柳川洋一郎
浜野　健司

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事
事務局長

白井　一昭
横山　和由
鷺坂　純生
平口　義之
大川　剛史
竹島総一郎
深見章之助
岡田　和広
鈴木　國近
加藤　友吉
富岡　知生

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
広報委員会委員長
魅力あるまちづくり委員会委員長
政治政策委員会委員長
地域交流委員会委員長
青少年開発委員会委員長
教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長

柳川洋一郎
山本　隆重
髙橋　　渡
太田　政昭
大石　忠史
太田　芳伸
池田　益朗
小林　廣光
浜野　健司
太田　博康
谷口　輝雄
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12月

●ゴルバチョフ
　初代大統領に就任

●礼宮文仁親王、
　川嶋紀子さん
　結婚の儀
　「秋篠宮家」創設

●東西ドイツ統合 ●日本人初の
　宇宙飛行士 
　秋山豊實氏
　 ソユーズ乗船

●創立25周年記念事業
●バラのまちづくり運動
●金谷町子供達の提言
●洋上スクール

1990年1990年 ～平成2年～～平成2年～ 1991年1991年 ～平成3年～～平成3年～ 1992年1992年 ～平成4年～～平成4年～ 1993年1993年 ～平成5年～～平成5年～

島田JCスローガン

新たなJC・誇れる地域を！

第２５代理事長

鷺坂　純生

3月 6月 10月

1990

●湾岸戦争に突入 ●オレンジ、牛肉
　市場自由化

●長崎雲仙普賢岳
　火砕流発生

●景気拡大57 ヶ月、
　戦後最大の
　「いざなぎ景気」に並ぶ

●人材雇用セミナー
●金谷童子沢アスレチック建設
●バラの普及活動
●第20回 JC杯争奪少年サッカー大会

島田JCスローガン

さらなる飛躍
みなおそう我まちJC

第２６代理事長

平口　義之

1月 4月 5月 8月

1991

●貴花田
　史上最年少優勝
　19 才5 ヶ月

●アルベールビル
　冬期オリンピック
　開催

●毛利さん
　スペースシャトル
　「エンデバー」
　11日間の宇宙旅行

●ロサンゼルス
　オリンピック開催

●地球祭
●臨空都市宣言
●外国人との懇談会
●シリーズ講演「地元経営者に学ぶ」

島田JCスローガン

島田発　地球
今　躍動の時がやって来た

第２７代理事長

山本　隆重

1月 2月 7月 9月

●モザンビークに
　PKOとして
　自衛隊派遣決定

●皇太子殿下、
　雅子さまのご成婚

●コメ市場部分開放が決定●北海道南西沖地震
　（死者、行方不明者は
　239 人）

3月 6月 7月 12月

1992

●毛利衛氏の公開例会
●島田市・金谷町の外国人用ガイドマップ作成
●ねぶた風ジャンボ機の製作
●第1回 ミニバスケットボール大会

島田JCスローガン

未来を見据えて
踏み出そう変革の第一歩

第２８代理事長

北川　正澄

1993

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

鷺坂　純生
白井　一昭
岡田　和広
竹島総一郎
大鐘祥太郎
谷口　輝雄
太田　芳伸
平口　義之
横山　和由
加藤　友吉

渉外委員会委員長
総務委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育委員会委員長
まちづくり委員会委員長
地域交流委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
25周年記念特別室室長

小林　廣光
太田　博康
暮林　堅樹
安原　孝由
三宅　　馨
北川　正澄
落合　睦美
杉本　隆夫
柴田　一範
池ヶ谷真澄
富永　正博

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

平口 義之
鷺坂 純生
山本 隆重
太田 政昭
柳川洋一郎
北川 正澄
髙橋 　渡
落合 睦美
大石 忠史
鈴木 昭司

事 務 局 局 長
総務委員会委員長
まちづくり委員会委員長
地域開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
新会員研修委員会委員長
会員交流委員会委員長

川島　大造
柴田　一範
暮林　堅樹
北河　豊孝
園田　　穣
町　　達郎
杉本　隆夫
三宅　　馨
池ヶ谷真澄
安原　孝由

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

山本　隆重
平口　義之
太田　政昭
柳川洋一郎
谷口　輝雄
髙橋　　渡
小林　廣光
太田　芳伸
鷺坂　純生
鈴木　昭司

総務委員会委員長
地球祭特別委員会委員長
指導力開発委員会委員長
長期政策委員会委員長
地域開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
会員交流委員会委員長
拡大研修委員会委員長
事 務 局 局 長

北河　豊孝
五藤　泰弘
加藤　太二
園田　　穣
長谷川広亘
太田　博康
落合　直人
星野　匡伸
川島　大造
飯田　忠史

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

北川　正澄
山本　隆重
三宅　　馨
池ヶ谷真澄
五藤　泰弘
安原　孝由
谷口　輝雄
加藤　太二
柴田　一範
太田　芳伸

例会担当委員会委員長
地域交流委員会委員長
長期政策委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
広報委員会委員長
総務委員会委員長
会員拡大委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
事 務 局 局 長

暮林　堅樹
川島　大造
長谷川広亘
牧野　高彦
星野　匡伸
落合　直人
河村　茂詞
成岡　浩志
飯田　忠史
田中　幸裕
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12月

●ゴルバチョフ
　初代大統領に就任

●礼宮文仁親王、
　川嶋紀子さん
　結婚の儀
　「秋篠宮家」創設

●東西ドイツ統合 ●日本人初の
　宇宙飛行士 
　秋山豊實氏
　 ソユーズ乗船

●創立25周年記念事業
●バラのまちづくり運動
●金谷町子供達の提言
●洋上スクール

1990年1990年 ～平成2年～～平成2年～ 1991年1991年 ～平成3年～～平成3年～ 1992年1992年 ～平成4年～～平成4年～ 1993年1993年 ～平成5年～～平成5年～

島田JCスローガン

新たなJC・誇れる地域を！

第２５代理事長

鷺坂　純生

3月 6月 10月

1990

●湾岸戦争に突入 ●オレンジ、牛肉
　市場自由化

●長崎雲仙普賢岳
　火砕流発生

●景気拡大57 ヶ月、
　戦後最大の
　「いざなぎ景気」に並ぶ

●人材雇用セミナー
●金谷童子沢アスレチック建設
●バラの普及活動
●第20回 JC杯争奪少年サッカー大会

島田JCスローガン

さらなる飛躍
みなおそう我まちJC

第２６代理事長

平口　義之

1月 4月 5月 8月

1991

●貴花田
　史上最年少優勝
　19 才5 ヶ月

●アルベールビル
　冬期オリンピック
　開催

●毛利さん
　スペースシャトル
　「エンデバー」
　11日間の宇宙旅行

●ロサンゼルス
　オリンピック開催

●地球祭
●臨空都市宣言
●外国人との懇談会
●シリーズ講演「地元経営者に学ぶ」

島田JCスローガン

島田発　地球
今　躍動の時がやって来た

第２７代理事長

山本　隆重

1月 2月 7月 9月

●モザンビークに
　PKOとして
　自衛隊派遣決定

●皇太子殿下、
　雅子さまのご成婚

●コメ市場部分開放が決定●北海道南西沖地震
　（死者、行方不明者は
　239 人）

3月 6月 7月 12月

1992

●毛利衛氏の公開例会
●島田市・金谷町の外国人用ガイドマップ作成
●ねぶた風ジャンボ機の製作
●第1回 ミニバスケットボール大会

島田JCスローガン

未来を見据えて
踏み出そう変革の第一歩

第２８代理事長

北川　正澄

1993

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

鷺坂　純生
白井　一昭
岡田　和広
竹島総一郎
大鐘祥太郎
谷口　輝雄
太田　芳伸
平口　義之
横山　和由
加藤　友吉

渉外委員会委員長
総務委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育委員会委員長
まちづくり委員会委員長
地域交流委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
25周年記念特別室室長

小林　廣光
太田　博康
暮林　堅樹
安原　孝由
三宅　　馨
北川　正澄
落合　睦美
杉本　隆夫
柴田　一範
池ヶ谷真澄
富永　正博

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

平口 義之
鷺坂 純生
山本 隆重
太田 政昭
柳川洋一郎
北川 正澄
髙橋 　渡
落合 睦美
大石 忠史
鈴木 昭司

事 務 局 局 長
総務委員会委員長
まちづくり委員会委員長
地域開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
新会員研修委員会委員長
会員交流委員会委員長

川島　大造
柴田　一範
暮林　堅樹
北河　豊孝
園田　　穣
町　　達郎
杉本　隆夫
三宅　　馨
池ヶ谷真澄
安原　孝由

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

山本　隆重
平口　義之
太田　政昭
柳川洋一郎
谷口　輝雄
髙橋　　渡
小林　廣光
太田　芳伸
鷺坂　純生
鈴木　昭司

総務委員会委員長
地球祭特別委員会委員長
指導力開発委員会委員長
長期政策委員会委員長
地域開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
会員交流委員会委員長
拡大研修委員会委員長
事 務 局 局 長

北河　豊孝
五藤　泰弘
加藤　太二
園田　　穣
長谷川広亘
太田　博康
落合　直人
星野　匡伸
川島　大造
飯田　忠史

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

北川　正澄
山本　隆重
三宅　　馨
池ヶ谷真澄
五藤　泰弘
安原　孝由
谷口　輝雄
加藤　太二
柴田　一範
太田　芳伸

例会担当委員会委員長
地域交流委員会委員長
長期政策委員会委員長
指導力開発委員会委員長
経営開発委員会委員長
広報委員会委員長
総務委員会委員長
会員拡大委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
事 務 局 局 長

暮林　堅樹
川島　大造
長谷川広亘
牧野　高彦
星野　匡伸
落合　直人
河村　茂詞
成岡　浩志
飯田　忠史
田中　幸裕
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10月

●羽田内閣の誕生 ●価格破壊の動きが
　活発化する

●コメ市場開放反対の
　全農が
　コメ輸入業務への
　参入の検討を発表

●釧路で震度6 の
　北海道東方沖を
　震源とするM7.9 の
　地震発生

●市民で語る静岡空港勉強会
　「そこが知りたい静岡空港」
●島田大橋開通記念イベント「ウォークラリー」
●「川から見たまちづくり」

1994年1994年 ～平成6年～～平成6年～ 1995年1995年 ～平成7年～～平成7年～ 1996年1996年 ～平成8年～～平成8年～ 1997年1997年 ～平成9年～～平成9年～

島田 JC スローガン

明日に向けて　輝け我らが個性

第２９代理事長

髙橋　　渡

4月 4月 8月

1994

●阪神大震災 ●野茂大リーグ入り ●オウム真理教
　地下鉄サリン事件

●1ドル79円に急騰

●創立30周年記念事業
●第10回「わんぱく合宿」

島田 JC スローガン

会員一如　実現しよう
豊かな個性ある地域を

第３０代理事長

五藤　泰弘

1月 2月 3月 4月

1995

●サッカー2002年W杯、
　日韓共同開催決定

●米の販売自由化 ●ペルーで
　日本大使公邸
　人質事件

●大阪府堺市で
　0(オー)157大量感染

●講師例会「今、何がこの地域に必要か?」
　講師 レシャード・カレット先生
●地引き網
●髷祭り、川どめ祭り

島田 JC スローガン

磨けJaycee！ 光れ我が地域！
真の地球市民を目指して

第３１代理事長

加藤　太二

5月 6月 7月 12月

●日本海でロシアの
　タンカーが沈没し
　重油流出

●消費税5%に
　引き上げ

●マザー・テレサ死去●英国の
　ダイアナ元皇太子妃が
　交通事故死

1月 4月 8月 9月

1996

●夜間耐寒競歩
●第12回わんぱく合宿
●髷祭り参加
●第30回ブロック会員大会

島田 JC スローガン

見直そうJC の精神　輝け！団結の行動
めざせ！活力ある地域

第３２代理事長

暮林　堅樹

1997

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

髙橋　　渡
北川　正澄
柳川洋一郎
北河　豊孝
暮林　堅樹
池ヶ谷真澄
三宅　　馨
河村　茂詞
山本　隆重
安原　孝由

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
まちづくり委員会委員長
空港活用委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
指導力経営開発委員会委員長
拡大研修委員会委員長
会員交流委員会委員長
トーク委員会委員長
事 務 局 局 長

栗田　貞男
尾下　武彦
飯田　忠史
成岡　浩志
多治見則之
園田　　穣
山田　主悦
牧野　高彦
田中　幸裕
板野　　悟
渡辺　義郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
30周年特別委員長
監 事
監 事

五藤　泰弘
髙橋　　渡
谷口　輝雄
加藤　太二
尾下　武彦
落合　直人
長谷川広亘
多治見則之
落合　睦美
柳川洋一郎
北川　正澄

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
事 務 局 局 長
30周年特別委員会第1委員長
30周年特別委員会第2委員長
30周年特別委員会第3委員長

中林　功徳
山田　主悦
星野　匡伸
小杉　利浩
栗田　貞男
川島　大造
板野　　悟
飛野　暁彦
渡辺　義郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

加藤　太二
五藤　泰弘
飯田　忠史
成岡　浩志
田中　幸裕
河村　茂詞
暮林　堅樹
長谷川広亘
髙橋　　渡
北河　豊孝

総務委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
拡大研修委員会委員長
ブロック準備第1委員会委員長
ブロック準備第2委員会委員長
社会開発委員会委員長
まちづくり委員会委員長
事 務 局 局 長

曽根　豊久
加藤　　清
中林　功徳
星野　匡伸
小杉　利浩
中野　博美
飛野　暁彦
鈴木　　朗
駒形　文隆
櫻井　敬久

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

暮林　堅樹
加藤　太二
成岡　浩志
渡辺　義郎
曽根　豊久
田中　幸裕
多治見則之
櫻井　敬久
河村　茂詞
五藤　泰弘

総務・渉外委員会委員長
社会開発委員会委員長
研修委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
広報拡大委員会委員長
会員開発委員会委員長
例会担当委員会委員長
事 務 局 局 長
ブロック第1委員会委員長
ブロック第2委員会委員長

駒形　康寿
松浦　富雄
太田　晴也
板野　　悟
小松　幸哉
三村　秀雄
駒形　文隆
佐藤　　透
塚本　　聡
牧田　充夫
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10月

●羽田内閣の誕生 ●価格破壊の動きが
　活発化する

●コメ市場開放反対の
　全農が
　コメ輸入業務への
　参入の検討を発表

●釧路で震度6 の
　北海道東方沖を
　震源とするM7.9 の
　地震発生

●市民で語る静岡空港勉強会
　「そこが知りたい静岡空港」
●島田大橋開通記念イベント「ウォークラリー」
●「川から見たまちづくり」

1994年1994年 ～平成6年～～平成6年～ 1995年1995年 ～平成7年～～平成7年～ 1996年1996年 ～平成8年～～平成8年～ 1997年1997年 ～平成9年～～平成9年～

島田 JC スローガン

明日に向けて　輝け我らが個性

第２９代理事長

髙橋　　渡

4月 4月 8月

1994

●阪神大震災 ●野茂大リーグ入り ●オウム真理教
　地下鉄サリン事件

●1ドル79円に急騰

●創立30周年記念事業
●第10回「わんぱく合宿」

島田 JC スローガン

会員一如　実現しよう
豊かな個性ある地域を

第３０代理事長

五藤　泰弘

1月 2月 3月 4月

1995

●サッカー2002年W杯、
　日韓共同開催決定

●米の販売自由化 ●ペルーで
　日本大使公邸
　人質事件

●大阪府堺市で
　0(オー)157大量感染

●講師例会「今、何がこの地域に必要か?」
　講師 レシャード・カレット先生
●地引き網
●髷祭り、川どめ祭り

島田 JC スローガン

磨けJaycee！ 光れ我が地域！
真の地球市民を目指して

第３１代理事長

加藤　太二

5月 6月 7月 12月

●日本海でロシアの
　タンカーが沈没し
　重油流出

●消費税5%に
　引き上げ

●マザー・テレサ死去●英国の
　ダイアナ元皇太子妃が
　交通事故死

1月 4月 8月 9月

1996

●夜間耐寒競歩
●第12回わんぱく合宿
●髷祭り参加
●第30回ブロック会員大会

島田 JC スローガン

見直そうJC の精神　輝け！団結の行動
めざせ！活力ある地域

第３２代理事長

暮林　堅樹

1997

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

髙橋　　渡
北川　正澄
柳川洋一郎
北河　豊孝
暮林　堅樹
池ヶ谷真澄
三宅　　馨
河村　茂詞
山本　隆重
安原　孝由

総務委員会委員長
例会担当委員会委員長
まちづくり委員会委員長
空港活用委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
指導力経営開発委員会委員長
拡大研修委員会委員長
会員交流委員会委員長
トーク委員会委員長
事 務 局 局 長

栗田　貞男
尾下　武彦
飯田　忠史
成岡　浩志
多治見則之
園田　　穣
山田　主悦
牧野　高彦
田中　幸裕
板野　　悟
渡辺　義郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
30周年特別委員長
監 事
監 事

五藤　泰弘
髙橋　　渡
谷口　輝雄
加藤　太二
尾下　武彦
落合　直人
長谷川広亘
多治見則之
落合　睦美
柳川洋一郎
北川　正澄

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
広報委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
事 務 局 局 長
30周年特別委員会第1委員長
30周年特別委員会第2委員長
30周年特別委員会第3委員長

中林　功徳
山田　主悦
星野　匡伸
小杉　利浩
栗田　貞男
川島　大造
板野　　悟
飛野　暁彦
渡辺　義郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

加藤　太二
五藤　泰弘
飯田　忠史
成岡　浩志
田中　幸裕
河村　茂詞
暮林　堅樹
長谷川広亘
髙橋　　渡
北河　豊孝

総務委員会委員長
会員開発委員会委員長
社会開発委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
拡大研修委員会委員長
ブロック準備第1委員会委員長
ブロック準備第2委員会委員長
社会開発委員会委員長
まちづくり委員会委員長
事 務 局 局 長

曽根　豊久
加藤　　清
中林　功徳
星野　匡伸
小杉　利浩
中野　博美
飛野　暁彦
鈴木　　朗
駒形　文隆
櫻井　敬久

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

暮林　堅樹
加藤　太二
成岡　浩志
渡辺　義郎
曽根　豊久
田中　幸裕
多治見則之
櫻井　敬久
河村　茂詞
五藤　泰弘

総務・渉外委員会委員長
社会開発委員会委員長
研修委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
広報拡大委員会委員長
会員開発委員会委員長
例会担当委員会委員長
事 務 局 局 長
ブロック第1委員会委員長
ブロック第2委員会委員長

駒形　康寿
松浦　富雄
太田　晴也
板野　　悟
小松　幸哉
三村　秀雄
駒形　文隆
佐藤　　透
塚本　　聡
牧田　充夫
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7月

●郵便番号、
　7ケタに変更

●第18回
　冬季オリンピック
　長野大会開催
　(～22日)

●香港が中国に返還 ●和歌山市で
　毒物カレー事件。
　4人死亡、42人入院

●まちづくりアンケート
●合同例会ディベート大会
●防災マニュアル作成
●PK合戦

1998年1998年 ～平成10年～～平成10年～ 1999年1999年 ～平成11年～～平成11年～ 2000年2000年 ～平成12年～～平成12年～ 2001年2001年 ～平成13年～～平成13年～

島田 JC スローガン

みんなでつくろう
人を！地域を！そして未来を！

第３３代理事長

成岡　浩志

2月 2月 7月

1998

●ドコモ
　iモードサービスが
　スタート

●北大西洋条約機構軍が
　ユーゴスラビア全域の
　軍事施設などを
　国連決議なしで空爆

●男女差別を禁じた
　改正男女雇用機会
　均等法施行

●和歌山市の毒物カレー
　事件と保険金詐欺事件
　の初公判

●地域まちづくりキャラバン隊
●地域ネットワーク会議
●第14回わんぱく合宿

島田 JC スローガン

夢を描き 行動を起こし
創りあげよう 真の市民社会

第３４代理事長

多治見則之

2月 3月 4月 5月

1999

●ハノーバ万博が
　ドイツで開幕

●ゴルフの
　タイガー・ウッズが
　全英オープンに
　優勝。
　史上最年少（24歳）
　でのグランドスラム達成

●筑波大学名誉教授の
　白川英樹にノーベル
　化学賞を贈られる

●シドニーオリンピック開幕
　柔道の田村亮子念願の
　金メダル
　高橋尚子がオリンピック
　最高記録で金メダルを獲得

●例会「話し方教室」講師 水野涼子アナウンサー
●環境問題公開例会
●第15回わんぱく合宿
●35周年記念式典・環境教育フォーラム

島田 JC スローガン

ニューミレニアムへの挑戦
まちづくり！ひとづくり！

第３５代理事長

塚本　聡

6月 7月 9月 10月

●3千年紀・21世紀が
　始まる

●日本語版を含む
　13の非英語版
　ウィキペディアが発足、
　以後多言語化される

●日本の皇室にて
　愛子内親王誕生

●アメリカ同時多発テロ
　事件：4機の航空機
　ハイジャックによる、
　米国に対する大規模
　同時多発テロ事件が発生

1月 5月 9月 12月

2000

●講師例会「キャッシュフローについて」
●公開例会「子供のこころがみえますか？」
●公開例会「大井川の環境保全と流域連携」
●第１６回わんぱく合宿

島田 JC スローガン

断固たる決意と確固たる信念をもって
踏み出そう　新しき一歩を

第３６代理事長

池田　豊

2001

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

成岡　浩志
暮林　堅樹
長谷川広亘
加藤　太二
佐藤　　透
牧田　充夫
多治見則之
塚本　　聡
中野　博美
中林　功徳

広域まちづくり委員会委員長
情報循環推進会議委員会副議長
広報委員会委員長
青少年指導力委員会委員長
福祉事業研究委員会委員長
C・O・D委員会委員長
市民活動推進応援委員会委員長
同志拡大委員会委員長
例会担当委員会委員長
総務委員会委員長
事 務 局 局 長

池田　　豊
菅沼　一茂
駒形　康寿
太田　晴也
板野　　悟
八木　孝之
酒井　昌浩
三村　秀雄
小杉　利浩
濱田　行二
森下　真琴

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

多治見則之
成岡　浩志
牧田　充夫
曽根　豊久
駒形　文隆
櫻井　敬久
星野　匡伸
池田　　豊
暮林　堅樹
加藤　太二

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
広報委員会委員長
研修委員会委員長
例会担当委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
JCづくり実践会議議長
事 務 局 局 長

小杉　利浩
岡村　　修
市川　充宏
寺尾　昇人
雨夜　光広
落合　由隆
森下　真琴
中野　博美
村岡　真生

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事
特別顧問

塚本　　聡
多治見則之
櫻井　敬久
曽根　豊久
市川　充宏
森下　真琴
中野　博美
雨夜　光広
星野　匡伸
佐藤　　透
加藤　太二

35周年特別室室長
35周年実行委員会委員長
35周年推進委員会委員長
総務委員会委員長
渉外委員会委員長
会員開発ネットワーク委員会委員長
環境・教育運動推進委員会委員長
パートナーシップまちづくり委員会委員長
ビジョン21委員会委員長
財務委員会委員長
事 務 局 局 長

寺尾　昇人
三村　秀雄
澤脇　丈博
落合　由隆
岡村　　修
山城　雅史
井上　吉勝
村松　健之
村岡　真生
森下　隆利
太田　晴也

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

池田　　豊
塚本　　聡
市川　充宏
三村　秀雄
寺尾　昇人
落合　由隆
井上　吉勝
澤脇　丈博
駒形　文隆
森下　真琴

会員拡大委員会委員長
総務広報委員会委員長
広域まちづくり委員会委員長
フレンドシップ例会担当委員会委員長
トレーニング例会担当委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
人間力開発委員会委員長
事 務 局 局 長

松野　雅樹
中村　敬彦
森下　隆利
増野　昌徳
村松　健之
小林　律昭
貞石　昌則
藁科　太祐
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7月

●郵便番号、
　7ケタに変更

●第18回
　冬季オリンピック
　長野大会開催
　(～22日)

●香港が中国に返還 ●和歌山市で
　毒物カレー事件。
　4人死亡、42人入院

●まちづくりアンケート
●合同例会ディベート大会
●防災マニュアル作成
●PK合戦

1998年1998年 ～平成10年～～平成10年～ 1999年1999年 ～平成11年～～平成11年～ 2000年2000年 ～平成12年～～平成12年～ 2001年2001年 ～平成13年～～平成13年～

島田 JC スローガン

みんなでつくろう
人を！地域を！そして未来を！

第３３代理事長

成岡　浩志

2月 2月 7月

1998

●ドコモ
　iモードサービスが
　スタート

●北大西洋条約機構軍が
　ユーゴスラビア全域の
　軍事施設などを
　国連決議なしで空爆

●男女差別を禁じた
　改正男女雇用機会
　均等法施行

●和歌山市の毒物カレー
　事件と保険金詐欺事件
　の初公判

●地域まちづくりキャラバン隊
●地域ネットワーク会議
●第14回わんぱく合宿

島田 JC スローガン

夢を描き 行動を起こし
創りあげよう 真の市民社会

第３４代理事長

多治見則之

2月 3月 4月 5月

1999

●ハノーバ万博が
　ドイツで開幕

●ゴルフの
　タイガー・ウッズが
　全英オープンに
　優勝。
　史上最年少（24歳）
　でのグランドスラム達成

●筑波大学名誉教授の
　白川英樹にノーベル
　化学賞を贈られる

●シドニーオリンピック開幕
　柔道の田村亮子念願の
　金メダル
　高橋尚子がオリンピック
　最高記録で金メダルを獲得

●例会「話し方教室」講師 水野涼子アナウンサー
●環境問題公開例会
●第15回わんぱく合宿
●35周年記念式典・環境教育フォーラム

島田 JC スローガン

ニューミレニアムへの挑戦
まちづくり！ひとづくり！

第３５代理事長

塚本　聡

6月 7月 9月 10月

●3千年紀・21世紀が
　始まる

●日本語版を含む
　13の非英語版
　ウィキペディアが発足、
　以後多言語化される

●日本の皇室にて
　愛子内親王誕生

●アメリカ同時多発テロ
　事件：4機の航空機
　ハイジャックによる、
　米国に対する大規模
　同時多発テロ事件が発生

1月 5月 9月 12月

2000

●講師例会「キャッシュフローについて」
●公開例会「子供のこころがみえますか？」
●公開例会「大井川の環境保全と流域連携」
●第１６回わんぱく合宿

島田 JC スローガン

断固たる決意と確固たる信念をもって
踏み出そう　新しき一歩を

第３６代理事長

池田　豊

2001

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

成岡　浩志
暮林　堅樹
長谷川広亘
加藤　太二
佐藤　　透
牧田　充夫
多治見則之
塚本　　聡
中野　博美
中林　功徳

広域まちづくり委員会委員長
情報循環推進会議委員会副議長
広報委員会委員長
青少年指導力委員会委員長
福祉事業研究委員会委員長
C・O・D委員会委員長
市民活動推進応援委員会委員長
同志拡大委員会委員長
例会担当委員会委員長
総務委員会委員長
事 務 局 局 長

池田　　豊
菅沼　一茂
駒形　康寿
太田　晴也
板野　　悟
八木　孝之
酒井　昌浩
三村　秀雄
小杉　利浩
濱田　行二
森下　真琴

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

多治見則之
成岡　浩志
牧田　充夫
曽根　豊久
駒形　文隆
櫻井　敬久
星野　匡伸
池田　　豊
暮林　堅樹
加藤　太二

総務委員会委員長
社会開発委員会委員長
会員開発委員会委員長
広報委員会委員長
研修委員会委員長
例会担当委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
JCづくり実践会議議長
事 務 局 局 長

小杉　利浩
岡村　　修
市川　充宏
寺尾　昇人
雨夜　光広
落合　由隆
森下　真琴
中野　博美
村岡　真生

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事
特別顧問

塚本　　聡
多治見則之
櫻井　敬久
曽根　豊久
市川　充宏
森下　真琴
中野　博美
雨夜　光広
星野　匡伸
佐藤　　透
加藤　太二

35周年特別室室長
35周年実行委員会委員長
35周年推進委員会委員長
総務委員会委員長
渉外委員会委員長
会員開発ネットワーク委員会委員長
環境・教育運動推進委員会委員長
パートナーシップまちづくり委員会委員長
ビジョン21委員会委員長
財務委員会委員長
事 務 局 局 長

寺尾　昇人
三村　秀雄
澤脇　丈博
落合　由隆
岡村　　修
山城　雅史
井上　吉勝
村松　健之
村岡　真生
森下　隆利
太田　晴也

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

池田　　豊
塚本　　聡
市川　充宏
三村　秀雄
寺尾　昇人
落合　由隆
井上　吉勝
澤脇　丈博
駒形　文隆
森下　真琴

会員拡大委員会委員長
総務広報委員会委員長
広域まちづくり委員会委員長
フレンドシップ例会担当委員会委員長
トレーニング例会担当委員会委員長
青少年教育開発委員会委員長
人間力開発委員会委員長
事 務 局 局 長

松野　雅樹
中村　敬彦
森下　隆利
増野　昌徳
村松　健之
小林　律昭
貞石　昌則
藁科　太祐
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12月

●2002FIFAワールド
　カップ開幕
　初の日韓共催で
　日本ベスト１６

●日本全国で
　部分日食

●史上初の日朝首脳
　会談、
　金総書記「拉致」認め、
　被害者５人帰国

●H-IIAロケット4号機が
　打ち上げられる

●ISO 例会「顧客満足度 100％を目指して・意識改革」
●中部 7JC 合同例会「新しい需要創造とビジネスチャンス」講師　都築幹彦氏
●講師例会「地震  かけがえのない命を守るために－阪神淡路大震災にみる思いやりの心－」
●公開例会「おかしな時代のまともな子育て論」講師　はやし浩司氏

2002年2002年 ～平成14年～～平成14年～ 2003年2003年 ～平成15年～～平成15年～ 2004年2004年 ～平成16年～～平成16年～

島田 JC スローガン

創ろう未来！繋ごう心！
現代に生きるJCとして

第３７代理事長

櫻井　敬久

5月 6月 9月

2002

●北朝鮮が核拡散
　防止条約（NPT）
　脱退を宣言

●アメリカ航空宇宙局、
　スペースシャトル・
　コロンビア号、
　帰還のため大気圏
　突入後、テキサス州
　上空で空中分解、墜落

●六本木ヒルズが
　グランドオープン

●東海道新幹線の
　東京駅～新横浜駅間に
　品川駅が開業

●まちづくり例会「皆で考えようこのまちの今、未来」
●商売繁盛例会　１００％例会達成
●第１８回わんぱく合宿
●指導力開発例会　「食」例会

島田 JC スローガン

SHIMADA JC Innovation
輝くみらいへ　元気発信！

第３８代理事長

市川　充宏

1月 2月 4月 10月

2003

●アテネオリンピック開幕
　アテネ五輪で金メダル
　史上最多タイの１６個、
　総数は史上最高

●「新潟県中越地震」
　発生。新潟県で震度7
　の地震が発生し、
　さらに断続的に震度6級
　の余震が襲う
　死者68名

●国内で７９年ぶりに
　鳥インフルエンザの
　感染が公式に
　確認される

●パ・リーグの新規参入
　球団として東北楽天
　ゴールデンイーグルス参入
　新規参入でのプロ野球
　球団誕生は1954年に
　パ・リーグに加盟した
　高橋ユニオンズ以来50年ぶり

●公開例会　講演「信は力なり」講師：山口良治氏
●地域活性化例会「まちとまち  人と人  こころをつなぐ  オンリーワンのまちづくり」
●人間力開発例会（座禅）
●意識向上例会　講師：新井勇氏

島田 JC スローガン

楽しく！そして力強く！
今、JC が進化するとき！！

第３９代理事長

藁科　太祐

8月 10月 11月 12月

2004

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

櫻井　敬久
池田　　豊
雨夜　光広
村岡　真生
寺尾　昇人
中村　敬彦
村松　健之
藁科　太祐
塚本　　聡
井上　吉勝

総務渉外委員会委員長
まちづくり推進委員会委員長
地域活性化委員会委員長
青少年育成委員会委員長
メンバー拡大委員会委員長
ひとづくり委員会委員長
例会担当委員会委員長
事 務 局 局 長

永井　宏騎
小林　律昭
植田　春克
佐藤　克美
河原﨑茂則
曽根　靖之
増田　直樹
増野　昌徳

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
出向理事
監 事
監 事

市川　充宏
櫻井　敬久
藁科　太祐
落合　由隆
澤脇　丈博
小林　律昭
佐藤　克美
増田　直樹
雨夜　光広
池田　　豊
中村　敬彦

会員拡大委員会委員長
みらい創造委員会委員長
人間力開発委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員サービス委員会委員長
オンリーワンのまちづくり委員会委員長
総務広報委員会委員長
事 務 局 局 長

浦野　圭史
大池　　茂
脇坂　政秀
曽根　靖之
田中　信也
河原﨑茂則
小寺　敬二
村本真太郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
出向特別理事
監 事
監 事

藁科　太祐
市川　充宏
小林　律昭
佐藤　克美
森下　隆利
増野　昌徳
河原﨑茂則
田中　信也
澤脇　丈博
落合　由隆
寺尾　昇人

地域活性化委員会委員長
青少年育成委員会委員長
研修委員会委員長
会員開発委員会委員長
総務委員会委員長
40周年準備委員会委員長
事 務 局 局 長

大石　　聡
小寺　敬二
浦野　圭史
諸田　昌人
村本真太郎
平田　　司
脇坂　政秀
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12月

●2002FIFAワールド
　カップ開幕
　初の日韓共催で
　日本ベスト１６

●日本全国で
　部分日食

●史上初の日朝首脳
　会談、
　金総書記「拉致」認め、
　被害者５人帰国

●H-IIAロケット4号機が
　打ち上げられる

●ISO 例会「顧客満足度 100％を目指して・意識改革」
●中部 7JC 合同例会「新しい需要創造とビジネスチャンス」講師　都築幹彦氏
●講師例会「地震  かけがえのない命を守るために－阪神淡路大震災にみる思いやりの心－」
●公開例会「おかしな時代のまともな子育て論」講師　はやし浩司氏

2002年2002年 ～平成14年～～平成14年～ 2003年2003年 ～平成15年～～平成15年～ 2004年2004年 ～平成16年～～平成16年～

島田 JC スローガン

創ろう未来！繋ごう心！
現代に生きるJCとして

第３７代理事長

櫻井　敬久

5月 6月 9月

2002

●北朝鮮が核拡散
　防止条約（NPT）
　脱退を宣言

●アメリカ航空宇宙局、
　スペースシャトル・
　コロンビア号、
　帰還のため大気圏
　突入後、テキサス州
　上空で空中分解、墜落

●六本木ヒルズが
　グランドオープン

●東海道新幹線の
　東京駅～新横浜駅間に
　品川駅が開業

●まちづくり例会「皆で考えようこのまちの今、未来」
●商売繁盛例会　１００％例会達成
●第１８回わんぱく合宿
●指導力開発例会　「食」例会

島田 JC スローガン

SHIMADA JC Innovation
輝くみらいへ　元気発信！

第３８代理事長

市川　充宏

1月 2月 4月 10月

2003

●アテネオリンピック開幕
　アテネ五輪で金メダル
　史上最多タイの１６個、
　総数は史上最高

●「新潟県中越地震」
　発生。新潟県で震度7
　の地震が発生し、
　さらに断続的に震度6級
　の余震が襲う
　死者68名

●国内で７９年ぶりに
　鳥インフルエンザの
　感染が公式に
　確認される

●パ・リーグの新規参入
　球団として東北楽天
　ゴールデンイーグルス参入
　新規参入でのプロ野球
　球団誕生は1954年に
　パ・リーグに加盟した
　高橋ユニオンズ以来50年ぶり

●公開例会　講演「信は力なり」講師：山口良治氏
●地域活性化例会「まちとまち  人と人  こころをつなぐ  オンリーワンのまちづくり」
●人間力開発例会（座禅）
●意識向上例会　講師：新井勇氏

島田 JC スローガン

楽しく！そして力強く！
今、JC が進化するとき！！

第３９代理事長

藁科　太祐

8月 10月 11月 12月

2004

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

主な事業

役員及び委員会

1966年～2004年 歴代理事長紹介

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
監 事
監 事

櫻井　敬久
池田　　豊
雨夜　光広
村岡　真生
寺尾　昇人
中村　敬彦
村松　健之
藁科　太祐
塚本　　聡
井上　吉勝

総務渉外委員会委員長
まちづくり推進委員会委員長
地域活性化委員会委員長
青少年育成委員会委員長
メンバー拡大委員会委員長
ひとづくり委員会委員長
例会担当委員会委員長
事 務 局 局 長

永井　宏騎
小林　律昭
植田　春克
佐藤　克美
河原﨑茂則
曽根　靖之
増田　直樹
増野　昌徳

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
出向理事
監 事
監 事

市川　充宏
櫻井　敬久
藁科　太祐
落合　由隆
澤脇　丈博
小林　律昭
佐藤　克美
増田　直樹
雨夜　光広
池田　　豊
中村　敬彦

会員拡大委員会委員長
みらい創造委員会委員長
人間力開発委員会委員長
例会担当委員会委員長
会員サービス委員会委員長
オンリーワンのまちづくり委員会委員長
総務広報委員会委員長
事 務 局 局 長

浦野　圭史
大池　　茂
脇坂　政秀
曽根　靖之
田中　信也
河原﨑茂則
小寺　敬二
村本真太郎

理 事 長
直前理事長
筆頭副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
副理事長
専務理事
出向特別理事
監 事
監 事

藁科　太祐
市川　充宏
小林　律昭
佐藤　克美
森下　隆利
増野　昌徳
河原﨑茂則
田中　信也
澤脇　丈博
落合　由隆
寺尾　昇人

地域活性化委員会委員長
青少年育成委員会委員長
研修委員会委員長
会員開発委員会委員長
総務委員会委員長
40周年準備委員会委員長
事 務 局 局 長

大石　　聡
小寺　敬二
浦野　圭史
諸田　昌人
村本真太郎
平田　　司
脇坂　政秀
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2005

この年の組織図

この年の出向者

第４０代理事長

澤脇　丈博

●中部国際空港（セントレア）が
　愛知県常滑市沖合に開港

●第81回箱根駅伝は駒澤大学が
　総合優勝し平成初の4連覇達成

●静岡市が全国14番目の
　政令指定都市に移行

●日本プロ野球史上初の
　セ・パ交流戦が開幕

●茨城県水海道市の養鶏場で
　国内初のH5N2型の
　鳥インフルエンザが検出される

●2005年
　日本国際博覧会（愛知万博）
　「愛・地球博」開幕

●日本初のワンセグ対携帯電話
　W33SAがauより発売

●惑星探査機はやぶさが
　小惑星イトカワへの
　着陸と岩石の採取に成功

●米ハーバード大学の中谷喜洋
　教授らの研究チームが
　がん治療の革命的な進歩に
　つながるタンパク質を発見

●第二次世界大戦（太平洋戦争）
　終戦60年

●携帯音楽プレーヤーiPod miniの
　後継機種としてiPod nanoが発売

●知床半島の世界自然遺産への
　登録が決まる

６月 創立４０周年記念・新島田市合併記念事業 
 普通救命大講習会
 ～新島田市の温かい心はここに～

９月 現役警察官に学ぶ
 青少年の問題行動の背景と対応

わんぱく合宿
 ～自然環境保全・再生と地域に根ざす
 　　　　　 循環型社会に関する事業～

創立４０周年記念式典・事業

一般市民と青年会議所メンバーが指導員、普及員に教えてい
ただき、そしてその中で地域の輪をつくることができました。「人を
おもいやるこころ」と「地域の絆」という点、「市民サービス」という
点で非常に有意義な事業となりました。

ターゲットをどこに絞るべきか考えた末、青少年を健全育成する
為には、メンバー自体が知識を身につけスキルアップすることが
大切だと考え、事業を行いました。

わんぱく合宿に「自然環境保全・再生と地域に根ざす循環型社
会に関する事業」の要素を加え事業を行いました。

10月 公開例会　人を愛するこころ
 献血、骨髄バンク登録推進講演・映画上映

講師の先生の話に感動し、命の大切さが来場者にも伝わった
と思います。青年会議所として骨髄バンクドナー登録の必要性
を広めていき、登録者数を増やしていかなければならないと感
じました。

『つくろう 僕らの手で！ つなごう 煌めく 未来へ！』を事業テーマ
に、550名を超える多くのご参列のもと事業が執り行われました。
プラザロコにてセレモニーを行い、大井川鐡道のＳＬにて川根
本町（旧：本川根町）向うなど、事業を通じご参加いただいた皆
様には活動地域の良さを知っていただける事業となりました。

公益社団法人 日本青年会議所
　道徳心創造委員会 委員 藁科 太祐
東海地区協議会
　東海フォーラム委員会 委員 大塚 邦昭
　とうかい号支援委員会 委員 増野 昌徳
　東海ＧＴＳ委員会 スクール生 市川 充宏
　東海ＧＴＳ委員会 スクール生 河原﨑 茂則

東海地区静岡ブロック協議会
　２４ＬＯＭネットワーク委員会 委員 鈴木 一令
　しずおか絆委員会 委員 増田 直樹
　元気なまち創造委員会 委員 田中 信也
　チャレンジしずおか委員会 委員 村本 真太郎
　アカデミー委員会 委員 大場 泰介
　アカデミー委員会 委員 畠山 健太郎
　とうかい号支援委員会 委員 増野 昌徳

４ＬＯＭまちづくり会議
　４ＬＯＭまちづくり会議 委員 大石 聡
　４ＬＯＭまちづくり会議 委員 大池 盛一郎

2005年2005年 ～平成17年～～平成17年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

本気で価値ある汗を流し
40年の歴史とともに
今、新たなるときを築き上げよう！

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

白 井 和 樹 土 屋 行 男 内 海 博 剛
渡 辺 敏 晴
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2005

この年の組織図

この年の出向者

第４０代理事長

澤脇　丈博

●中部国際空港（セントレア）が
　愛知県常滑市沖合に開港

●第81回箱根駅伝は駒澤大学が
　総合優勝し平成初の4連覇達成

●静岡市が全国14番目の
　政令指定都市に移行

●日本プロ野球史上初の
　セ・パ交流戦が開幕

●茨城県水海道市の養鶏場で
　国内初のH5N2型の
　鳥インフルエンザが検出される

●2005年
　日本国際博覧会（愛知万博）
　「愛・地球博」開幕

●日本初のワンセグ対携帯電話
　W33SAがauより発売

●惑星探査機はやぶさが
　小惑星イトカワへの
　着陸と岩石の採取に成功

●米ハーバード大学の中谷喜洋
　教授らの研究チームが
　がん治療の革命的な進歩に
　つながるタンパク質を発見

●第二次世界大戦（太平洋戦争）
　終戦60年

●携帯音楽プレーヤーiPod miniの
　後継機種としてiPod nanoが発売

●知床半島の世界自然遺産への
　登録が決まる

６月 創立４０周年記念・新島田市合併記念事業 
 普通救命大講習会
 ～新島田市の温かい心はここに～

９月 現役警察官に学ぶ
 青少年の問題行動の背景と対応

わんぱく合宿
 ～自然環境保全・再生と地域に根ざす
 　　　　　 循環型社会に関する事業～

創立４０周年記念式典・事業

一般市民と青年会議所メンバーが指導員、普及員に教えてい
ただき、そしてその中で地域の輪をつくることができました。「人を
おもいやるこころ」と「地域の絆」という点、「市民サービス」という
点で非常に有意義な事業となりました。

ターゲットをどこに絞るべきか考えた末、青少年を健全育成する
為には、メンバー自体が知識を身につけスキルアップすることが
大切だと考え、事業を行いました。

わんぱく合宿に「自然環境保全・再生と地域に根ざす循環型社
会に関する事業」の要素を加え事業を行いました。

10月 公開例会　人を愛するこころ
 献血、骨髄バンク登録推進講演・映画上映

講師の先生の話に感動し、命の大切さが来場者にも伝わった
と思います。青年会議所として骨髄バンクドナー登録の必要性
を広めていき、登録者数を増やしていかなければならないと感
じました。

『つくろう 僕らの手で！ つなごう 煌めく 未来へ！』を事業テーマ
に、550名を超える多くのご参列のもと事業が執り行われました。
プラザロコにてセレモニーを行い、大井川鐡道のＳＬにて川根
本町（旧：本川根町）向うなど、事業を通じご参加いただいた皆
様には活動地域の良さを知っていただける事業となりました。

公益社団法人 日本青年会議所
　道徳心創造委員会 委員 藁科 太祐
東海地区協議会
　東海フォーラム委員会 委員 大塚 邦昭
　とうかい号支援委員会 委員 増野 昌徳
　東海ＧＴＳ委員会 スクール生 市川 充宏
　東海ＧＴＳ委員会 スクール生 河原﨑 茂則

東海地区静岡ブロック協議会
　２４ＬＯＭネットワーク委員会 委員 鈴木 一令
　しずおか絆委員会 委員 増田 直樹
　元気なまち創造委員会 委員 田中 信也
　チャレンジしずおか委員会 委員 村本 真太郎
　アカデミー委員会 委員 大場 泰介
　アカデミー委員会 委員 畠山 健太郎
　とうかい号支援委員会 委員 増野 昌徳

４ＬＯＭまちづくり会議
　４ＬＯＭまちづくり会議 委員 大石 聡
　４ＬＯＭまちづくり会議 委員 大池 盛一郎

2005年2005年 ～平成17年～～平成17年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

本気で価値ある汗を流し
40年の歴史とともに
今、新たなるときを築き上げよう！

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

白 井 和 樹 土 屋 行 男 内 海 博 剛
渡 辺 敏 晴
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2006

この年の組織図

この年の出向者

第４１代理事長

増田　直樹

●稚内市の宗谷岬沖の日本領海で
　カニ密漁の疑いでベリーズ船籍を
　追走したロシア警備艇が領海侵犯

●ソフトバンクがボーダフォン
　日本法人買収で親会社の
　英ボーダフォングループと合意

●証券取引法違反容疑で
　東京地検特捜部がライブドアに
　強制捜査

●インドネシアはジャワ島の
　ジョグジャカルタ周辺を
　震央とするマグニチュード6.3の
　地震発生し、同国で5782人が
　死亡

●耐震強度偽装事件で
　警視庁などの合同捜査本部が
　姉歯秀次元建築士ら7人を逮捕

●北朝鮮による日本人拉致被害者の
　横田めぐみさんの元夫で韓国人拉
　致被害者でもある金英男さんが、
　北朝鮮で28年ぶりに家族と再会を
　果たす

●アメリカ航空宇宙局(NASA)が
　スペースシャトル
  「ディスカバリー号」の
　打ち上げに成功
　4年ぶりの夜間打ち上げ

●自由民主党総裁選挙で
　安倍晋三が新総裁に選出

●北朝鮮が、テポドン2号など
　7発の弾道ミサイルを日本海へ
　向け連射する（北朝鮮による
　ミサイル発射実験）

●携帯電話の
 「MNP（番号持ち運び制）」
　がスタート

● JR東海の名古屋エリアで
　 ICカード乗車券「TOICA」
　のサービスが開始

●国際天文学連合が
　太陽系の惑星から
　冥王星を除外することを決定

６月 指導力開発例会　
 優れた指導者への道！！
 「聞き上手」「話し上手」

わんぱく合宿　自衛隊板妻駐屯地

７月 地域活性化例会
 富士山静岡空港とまちづくり
 未来に向けて

4月商売繁盛例会　
 １（００）億円への道！？「鋭い着眼点」と
 「奉仕の精神」

グループ毎に分かれてスピーチの実践を参加メンバー全員で
行いました。またそのスピーチについてお互いに評価しあうという
手法で上手な話し方、聞き方について実践を通して学びました

「おはよう」「こんにちは」のたった一言の挨拶のもつ力に気づい
てもらうことを今回の主な目的としてきました。コミュニケーション
をとり、自分たちで楽しく遊べる様にその方法を考える力は子ども
達が生来持っているものです。私達大人のできることはその力を
発揮できる場を提供することなのだと感じました。

富士山静岡空港、新幹線新駅および市町村合併等、各話題に
ついてプレゼンテーションをした後に全員の採決をとる、裁判を
模した形式の例会としました。

４ＬＯＭまちづくり会議

金澤恵美氏を講師としてお招きし、「地域通貨を通じた成功事
例から今後のまちづくりの可能性を学ぶ」という内容でご講演
いただきました。これからの４つのＬＯＭでのまちづくり活動の
参考になるものとなりました。

笠井高広先輩を講師にお迎えし、「対談形式」で行いましたが、
事前の打ち合わせやリハーサル、そして何より例会本番でご自
身の経験、ノウハウを余すことなくご教授いただいた笠井先輩の
おかげをもちまして、内容の濃い、充実した講演となりました。

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 澤脇 丈博
　とうかい号支援委員会 委員 中村 吉哉
　とうかいフォーラム委員会 委員 朝比奈 孝亮

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 副会長 平田 司
　22LOM 応援委員会 委員 村本 真太郎
　地域の力実践委員会 副委員長 大石 聡
　地域の力実践委員会 委員 天王沢 雄之
　ブロック会員大会支援委員会 委員 五嶋 宏枝
　ブロック会員大会支援委員会 委員 平口 真鶴
　アカデミー委員会 委員 渡辺 敏晴

　アカデミー委員会 委員 森澤 淳
　リーダー育成委員会 委員 大塚 信章
　とうかい号支援委員会 委員 中村 吉哉

４LOMまちづくり会議
　４LOMまちづくり会議 議長 河原﨑 茂則
　４LOMまちづくり会議 委員 浦野 圭史
　４LOMまちづくり会議 委員 大石 洋一

2006年2006年 ～平成18年～～平成18年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

みんなで目指そう！
役立つＪＣ　魅力あるＪａｙｃｅｅ

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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◇事務局長
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大池盛一郎 太田真一郎

例会担当 研　修

増 野 昌 徳

ＣＤ室

室　　長

浦 野 圭 史

大 場 泰 介

中 村 吉 哉

会員開発

平 田 司

2006年度　社団法人　島田青年会議所　組織図 (案)

白 井 和 樹 土 屋 宏 美 長谷川英之

増 野 智 志 白 坂 成 吾北 川 毅

脇 坂 和 洋 石川晋太郎

西 井 英 国内 海 博 剛 又 平 英 樹 森 澤 淳 渡 辺 敏 晴

諸 田 昌 人 杉 浦 一 敏原 崎 祐 輔 落 合 弘 明 畠山健太郎 大 石 聡

平 口 真 鶴

村本真太郎 五 嶋 宏 枝 森 章 暢 新 間 太 郎 富 永 麻 美 小 寺 敬 二 五 條 新 也

天王沢雄之

高 木 秀 哉

岩ヶ谷耕司仲 野 博 仁 大 石 洋 一 大 塚 邦 昭 鳴 嶋 茂 治

事務局総務広報 まちづくり 地域活性化 青少年育成

専務 理事

曽 根 靖 之 河 原 崎 茂 則 田 中 信 也 大 池 茂 佐 藤 哲 也 赤 堀 裕 一 郎

筆頭副理事長 副理事長

理   事   長
澤 脇 丈 博 増 田 直 樹

副理事長

鈴 木 一 令 朝比奈孝亮

総 会

監       　事
森 下 隆 利
佐 藤 克 美

副理事長 副理事長

理 事 会

直前理事長
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この年の組織図

この年の出向者

第４１代理事長

増田　直樹

●稚内市の宗谷岬沖の日本領海で
　カニ密漁の疑いでベリーズ船籍を
　追走したロシア警備艇が領海侵犯

●ソフトバンクがボーダフォン
　日本法人買収で親会社の
　英ボーダフォングループと合意

●証券取引法違反容疑で
　東京地検特捜部がライブドアに
　強制捜査

●インドネシアはジャワ島の
　ジョグジャカルタ周辺を
　震央とするマグニチュード6.3の
　地震発生し、同国で5782人が
　死亡

●耐震強度偽装事件で
　警視庁などの合同捜査本部が
　姉歯秀次元建築士ら7人を逮捕

●北朝鮮による日本人拉致被害者の
　横田めぐみさんの元夫で韓国人拉
　致被害者でもある金英男さんが、
　北朝鮮で28年ぶりに家族と再会を
　果たす

●アメリカ航空宇宙局(NASA)が
　スペースシャトル
  「ディスカバリー号」の
　打ち上げに成功
　4年ぶりの夜間打ち上げ

●自由民主党総裁選挙で
　安倍晋三が新総裁に選出

●北朝鮮が、テポドン2号など
　7発の弾道ミサイルを日本海へ
　向け連射する（北朝鮮による
　ミサイル発射実験）

●携帯電話の
 「MNP（番号持ち運び制）」
　がスタート

● JR東海の名古屋エリアで
　 ICカード乗車券「TOICA」
　のサービスが開始

●国際天文学連合が
　太陽系の惑星から
　冥王星を除外することを決定

６月 指導力開発例会　
 優れた指導者への道！！
 「聞き上手」「話し上手」

わんぱく合宿　自衛隊板妻駐屯地

７月 地域活性化例会
 富士山静岡空港とまちづくり
 未来に向けて

4月商売繁盛例会　
 １（００）億円への道！？「鋭い着眼点」と
 「奉仕の精神」

グループ毎に分かれてスピーチの実践を参加メンバー全員で
行いました。またそのスピーチについてお互いに評価しあうという
手法で上手な話し方、聞き方について実践を通して学びました

「おはよう」「こんにちは」のたった一言の挨拶のもつ力に気づい
てもらうことを今回の主な目的としてきました。コミュニケーション
をとり、自分たちで楽しく遊べる様にその方法を考える力は子ども
達が生来持っているものです。私達大人のできることはその力を
発揮できる場を提供することなのだと感じました。

富士山静岡空港、新幹線新駅および市町村合併等、各話題に
ついてプレゼンテーションをした後に全員の採決をとる、裁判を
模した形式の例会としました。

４ＬＯＭまちづくり会議

金澤恵美氏を講師としてお招きし、「地域通貨を通じた成功事
例から今後のまちづくりの可能性を学ぶ」という内容でご講演
いただきました。これからの４つのＬＯＭでのまちづくり活動の
参考になるものとなりました。

笠井高広先輩を講師にお迎えし、「対談形式」で行いましたが、
事前の打ち合わせやリハーサル、そして何より例会本番でご自
身の経験、ノウハウを余すことなくご教授いただいた笠井先輩の
おかげをもちまして、内容の濃い、充実した講演となりました。

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 澤脇 丈博
　とうかい号支援委員会 委員 中村 吉哉
　とうかいフォーラム委員会 委員 朝比奈 孝亮

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 副会長 平田 司
　22LOM 応援委員会 委員 村本 真太郎
　地域の力実践委員会 副委員長 大石 聡
　地域の力実践委員会 委員 天王沢 雄之
　ブロック会員大会支援委員会 委員 五嶋 宏枝
　ブロック会員大会支援委員会 委員 平口 真鶴
　アカデミー委員会 委員 渡辺 敏晴

　アカデミー委員会 委員 森澤 淳
　リーダー育成委員会 委員 大塚 信章
　とうかい号支援委員会 委員 中村 吉哉

４LOMまちづくり会議
　４LOMまちづくり会議 議長 河原﨑 茂則
　４LOMまちづくり会議 委員 浦野 圭史
　４LOMまちづくり会議 委員 大石 洋一
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脇 坂 和 洋 石川晋太郎

西 井 英 国内 海 博 剛 又 平 英 樹 森 澤 淳 渡 辺 敏 晴

諸 田 昌 人 杉 浦 一 敏原 崎 祐 輔 落 合 弘 明 畠山健太郎 大 石 聡

平 口 真 鶴

村本真太郎 五 嶋 宏 枝 森 章 暢 新 間 太 郎 富 永 麻 美 小 寺 敬 二 五 條 新 也

天王沢雄之

高 木 秀 哉

岩ヶ谷耕司仲 野 博 仁 大 石 洋 一 大 塚 邦 昭 鳴 嶋 茂 治

事務局総務広報 まちづくり 地域活性化 青少年育成

専務 理事
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2007

この年の組織図

この年の出向者

第４２代理事長

平田　司

●宮崎県知事選挙で元タレントの
　東国原英夫（そのまんま東）が
　初当選

● NASAの人工衛星を使った
　観測により南極の氷河が
　カリフォルニア州の面積に匹敵
　するほど溶けていたことが判明

●能登半島の北西の沖を
　震源とするM6.9の
　能登半島地震発生
　石川県の輪島市、七尾市、
　穴水町で震度6強を観測

●郵政民営化に伴い
　日本郵政公社が解散
　日本郵政株式会社を
　持株会社として
　郵便事業株式会社などが発足

●チリでM7.7の大地震
　アントフォガスタ地方を
　中心に大きな被害

●社保庁、宙に浮いた約5000万件の
　年金記録のうち1975万件が名寄せ
　困難と発表

●大井川鐵道で動態保存されていた
　蒸気機関車C11形312号機が
　老朽化に伴いさよなら運転を実施
　今後は同鐵道の他の
　蒸気機関車の部品供給用
　として静態保存される予定

●米サブプライム問題で
　世界の経済・金融に混乱

●第21回参議院議員通常選挙で
　民主党が大躍進し、参議院
　第一党に。一方、自民党・公明党の
　連立与党惨敗

●セブン&アイ・ホールディングス、
　東京都内のセブン-イレブン
　1500店舗に、新電子マネー
  「nanaco」導入

●韓国統一省が北朝鮮から
　韓国に入国した脱北者の
　総数が1万人を越えたことを発表

●米大手証券ベアスターンズで
　サブプライムローン問題が顕在化

６月 まちづくり例会　
 一人一人が観光大使

青少年事業「チャレンジ富士登山」

７月 研修例会　　　　　
 魂に響く吉田松陰の言葉

４月 研修例会　
 本当に知的な人とは？「ＥＱ」を鍛えて
 魅力あるひとになろう！！

この地域の空港や道路整備を主としたインフラ状況と地域が抱
える不安を踏まえ、メンバーに小旅行の企画を発表してもらうこと
により、この地域の宝を再認識し、他の地域に伝える意識を高め
ることができました。

子ども達に良い体験をさせてあげたいという想いから富士登山
を考えました。この事業は単に登頂を目指すものではなく、その経
験を通して子ども達の感受性を養い、心の成長の糧とすることを
目的としました。真剣な眼差しで諦めず頂上を目指した子ども達
が、未来を担う大人に育ってくれれば幸いです。

人間環境大学教授の川口雅昭氏を講師にお招きし、吉田松陰
の言葉や魂を現代の教育に活かしてきた体験について熱のこ
もったご講演をいただきました。

１１月 青少年育成例会
 「親業」子供の考える力をのばす親子
 関係の作り方
講師に始澤三恵子氏をお招きし、８月に青少年育成事業「チャ
レンジ富士登山」に参加した児童の保護者を対象に「親業」に
ついてのご講演をいただき、日常の対人関係にも活かせる実践
的な方法を学びました。

こころの知能指数と呼ばれる「ＥＱ」という考え方の存在を知り、よ
り豊かな人生を歩むための感情制御能力について学ぶ例会を
行いました。心の問題を違う角度から見るきっかけを提供できた
例会になりました。

東海地区協議会
　とうかい号支援委員会 委員 大石洋一
　地域の力創造委員会 委員 朝比奈孝亮

東海地区静岡ブロック協議会
　情報交流委員会 副委員長 太田真一郎
　情報交流委員会 委員 小塩真哉
　ブロック会員大会支援委員会 委員 長谷川英之
　アカデミー委員会 委員長 中村吉哉
　アカデミー委員会 副委員長 平口真鶴
　アカデミー委員会 運営幹事 増野昌徳
　アカデミー委員会 会計幹事 仲野博仁

　組織連携推進委員会 委員 石川晋太郎
　意味ある人づくり委員会 委員 新間太郎
　魅力あるしずおか創造委員会 委員 西井英国
　とうかい号支援委員会 委員 大石洋一

4LOMまちづくり会議
　4LOMまちづくり会議 委員 鳴嶋茂治
　4LOMまちづくり会議 委員 仲野博仁

2007年2007年 ～平成19年～～平成19年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田 JC スローガン

心
コ （個） ・・・ 自己の確立
コ （公） ・・・ 公益の追求
ロ （ＬＯＭ） ・・・ ＬＯＭの絆

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

◎ 委員長
◇ 事務局長
○ 副委員長
□ 事務局次長
☆ 会計幹事
△ 事務局会計

◇

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○ ○ □
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ △

２００７年度(社)島田青年会議所組織図

副 理 事 長 専 務 理 事

理 事 長

理 事 会

副 理 事 長 副 理 事 長

総 会
監 事
増 野 昌 徳
大 池 盛 一 郎

直 前 理 事 長
平 田 司増 田 直 樹

筆 頭 副 理 事 長 副 理 事 長
諸 田 昌 人 大 石 聡赤 堀 裕 一 郎 田 中 信 也 大 塚 邦 昭 大 塚 信 章

事 務 局

青少年育成委員会

ひとづくりゆめづくり室

五 嶋 宏 枝

大 場 泰 介 天王沢雄之 渡 辺 敏 晴
会員拡大委員会 総務広報委員会 研 修 委 員 会

ま ち の 未 来 創 造 室

鳴 嶋 茂 治 仲 野 博 仁

白 坂 成 吾 森 章 暢
まちづくり委員会

石川晋太郎
土 屋 宏 美
小 塩 真 哉
太田真一郎
杉 浦 一 敏

朝比奈孝亮
新 間 太 郎
河原崎茂則
浦 野 圭 史

平 口 真 鶴
白 井 和 樹
又 平 英 樹
中 村 吉 哉

脇 坂 和 洋
五 條 新 也
鈴 木 一 令
内 海 博 剛

大 石 洋 一

森 澤 淳
山 本 麻 美
畠山健太郎
岩 ヶ 谷 耕 司

長谷川英之
村本真太郎
西 井 英 国
大 池 茂

35 The 50th anniversary ShimadaJC



2007

この年の組織図

この年の出向者

第４２代理事長

平田　司

●宮崎県知事選挙で元タレントの
　東国原英夫（そのまんま東）が
　初当選

● NASAの人工衛星を使った
　観測により南極の氷河が
　カリフォルニア州の面積に匹敵
　するほど溶けていたことが判明

●能登半島の北西の沖を
　震源とするM6.9の
　能登半島地震発生
　石川県の輪島市、七尾市、
　穴水町で震度6強を観測

●郵政民営化に伴い
　日本郵政公社が解散
　日本郵政株式会社を
　持株会社として
　郵便事業株式会社などが発足

●チリでM7.7の大地震
　アントフォガスタ地方を
　中心に大きな被害

●社保庁、宙に浮いた約5000万件の
　年金記録のうち1975万件が名寄せ
　困難と発表

●大井川鐵道で動態保存されていた
　蒸気機関車C11形312号機が
　老朽化に伴いさよなら運転を実施
　今後は同鐵道の他の
　蒸気機関車の部品供給用
　として静態保存される予定

●米サブプライム問題で
　世界の経済・金融に混乱

●第21回参議院議員通常選挙で
　民主党が大躍進し、参議院
　第一党に。一方、自民党・公明党の
　連立与党惨敗

●セブン&アイ・ホールディングス、
　東京都内のセブン-イレブン
　1500店舗に、新電子マネー
  「nanaco」導入

●韓国統一省が北朝鮮から
　韓国に入国した脱北者の
　総数が1万人を越えたことを発表

●米大手証券ベアスターンズで
　サブプライムローン問題が顕在化

６月 まちづくり例会　
 一人一人が観光大使

青少年事業「チャレンジ富士登山」

７月 研修例会　　　　　
 魂に響く吉田松陰の言葉

４月 研修例会　
 本当に知的な人とは？「ＥＱ」を鍛えて
 魅力あるひとになろう！！

この地域の空港や道路整備を主としたインフラ状況と地域が抱
える不安を踏まえ、メンバーに小旅行の企画を発表してもらうこと
により、この地域の宝を再認識し、他の地域に伝える意識を高め
ることができました。

子ども達に良い体験をさせてあげたいという想いから富士登山
を考えました。この事業は単に登頂を目指すものではなく、その経
験を通して子ども達の感受性を養い、心の成長の糧とすることを
目的としました。真剣な眼差しで諦めず頂上を目指した子ども達
が、未来を担う大人に育ってくれれば幸いです。

人間環境大学教授の川口雅昭氏を講師にお招きし、吉田松陰
の言葉や魂を現代の教育に活かしてきた体験について熱のこ
もったご講演をいただきました。

１１月 青少年育成例会
 「親業」子供の考える力をのばす親子
 関係の作り方
講師に始澤三恵子氏をお招きし、８月に青少年育成事業「チャ
レンジ富士登山」に参加した児童の保護者を対象に「親業」に
ついてのご講演をいただき、日常の対人関係にも活かせる実践
的な方法を学びました。

こころの知能指数と呼ばれる「ＥＱ」という考え方の存在を知り、よ
り豊かな人生を歩むための感情制御能力について学ぶ例会を
行いました。心の問題を違う角度から見るきっかけを提供できた
例会になりました。

東海地区協議会
　とうかい号支援委員会 委員 大石洋一
　地域の力創造委員会 委員 朝比奈孝亮

東海地区静岡ブロック協議会
　情報交流委員会 副委員長 太田真一郎
　情報交流委員会 委員 小塩真哉
　ブロック会員大会支援委員会 委員 長谷川英之
　アカデミー委員会 委員長 中村吉哉
　アカデミー委員会 副委員長 平口真鶴
　アカデミー委員会 運営幹事 増野昌徳
　アカデミー委員会 会計幹事 仲野博仁

　組織連携推進委員会 委員 石川晋太郎
　意味ある人づくり委員会 委員 新間太郎
　魅力あるしずおか創造委員会 委員 西井英国
　とうかい号支援委員会 委員 大石洋一

4LOMまちづくり会議
　4LOMまちづくり会議 委員 鳴嶋茂治
　4LOMまちづくり会議 委員 仲野博仁
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この年の組織図

この年の出向者

第４３代理事長

赤堀裕一郎

●千葉県や兵庫県で、輸入した
　中国製餃子を食べた10人が
　食中毒。パッケージから
　有機リン系農薬成分
　メタミドホスを検出

●ネパールの憲法制定議会において、
　王制廃止と共和制施行が決議され、
　建国以来240年続いた王制国家の
　幕を閉じた

●秋葉原無差別殺傷事件が発生
　トラックが通行人を跳ね飛ばし
　更に刃物のようなもので次々 と
　通行人を襲撃した

●千葉県の野島崎沖の太平洋上で、
　海上自衛隊の護衛艦あたごと
　漁船清徳丸が衝突、
　漁船が沈没、乗組員2人が
　行方不明となる被害
 （イージス艦衝突事故）

●Suica・ICOCAとTOICAの
　相互利用開始
　PASMOが仙台エリア、
　新潟エリアでも
　鉄道利用可能となる

●気象庁は沖縄県付近で発生した
　マグニチュード5.2の地震に対し
　運用開始後初めてとなる
　一般向け緊急地震速報を出す

●アメリカ合衆国大統領選挙が
　施行され、バラク・オバマ（民主党）
　候補がジョン・マケイン（共和党）
　候補に圧勝し、第44代アメリカ合衆国
　大統領に当選した

●自由民主党総裁選挙を挙行する
　為の両院議員総会で、
　麻生太郎幹事長が351票を獲得、
　第23代自由民主党総裁に選出され、
　直ちに総裁就任

●新宿コマ劇場閉館
 『年忘れにっぽんの歌』生放送を
　最後に52年の歴史に幕を閉じる
　詰めかけた観客人数は約2000人

●ノーベル物理学賞に
　南部陽一郎・小林誠・益川敏英
　選出
　化学賞に下村脩が選出

●第29回夏季オリンピック
　北京大会が開催
　日本は金メダル９個をはじめ
　25個のメダルを獲得

●日本がホスト国となる
　第34回主要国首脳会議
　北海道洞爺湖町で開催

６月 社会開発例会　　
 地域交流体験　紙飛行機教室

青少年育成事業「ぼくらの夏休み」

９月 和のこころ例会

７月 人間力開発例会　
 精進料理に学ぶ感謝の心

４月 指導力開発例会　
 リーダーとしての心構え
 講師：横山茂明

当日はただの紙飛行機教室では終わらせないように様 な々工
夫をし、参加者同士の交流やコミュニティーという言葉を全面に
出さずに自然と交流が生まれる流れを作りました。結果、私たち
が予想した以上に交流が生まれました。

浜名湖の弁天島を舞台にし、海での活動を主とした事業を行い
ました。実施場所として選んだ浜名湖には普段できない体験があ
り、自分たちの住む地域とは違う環境で暮らす人たちとの接触
や潮の満ち引きやそこに住む生き物の観察などから得られる大
自然とのふれあいが満ちあふれ、子ども達には我 が々目的とした
ものを伝える事ができました。

人や物事に対する思いやりや感謝の気持ちが人間力の基礎と
なるのではないかと考え、寺院で行われる精進料理の教えから、
それらを学ぶことを目的に企画しました。

この例会は、日本の伝統文化・しきたりの中から「日本語」「箸
と和室の礼儀作法」「江戸のしぐさ」を３部構成で取り上げ、言
葉と態度の両面から、心遣いと美意識をテーマに企画・運営し
ました。

二代目としての心構えを勉強したいという意見をもとに、過去に会
社の事業を成功に導いた方 の々事例や、失敗してしまった時の
状況からリーダーとしての心構えを学び私達の指導力向上を図
ることを目的に企画させていただきました。

公益社団法人 日本青年会議所
　全国会員大会運営会議 委員 中村 吉哉

東海地区協議会
　東海フォーラム運営委員会 委員 松島 裕樹
　とうかい号支援委員会 委員 長谷川 英之

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 監事 平田 司
　静岡の活力発信委員会 委員 朝比奈 孝亮
　ブロック会員大会運営委員会 委員 石川 晋太郎
　アカデミー委員会 委員 紅林 正克
　アカデミー委員会 委員 片川 範之
　日本の活力推進委員会 委員 新間 太郎
　とうかい号支援委員会 委員 長谷川 英之

４LOMまちづくり会議
　４LOMまちづくり会議 委員 大石 聡
　４LOMまちづくり会議 委員 天王沢 雄之
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白坂　成吾

事務局次長

事務局会計

副委員長

会計幹事

鳴嶋　茂治

鵜飼　恭子

鈴木　一令

畠山　健太郎

大池　盛一郎

沖　建司

中村　吉哉 大池　茂大塚　信章

田中　信也

杉浦　一敏

小塩　真哉

片川　範之水野　貴章 松島　裕樹

長谷川　英之脇坂　和洋西井　英国

塚本　章博

新間　太郎

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

〇副委員長
□事務局次長
☆会計幹事
△事務局会計
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2008

この年の組織図

この年の出向者

第４３代理事長

赤堀裕一郎

●千葉県や兵庫県で、輸入した
　中国製餃子を食べた10人が
　食中毒。パッケージから
　有機リン系農薬成分
　メタミドホスを検出

●ネパールの憲法制定議会において、
　王制廃止と共和制施行が決議され、
　建国以来240年続いた王制国家の
　幕を閉じた

●秋葉原無差別殺傷事件が発生
　トラックが通行人を跳ね飛ばし
　更に刃物のようなもので次々 と
　通行人を襲撃した

●千葉県の野島崎沖の太平洋上で、
　海上自衛隊の護衛艦あたごと
　漁船清徳丸が衝突、
　漁船が沈没、乗組員2人が
　行方不明となる被害
 （イージス艦衝突事故）

●Suica・ICOCAとTOICAの
　相互利用開始
　PASMOが仙台エリア、
　新潟エリアでも
　鉄道利用可能となる

●気象庁は沖縄県付近で発生した
　マグニチュード5.2の地震に対し
　運用開始後初めてとなる
　一般向け緊急地震速報を出す

●アメリカ合衆国大統領選挙が
　施行され、バラク・オバマ（民主党）
　候補がジョン・マケイン（共和党）
　候補に圧勝し、第44代アメリカ合衆国
　大統領に当選した

●自由民主党総裁選挙を挙行する
　為の両院議員総会で、
　麻生太郎幹事長が351票を獲得、
　第23代自由民主党総裁に選出され、
　直ちに総裁就任

●新宿コマ劇場閉館
 『年忘れにっぽんの歌』生放送を
　最後に52年の歴史に幕を閉じる
　詰めかけた観客人数は約2000人

●ノーベル物理学賞に
　南部陽一郎・小林誠・益川敏英
　選出
　化学賞に下村脩が選出

●第29回夏季オリンピック
　北京大会が開催
　日本は金メダル９個をはじめ
　25個のメダルを獲得

●日本がホスト国となる
　第34回主要国首脳会議
　北海道洞爺湖町で開催

６月 社会開発例会　　
 地域交流体験　紙飛行機教室

青少年育成事業「ぼくらの夏休み」

９月 和のこころ例会

７月 人間力開発例会　
 精進料理に学ぶ感謝の心

４月 指導力開発例会　
 リーダーとしての心構え
 講師：横山茂明

当日はただの紙飛行機教室では終わらせないように様 な々工
夫をし、参加者同士の交流やコミュニティーという言葉を全面に
出さずに自然と交流が生まれる流れを作りました。結果、私たち
が予想した以上に交流が生まれました。

浜名湖の弁天島を舞台にし、海での活動を主とした事業を行い
ました。実施場所として選んだ浜名湖には普段できない体験があ
り、自分たちの住む地域とは違う環境で暮らす人たちとの接触
や潮の満ち引きやそこに住む生き物の観察などから得られる大
自然とのふれあいが満ちあふれ、子ども達には我 が々目的とした
ものを伝える事ができました。

人や物事に対する思いやりや感謝の気持ちが人間力の基礎と
なるのではないかと考え、寺院で行われる精進料理の教えから、
それらを学ぶことを目的に企画しました。

この例会は、日本の伝統文化・しきたりの中から「日本語」「箸
と和室の礼儀作法」「江戸のしぐさ」を３部構成で取り上げ、言
葉と態度の両面から、心遣いと美意識をテーマに企画・運営し
ました。

二代目としての心構えを勉強したいという意見をもとに、過去に会
社の事業を成功に導いた方 の々事例や、失敗してしまった時の
状況からリーダーとしての心構えを学び私達の指導力向上を図
ることを目的に企画させていただきました。

公益社団法人 日本青年会議所
　全国会員大会運営会議 委員 中村 吉哉

東海地区協議会
　東海フォーラム運営委員会 委員 松島 裕樹
　とうかい号支援委員会 委員 長谷川 英之

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 監事 平田 司
　静岡の活力発信委員会 委員 朝比奈 孝亮
　ブロック会員大会運営委員会 委員 石川 晋太郎
　アカデミー委員会 委員 紅林 正克
　アカデミー委員会 委員 片川 範之
　日本の活力推進委員会 委員 新間 太郎
　とうかい号支援委員会 委員 長谷川 英之

４LOMまちづくり会議
　４LOMまちづくり会議 委員 大石 聡
　４LOMまちづくり会議 委員 天王沢 雄之

2008年2008年 ～平成20年～～平成20年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

～君が微笑む
　　未来のために～
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ △

○ □

☆ △

山本　麻美

土屋　宏美

増野　昌徳

又平　英樹

紅林　正克

石川　晋太郎

村本　真太郎

内海　博剛

五條　新也

河原崎　茂則

仲野　博仁

筆頭副理事長

大石　聡

専務理事

岩ヶ谷　耕司

副理事長

五嶋　宏枝

副理事長

大石　洋一

副理事長

太田　真一郎

平田　司

監　事

増田　直樹

大塚　邦昭

赤堀　裕一郎

２００８年度（社）島田青年会議所組織図

総　会

理　事　会

理事長直前理事長

副理事長

諸田　昌人

例会担当委員会

森　章暢

研修委員会

大場　泰介

総務広報委員会

平口　真鶴

事務局

森澤　淳

渉外委員会

朝比奈　孝亮

青少年育成委員会

渡辺　敏晴

社会開発委員会

天王沢　雄之

会員拡大委員会

白坂　成吾

事務局次長

事務局会計

副委員長

会計幹事

鳴嶋　茂治

鵜飼　恭子

鈴木　一令

畠山　健太郎

大池　盛一郎

沖　建司

中村　吉哉 大池　茂大塚　信章

田中　信也

杉浦　一敏

小塩　真哉

片川　範之水野　貴章 松島　裕樹

長谷川　英之脇坂　和洋西井　英国

塚本　章博

新間　太郎

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

〇副委員長
□事務局次長
☆会計幹事
△事務局会計
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2009

この年の組織図

この年の出向者

第４４代理事長

田中　信也

●鹿児島市の桜島が爆発的噴火を
　起こし、集落の手前約500メート
　ルに大きさ1メートル超の噴石が
　飛散

●映画『おくりびと』が
　日本映画初となる
　第81回アカデミー賞
　外国語映画賞受賞

●1985年（昭和60年）の阪神
　タイガース優勝の騒ぎの際に
　道頓堀川に投げ込まれた
　ケンタッキーフライドチキン
　道頓堀店のカーネル・サンダース
　の人形が24年ぶりに発見される

●トヨタ自動車09年3月期に
　71年ぶりの営業赤字転落と発表

●朝鮮民主主義人民共和国が
　日本・東北地方の太平洋上に
　向けて、ミサイル発射実験を実施

●世界保健機関（WHO）が
　新型インフルエンザの
　発生を宣言

●衆院選で民主党圧勝
　麻生内閣は首相官邸で
　臨時閣議を開いて総辞職
　衆議院本会議においては、
　鳩山由紀夫民主党党首が
　衆議院・参議院本会議に
　おいて第93代内閣総理大臣
　として首班指名された

●アメリカ合衆国第44代大統領
　バラク・オバマ氏の「核なき世界」
　に向けた国際社会への働きかけを
　評価しノーベル平和賞を受賞

●アメリカ合衆国第44代大統領
　バラク・オバマ氏が初来日
　首脳会談で日米同盟深化へ合意
　普天間基地問題は進展せず

●ヨーロッパの長距離夜行列車
 「オリエント急行」の定期列車が
　廃止

●裁判員制度による初の裁判が
　始まる（裁判員裁判）

●駿河湾を震源とする最大震度6弱、
　M6.5の地震が発生
　この地震により死者1名、
　負傷者245名の人的被害が出た

●静岡県知事選挙で、
　川勝平太氏が初当選

●国内98番目の空港となる静岡空港
 （静岡県島田市、牧之原市）が開港

５月 公開例会　　　　
 島田市長選挙公開討論会

８月 第２例会　　　　
 富士山静岡空港開港記念事業

青少年育成事業「未来へはばたけ」

４月 自由テーマ例会
 大人のためのマナー講座

当日は約８００名の一般来場者の方にご来場いただきました。そ
の９割近くの方にアンケート回答をいただき、市民の市政に対す
る関心の高さを実感すると共に、アンケートの内容からも、この討
論会が滞りなく開催できた喜びを実感しました。

親子航空教室は島田市、川根本町の応募当選者にJALのパイ
ロット、キャビンアテンダントによる講演会を行いました。
空港体験では「絵画コンテスト～あったらいいなこんな飛行機
～」「写真コンテスト～未来に残したいふるさと～」の表彰者を対
象に普段は立ち入る事のできないエプロン部やJAL業務室、消
防車の見学を行いました。

大井川上流域を舞台とし、「自然・文化・伝統」をテーマとした２
泊３日の野外キャンプ活動を行いました。カヌー教室、生け花教
室、神楽見学などの普段の学校生活とは少し違ったプログラム
を体験する事で、子ども達にとって新しい発見のある事業になり
ました。

「島田だいすき検定」では様 な々分野から一般的な地域要因
を取り上げ検定を行いました。本質編として取り上げた地域医
療問題は、難しい専門用語も多く受け入れ辛かったり理解しづ
らいことだったりと思います。しかし地域医療問題が、我々に
とって避けて通れない大きな問題であることの痕跡は残せたと
思います。

介護・看護の仕事に従事されている一般の方を招いて、社交ダ
ンス講習を行いました。メンバーのほとんどが社交ダンス初挑戦
であり、講師の指導通りにはうまく動けないようでしたが、一般の
参加者と交流を図りながらの楽しい例会となりました。

東海地区協議会
　とうかい号生活委員会 部長 大石 洋一
　とうかい号生活委員会 運営幹事 白坂 成吾
　とうかい号歓送迎委員会 委員 五嶋 宏枝
　とうかい号歓送迎委員会 委員 橋本 慶弘

東海地区静岡ブロック協議会
　とうかい号支援委員会 副会長 大石 洋一
　とうかい号支援委員会 運営幹事 白坂 成吾
　とうかい号支援委員会 委員 五嶋 宏枝
　とうかい号支援委員会 委員 橋本 慶弘
　アカデミー委員会 委員 山本 暁也
　アカデミー委員会 委員 木村 恭輔

ブロック会員大会運営委員会 委員 天王沢 雄之
つよいJAYCEE創造実践委員会 委員 大石 聡
つよい静岡創造実践委員会 委員 片川 範之
組織進化推進会議 委員 太田 真一郎

2009年2009年 ～平成21年～～平成21年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

尊敬・信頼・感謝

１０月 地域発見例会
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２００９年度　（社）島田青年会議所　組織図

◎ 委員長・事務局長

○ 副委員長・事務局次長

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ □ 会計幹事・事務局会計

○ ○ ○ ○ ○ ○

□ □ □ □ □ □

大池　茂

小塩　真哉

長谷川　英之

出向理事

大石　洋一

研修開発 未来開発

専務理事

森澤　淳

事務局

事務局長

特別理事

太田　真一郎

木村　恭輔

直前理事長

赤堀　裕一郎

監事 監事

河原崎　茂則 大塚　信章

総会

理事会

田中　信也

理事長

水野　貴章

青少年開発

委員長 委員長

朝比奈　孝亮

委員長

平口　真鶴石川　晋太郎

沖　建司

松島　裕樹

天王沢　雄之

紅林　正克

塚本　章博

村本　真太郎

総務広報

委員長 委員長

社会開発

渡辺　敏晴

筆頭副理事長 副理事長

大場　泰介

副理事長

仲野　博仁

副理事長

岩ヶ谷　耕司

副理事長

鳴嶋　茂治

五條　新也

橋本　慶弘

太田　真一郎

古川　義典

五嶋　宏枝 諸田　昌人

西野　正洋

山本　暁也

鈴木　一令

大石　洋一

内海　博剛

白坂　成吾

片川　範之

河守　計俊

山本　麻美

磯田　辰哉

畠山　健太郎

杉浦　一敏新間　太郎

土屋　宏美

森　章暢

大石　聡

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月
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この年の組織図

この年の出向者

第４４代理事長

田中　信也

●鹿児島市の桜島が爆発的噴火を
　起こし、集落の手前約500メート
　ルに大きさ1メートル超の噴石が
　飛散

●映画『おくりびと』が
　日本映画初となる
　第81回アカデミー賞
　外国語映画賞受賞

●1985年（昭和60年）の阪神
　タイガース優勝の騒ぎの際に
　道頓堀川に投げ込まれた
　ケンタッキーフライドチキン
　道頓堀店のカーネル・サンダース
　の人形が24年ぶりに発見される

●トヨタ自動車09年3月期に
　71年ぶりの営業赤字転落と発表

●朝鮮民主主義人民共和国が
　日本・東北地方の太平洋上に
　向けて、ミサイル発射実験を実施

●世界保健機関（WHO）が
　新型インフルエンザの
　発生を宣言

●衆院選で民主党圧勝
　麻生内閣は首相官邸で
　臨時閣議を開いて総辞職
　衆議院本会議においては、
　鳩山由紀夫民主党党首が
　衆議院・参議院本会議に
　おいて第93代内閣総理大臣
　として首班指名された

●アメリカ合衆国第44代大統領
　バラク・オバマ氏の「核なき世界」
　に向けた国際社会への働きかけを
　評価しノーベル平和賞を受賞

●アメリカ合衆国第44代大統領
　バラク・オバマ氏が初来日
　首脳会談で日米同盟深化へ合意
　普天間基地問題は進展せず

●ヨーロッパの長距離夜行列車
 「オリエント急行」の定期列車が
　廃止

●裁判員制度による初の裁判が
　始まる（裁判員裁判）

●駿河湾を震源とする最大震度6弱、
　M6.5の地震が発生
　この地震により死者1名、
　負傷者245名の人的被害が出た

●静岡県知事選挙で、
　川勝平太氏が初当選

●国内98番目の空港となる静岡空港
 （静岡県島田市、牧之原市）が開港

５月 公開例会　　　　
 島田市長選挙公開討論会

８月 第２例会　　　　
 富士山静岡空港開港記念事業

青少年育成事業「未来へはばたけ」

４月 自由テーマ例会
 大人のためのマナー講座

当日は約８００名の一般来場者の方にご来場いただきました。そ
の９割近くの方にアンケート回答をいただき、市民の市政に対す
る関心の高さを実感すると共に、アンケートの内容からも、この討
論会が滞りなく開催できた喜びを実感しました。

親子航空教室は島田市、川根本町の応募当選者にJALのパイ
ロット、キャビンアテンダントによる講演会を行いました。
空港体験では「絵画コンテスト～あったらいいなこんな飛行機
～」「写真コンテスト～未来に残したいふるさと～」の表彰者を対
象に普段は立ち入る事のできないエプロン部やJAL業務室、消
防車の見学を行いました。

大井川上流域を舞台とし、「自然・文化・伝統」をテーマとした２
泊３日の野外キャンプ活動を行いました。カヌー教室、生け花教
室、神楽見学などの普段の学校生活とは少し違ったプログラム
を体験する事で、子ども達にとって新しい発見のある事業になり
ました。

「島田だいすき検定」では様 な々分野から一般的な地域要因
を取り上げ検定を行いました。本質編として取り上げた地域医
療問題は、難しい専門用語も多く受け入れ辛かったり理解しづ
らいことだったりと思います。しかし地域医療問題が、我々に
とって避けて通れない大きな問題であることの痕跡は残せたと
思います。

介護・看護の仕事に従事されている一般の方を招いて、社交ダ
ンス講習を行いました。メンバーのほとんどが社交ダンス初挑戦
であり、講師の指導通りにはうまく動けないようでしたが、一般の
参加者と交流を図りながらの楽しい例会となりました。

東海地区協議会
　とうかい号生活委員会 部長 大石 洋一
　とうかい号生活委員会 運営幹事 白坂 成吾
　とうかい号歓送迎委員会 委員 五嶋 宏枝
　とうかい号歓送迎委員会 委員 橋本 慶弘

東海地区静岡ブロック協議会
　とうかい号支援委員会 副会長 大石 洋一
　とうかい号支援委員会 運営幹事 白坂 成吾
　とうかい号支援委員会 委員 五嶋 宏枝
　とうかい号支援委員会 委員 橋本 慶弘
　アカデミー委員会 委員 山本 暁也
　アカデミー委員会 委員 木村 恭輔

ブロック会員大会運営委員会 委員 天王沢 雄之
つよいJAYCEE創造実践委員会 委員 大石 聡
つよい静岡創造実践委員会 委員 片川 範之
組織進化推進会議 委員 太田 真一郎

2009年2009年 ～平成21年～～平成21年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

尊敬・信頼・感謝

１０月 地域発見例会
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大石　聡
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　小 野 大 輝
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☆大 石 進 吾
　太田真一郎
　森 澤 　 淳
　塚 本 章 博
　

◯塚 本 幸 宏
☆新 間 太 郎
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この年の出向者

第４５代理事長

大石　洋一

●チリで大地震
　日本で１７年ぶりに大津波警報

●日本航空が会社更生法の適用を
　申請し事実上の倒産
　株式会社企業再生支援機構を
　スポンサーに経営再建の道を
　図ることとなった

●小惑星探査機「はやぶさ」が
　小惑星イトカワから地球へ無事帰還

●鳩山由紀夫内閣が総辞職
　菅直人が第９４代内閣総理大臣に
　選出される

●サッカーワールドカップ
 　南アフリカ大会開幕

●宮崎県で口蹄疫の被害が
　拡大

●宮崎県で流行している家畜伝染病
　口蹄疫問題で東国原英夫知事が
　非常事態を宣言

●黄海で韓国の哨戒艦
 「天安（Cheonan）」が沈没
　乗組員104名の内46名死亡
　韓国は北朝鮮の魚雷が
　原因としたが北朝鮮はこれを否定

●東京国際空港の新国際線
　ターミナルが利用開始
　東京モノレール羽田線に
　羽田空港国際線ビル駅
　京急空港線に羽田空港国際線
　ターミナル駅が開業

●日本がホスト国となる
　第18回APEC首脳会議が
　神奈川県横浜市で開催される

●父島近海を震源地とした地震が
　発生し小笠原諸島に津波警報が
　高知県などで津波注意報が出された
　実際の津波の高さは最大22cmであった

●任期満了にともない
　民主党代表選挙が投開票され、
　菅直人が小沢一郎に勝利し、
　再選を果たした

●第22回参院選が実施され
　民主党が惨敗、自民党が勝利し、
　与党が過半数に届かないため
　ねじれ国会へ

●アメリカ合衆国ワイオミング州
　ジャクソンホールにて
　国際経済シンポジウムが
　開催される

創立４５周年記念式典

創立４５周年記念事業
 親子キャッチボールキャラバン

地域活性化に貢献できるまちづくり事業　 
 農業体験

青少年育成事業
 「未来へはぐくめ大きな心」

４月 意識向上例会　
 笑いの伝染　目指せ！！幸せ伝道師

島田みのる座にて特別会員、来賓をお招きして、島田青年会議
所の45年間の歩みを振り返り、歴史を感じることで、さらなる未
来へ進む力を増すために記念式典を開催しました。われわれ活
動地域の歴史を肌で感じてもらうために、会場全体の雰囲気に
こだわり思い出深い式典を開催することができました。

この地域を明るく活気あふれたまちにするには、大きな夢や目標
を持って一歩一歩前に進み努力することが必要だと考えました。
そこで未来そのものである子ども達にその努力を続ける力が夢
の現実に不可欠であることを学んでもらうべく、オリンピックでの
活躍という功績を勝ち取った宇津木妙子氏とオリンピックメダリ
ストをお呼びして親子キャッチボールキャラバンを開催しました。

島田市・川根本町の小学３年生～６年生を対象とし「挨拶」を中
心に２泊３日の事業を行いました。静居寺での少し厳しい座禅や
話法、本堂の寝泊り等、緊張感のある団体行動で協調性を学
び、歩歩路での陶芸教室では親のありがたみ、感謝の気持ち、
そして生き物の大切さを伝えました。

「まずは市民の方々 に地域イベントに参加して楽しんで頂き、
参加者同士がコミュニケーションを築いていく中で地域への関
心を高めて頂こう」という趣旨の事業を展開しました。約８０名
の応募を頂き５月から１０月までの約５ヶ月間に渡っての全６
回、稲作・畑作といった農業を中心に事業を行いました。

この例会では『笑いの伝染』に焦点を置き、島田市出身の落語
家である三遊亭遊喜師匠を講師としてお招きしました。前半部で
は師匠独自の笑いの派生方法や笑いの伝染のさせ方を中心
にお話頂き、後半部ではなぞ掛けを用いてメンバーがその応用
の仕方を学ぶという形式で行いました。

公益社団法人 日本青年会議所
　セクレタリーグループ（吉村副会頭）
　 　　　　　　　委員 朝比奈 孝亮
東海地区協議会
　とうかい号歓送迎委員会 委員 大場 泰介
　

東海地区静岡ブロック協議会
　アカデミー委員会 委員 大石 進吾
　とうかい号支援委員会 委員 大場 泰介
　ブロック会員大会運営委員会 委員 木村 恭輔
　協働運動推進委員会 委員長 長谷川 英之
　協働運動推進委員会 副委員長 杉野 直樹
　協働運動推進委員会 会計幹事 岩ヶ谷 耕司

協働運動推進委員会 運営幹事 森澤 淳
連携推進運動実践委員会 委員 天王沢 雄之
組織進化確立委員会 委員 太田 真一郎

2010年2010年 ～平成22年～～平成22年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

４５周年の感謝を私たちの明日へ
　　　想像・行動・責任

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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　ターミナル駅が開業

●日本がホスト国となる
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　神奈川県横浜市で開催される

●父島近海を震源地とした地震が
　発生し小笠原諸島に津波警報が
　高知県などで津波注意報が出された
　実際の津波の高さは最大22cmであった
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４月 意識向上例会　
 笑いの伝染　目指せ！！幸せ伝道師

島田みのる座にて特別会員、来賓をお招きして、島田青年会議
所の45年間の歩みを振り返り、歴史を感じることで、さらなる未
来へ進む力を増すために記念式典を開催しました。われわれ活
動地域の歴史を肌で感じてもらうために、会場全体の雰囲気に
こだわり思い出深い式典を開催することができました。

この地域を明るく活気あふれたまちにするには、大きな夢や目標
を持って一歩一歩前に進み努力することが必要だと考えました。
そこで未来そのものである子ども達にその努力を続ける力が夢
の現実に不可欠であることを学んでもらうべく、オリンピックでの
活躍という功績を勝ち取った宇津木妙子氏とオリンピックメダリ
ストをお呼びして親子キャッチボールキャラバンを開催しました。

島田市・川根本町の小学３年生～６年生を対象とし「挨拶」を中
心に２泊３日の事業を行いました。静居寺での少し厳しい座禅や
話法、本堂の寝泊り等、緊張感のある団体行動で協調性を学
び、歩歩路での陶芸教室では親のありがたみ、感謝の気持ち、
そして生き物の大切さを伝えました。

「まずは市民の方々 に地域イベントに参加して楽しんで頂き、
参加者同士がコミュニケーションを築いていく中で地域への関
心を高めて頂こう」という趣旨の事業を展開しました。約８０名
の応募を頂き５月から１０月までの約５ヶ月間に渡っての全６
回、稲作・畑作といった農業を中心に事業を行いました。

この例会では『笑いの伝染』に焦点を置き、島田市出身の落語
家である三遊亭遊喜師匠を講師としてお招きしました。前半部で
は師匠独自の笑いの派生方法や笑いの伝染のさせ方を中心
にお話頂き、後半部ではなぞ掛けを用いてメンバーがその応用
の仕方を学ぶという形式で行いました。

公益社団法人 日本青年会議所
　セクレタリーグループ（吉村副会頭）
　 　　　　　　　委員 朝比奈 孝亮
東海地区協議会
　とうかい号歓送迎委員会 委員 大場 泰介
　

東海地区静岡ブロック協議会
　アカデミー委員会 委員 大石 進吾
　とうかい号支援委員会 委員 大場 泰介
　ブロック会員大会運営委員会 委員 木村 恭輔
　協働運動推進委員会 委員長 長谷川 英之
　協働運動推進委員会 副委員長 杉野 直樹
　協働運動推進委員会 会計幹事 岩ヶ谷 耕司

協働運動推進委員会 運営幹事 森澤 淳
連携推進運動実践委員会 委員 天王沢 雄之
組織進化確立委員会 委員 太田 真一郎

2010年2010年 ～平成22年～～平成22年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

４５周年の感謝を私たちの明日へ
　　　想像・行動・責任

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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2011

この年の組織図

この年の出向者

第４６代理事長

長谷川英之

●エジプトで、ムバーラク大統領の
　即時辞任を求める「追放の
　金曜日」デモが行われ、カイロ
　では推定20万人が集まる

●2010年12月に始まった
　チュニジアのジャスミン革命を
　発端にエジプトやリビアで
　大規模反政府デモの
　騒乱が発生（アラブの春）

●東京電力福島第一原発事故の
　国際評価をレベル7に引き上げ
　旧ソ連・チェルノブイリ原発事故と
　同レベル評価

●日本の東北地方太平洋岸沖を
　震源とする、マグニチュード9.0
　の地震が発生
　日本国内観測史上最大

●朝鮮民主主義人民共和国
 （北朝鮮）の最高指導者
　金正日（キム・ジョンイル）
　総書記が17日死去した

●直径400mの308635番
　小惑星2005 YU55が
　地球から32万5000kmの
　ところを通過
　観測史上初めて直径が100mを
　超える小惑星が月の軌道の
　内側に入り込んだ

●全日空機がこの日の22時48分頃、
　静岡県沖を飛行中に急降下する
　トラブルが発生し、一時は
　背面飛行状態となった

●元Apple Inc. CEO
　スティーブ・ジョブズ
　膵臓腫瘍の転移による呼吸停止
　により妻や親族に看取られながら
　パロアルトの自宅で死去　56歳没

●警官による市民射殺をめぐり
　ロンドン北部のトットナムで
　発生した暴動はロンドンの
　他の地域や地方都市にも飛び火
　過去数十年で最悪の暴動となった

●地上アナログテレビ放送が停波し、
　地上デジタル放送に完全移行

●2011 FIFA女子ワールドカップ
　ドイツ大会決勝戦で、
　日本女子代表が初優勝

●中部電力、浜岡原子力発電所の
　運転中止の要請を受諾

●南米チリでアンデス山脈の火山が
　約５０年ぶりに噴火し噴煙が
　上空１０キロに到達

県議会議員選挙公開討論会

青少年開発事業
 夏休みふれあい体験合宿

１０月 人間力開発例会
 （２０１２年度静岡ブロック協議会主管記念事業）
 ～未来を担う子どもたちに・今を担う大人たちに・ 
 今、伝えたい大切なメッセージ～

７月 まちづくり例会
 みんなで考える地域医療シンポジウム
 みんなの力を医療の力に

2月 指導力開発例会
 名将が語る「姿即心、心即姿」

来場者の方 の々感想からも、政治は不透明で縁遠いものだと感
じていることがわかりました。日本の未来を素晴らしいものにして
いく為には、一人ひとりが主体的に政治に参加できるような社会
が必要と感じました。

１泊２日のスケジュールで、特別養護老人ホームでの交流・車イ
ス体験・盲目の体験、また熱気球体験・乗馬体験など、様 な々体
験を実施しました。また親子参加で実施したOMOIYARIセミナー
では参加者が予想以上に積極的に取り組んで頂いたおかげ
で、伝えたいことがしっかりと伝えられました。

当日は193名の方にご来場頂きました。地域医療という難しい
テーマでしたが大勢の方に地域医療の現状を知って頂き、患者
側の意識改善と医療従事者の方への感謝の気持ちを持つきっ
かけを創ることができました。

2012年度静岡ブロック主管記念事業としてローズアリーナにて
水谷修氏の講演会を700名を超える参加者を招き行いました。
約半年前から準備を進め島田市、川根本町といった行政機関や
各種関係諸団体に協力を仰ぎ準備を進めましたが、全ての団体
に快くご協力いただきました。

講演では講師に熱く現代の青年に対してご講演頂きました。まず
は自分自身を磨き研鑽すること、当たり前のことを当たり前に出
来ること等、自己の確立が出来るようにならなければと考えさせら
れました。

東海地区協議会
　東海フォーラム委員会 委員 松島 裕樹
　財政審査特別委員会 委員 太田 真一郎
　とうかい号研修委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　とうかい号生活委員会 委員 佐藤 隆久

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 筆頭副会長 大石 洋一
　アカデミー委員会 委員 中村 太輔
　アカデミー委員会 委員 秋野 隆人
　とうかい号支援委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　とうかい号支援委員会 委員 佐藤 隆久
　ブロック会員大会実行委員会 副委員長 磯田 辰哉
　ブロック会員大会実行委員会 委員 木村 恭輔

ＪＣ運動実践委員会 委員 石川 晋太郎
ＪＣ運動実践委員会 委員 水野 貴章
組織進化創造委員会 委員 村本 真太郎

2011年2011年 ～平成23年～～平成23年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

素志貫徹

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

－
22
－

組
織
図

総 会

理 事 会

理 事 長
長谷川英之

筆頭副理事長
岩ヶ谷耕司

総務広報委員会
委員長

木 村 恭 輔

○
☆
河 守 計 俊
小 塩 真 哉
平 口 真 鶴
村本真太郎
落 合 秀 樹

副理事長
大 場 泰 介

社会開発委員会
委員長

新 間 太 郎

○
☆
増 田 康 信
村 田 光 伸
水 野 貴 章
鈴 木 一 令
仲 野 博 仁
畠山健太郎
中 村 太 輔

副理事長
森 澤　　 淳

研修開発委員会
委員長

磯 田 辰 哉

○
☆
佐 藤 隆 久
伊藤裕一郎
工 藤 悦 男
紅 林 正 克
石川晋太郎
塚 本 章 博
桜 井 知 乃

副理事長
森　 章 暢

会員開発委員会
委員長

片 川 範 之

○
☆
大 石 進 吾
西 野 正 洋
太田真一郎
山 本 暁 也
山 本 麻 美
白 坂 成 吾
町　 友 輔

副理事長
天王沢雄之

青少年開発委員会
委員長

古 川 義 典

○
☆
塚 本 幸 宏
宮 崎 礼 之
鳴 島 茂 治
松 島 裕 樹
内 海 博 剛
秋 野 隆 人

専務理事
朝比奈孝亮

事 務 局
事務局長

杉 野 直 樹

□
△
片 川 大 輝
五 條 新 也
土 屋 宏 美
小 野 大 輝

特別理事
静岡ブロック担当
白 坂 成 吾

特別理事
組織進化担当
村本真太郎

直前理事長
大 石 洋 一

監 　 事
大 石　　 聡
諸 田 昌 人

◯＝副委員長
☆＝会計幹事
□＝事務局次長
△＝事務局会計
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この年の組織図

この年の出向者

第４６代理事長

長谷川英之

●エジプトで、ムバーラク大統領の
　即時辞任を求める「追放の
　金曜日」デモが行われ、カイロ
　では推定20万人が集まる

●2010年12月に始まった
　チュニジアのジャスミン革命を
　発端にエジプトやリビアで
　大規模反政府デモの
　騒乱が発生（アラブの春）

●東京電力福島第一原発事故の
　国際評価をレベル7に引き上げ
　旧ソ連・チェルノブイリ原発事故と
　同レベル評価

●日本の東北地方太平洋岸沖を
　震源とする、マグニチュード9.0
　の地震が発生
　日本国内観測史上最大

●朝鮮民主主義人民共和国
 （北朝鮮）の最高指導者
　金正日（キム・ジョンイル）
　総書記が17日死去した

●直径400mの308635番
　小惑星2005 YU55が
　地球から32万5000kmの
　ところを通過
　観測史上初めて直径が100mを
　超える小惑星が月の軌道の
　内側に入り込んだ

●全日空機がこの日の22時48分頃、
　静岡県沖を飛行中に急降下する
　トラブルが発生し、一時は
　背面飛行状態となった

●元Apple Inc. CEO
　スティーブ・ジョブズ
　膵臓腫瘍の転移による呼吸停止
　により妻や親族に看取られながら
　パロアルトの自宅で死去　56歳没

●警官による市民射殺をめぐり
　ロンドン北部のトットナムで
　発生した暴動はロンドンの
　他の地域や地方都市にも飛び火
　過去数十年で最悪の暴動となった

●地上アナログテレビ放送が停波し、
　地上デジタル放送に完全移行

●2011 FIFA女子ワールドカップ
　ドイツ大会決勝戦で、
　日本女子代表が初優勝

●中部電力、浜岡原子力発電所の
　運転中止の要請を受諾

●南米チリでアンデス山脈の火山が
　約５０年ぶりに噴火し噴煙が
　上空１０キロに到達

県議会議員選挙公開討論会

青少年開発事業
 夏休みふれあい体験合宿

１０月 人間力開発例会
 （２０１２年度静岡ブロック協議会主管記念事業）
 ～未来を担う子どもたちに・今を担う大人たちに・ 
 今、伝えたい大切なメッセージ～

７月 まちづくり例会
 みんなで考える地域医療シンポジウム
 みんなの力を医療の力に

2月 指導力開発例会
 名将が語る「姿即心、心即姿」

来場者の方 の々感想からも、政治は不透明で縁遠いものだと感
じていることがわかりました。日本の未来を素晴らしいものにして
いく為には、一人ひとりが主体的に政治に参加できるような社会
が必要と感じました。

１泊２日のスケジュールで、特別養護老人ホームでの交流・車イ
ス体験・盲目の体験、また熱気球体験・乗馬体験など、様 な々体
験を実施しました。また親子参加で実施したOMOIYARIセミナー
では参加者が予想以上に積極的に取り組んで頂いたおかげ
で、伝えたいことがしっかりと伝えられました。

当日は193名の方にご来場頂きました。地域医療という難しい
テーマでしたが大勢の方に地域医療の現状を知って頂き、患者
側の意識改善と医療従事者の方への感謝の気持ちを持つきっ
かけを創ることができました。

2012年度静岡ブロック主管記念事業としてローズアリーナにて
水谷修氏の講演会を700名を超える参加者を招き行いました。
約半年前から準備を進め島田市、川根本町といった行政機関や
各種関係諸団体に協力を仰ぎ準備を進めましたが、全ての団体
に快くご協力いただきました。

講演では講師に熱く現代の青年に対してご講演頂きました。まず
は自分自身を磨き研鑽すること、当たり前のことを当たり前に出
来ること等、自己の確立が出来るようにならなければと考えさせら
れました。

東海地区協議会
　東海フォーラム委員会 委員 松島 裕樹
　財政審査特別委員会 委員 太田 真一郎
　とうかい号研修委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　とうかい号生活委員会 委員 佐藤 隆久

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 筆頭副会長 大石 洋一
　アカデミー委員会 委員 中村 太輔
　アカデミー委員会 委員 秋野 隆人
　とうかい号支援委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　とうかい号支援委員会 委員 佐藤 隆久
　ブロック会員大会実行委員会 副委員長 磯田 辰哉
　ブロック会員大会実行委員会 委員 木村 恭輔

ＪＣ運動実践委員会 委員 石川 晋太郎
ＪＣ運動実践委員会 委員 水野 貴章
組織進化創造委員会 委員 村本 真太郎

2011年2011年 ～平成23年～～平成23年～

2005年～2014年 歴代理事長紹介

島田JCスローガン

素志貫徹

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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図

総 会

理 事 会

理 事 長
長谷川英之

筆頭副理事長
岩ヶ谷耕司

総務広報委員会
委員長

木 村 恭 輔

○
☆
河 守 計 俊
小 塩 真 哉
平 口 真 鶴
村本真太郎
落 合 秀 樹

副理事長
大 場 泰 介

社会開発委員会
委員長

新 間 太 郎

○
☆
増 田 康 信
村 田 光 伸
水 野 貴 章
鈴 木 一 令
仲 野 博 仁
畠山健太郎
中 村 太 輔

副理事長
森 澤　　 淳

研修開発委員会
委員長

磯 田 辰 哉

○
☆
佐 藤 隆 久
伊藤裕一郎
工 藤 悦 男
紅 林 正 克
石川晋太郎
塚 本 章 博
桜 井 知 乃

副理事長
森　 章 暢

会員開発委員会
委員長

片 川 範 之

○
☆
大 石 進 吾
西 野 正 洋
太田真一郎
山 本 暁 也
山 本 麻 美
白 坂 成 吾
町　 友 輔

副理事長
天王沢雄之

青少年開発委員会
委員長

古 川 義 典

○
☆
塚 本 幸 宏
宮 崎 礼 之
鳴 島 茂 治
松 島 裕 樹
内 海 博 剛
秋 野 隆 人

専務理事
朝比奈孝亮

事 務 局
事務局長

杉 野 直 樹

□
△
片 川 大 輝
五 條 新 也
土 屋 宏 美
小 野 大 輝

特別理事
静岡ブロック担当
白 坂 成 吾

特別理事
組織進化担当
村本真太郎

直前理事長
大 石 洋 一

監 　 事
大 石　　 聡
諸 田 昌 人

◯＝副委員長
☆＝会計幹事
□＝事務局次長
△＝事務局会計
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この年の組織図

この年の出向者

第４７代理事長

大場　泰介

●築地市場で行われた初セリで
　北海道・戸井産クロマグロ
  （342キロ）に1キロ当たり
　9万5千円、1本では3249万円と
　記録が残る1999年以降で
　最高値がつく

●新東名高速道路御殿場JCT-
　浜松いなさJCT間、清水JCT-
　新清水JCT間、浜松いなさJCT-
　三ヶ日JCT間が開通

●墨田区に自立式鉄塔としては
　世界一となる高さ634mの
　東京スカイツリー竣工

●AIJ投資顧問（東京・中央）が
　運用する約2000億円の年金
　資産が消失していることが判明
　ずさんな資金管理の実態が
　明らかになりました

●自由民主党総裁・安倍晋三が
　内閣総理大臣に再就任
　第２次安倍内閣

●社団法人 島田青年会議所
　一般社団法人の法人格へ移行

●日本政府、尖閣諸島の魚釣島及び
　南小島、北小島を所有する地権者と
　20億5千万円で売買契約締結、
　国有化

●大人気アニメの劇場版
 『ヱヴァンゲリヲン新劇場版:Q』
　動員数が、公開4日で100万人を
　突破した
　全国224スクリーンで公開された
　本作は土日2日間で
　興収11億3,100万4,600円を記録

●平成24年７月九州北部豪雨
　816.5ミリ記録的な豪雨。
　平成24年7月九州北部豪雨と命名

●第30回夏季オリンピック・ロンドン
　大会はロンドン東部の五輪スタジ
　アムで開会式を行い４年に１度の
　スポーツの祭典が開幕した

●香港活動家尖閣諸島上陸事件
　以降に中華人民共和国で
　実施されている反日デモ活動が
　最大規模のデモとなり
　デモ隊が暴徒化し大規模な
　破壊・略奪行為に発展した

●日本を含む北太平洋で金環食観測
　東京では継続時間5分4秒の金環
　となり、同地域では江戸時代の
　1839年以来173年ぶりの観測となる

●逃亡17年を経てオウム・菊地直子
　容疑者が逮捕
　同月には高橋克也容疑者も
　逮捕される

７月 まちづくり例会

９月 ブロック大会例会

青少年育成事業「きずな探検隊」

６月 経営力開発例会

「祭りから学ぶまちづくり」をテーマに、ＪＣにおけるまちづくりを考
える例会を開催。講師と委員会により島田の祭り・伝統芸能の
基礎知識と現状を学びました。
本例会を通じ、メンバーが祭りに対して興味を持ってもらい、まち
づくりと祭りとの関連性を理解し、今後の事業の可能性を見出し
てもらう例会となりました。

静岡ブロック協議会　ブロック大会を島田の地で開催しまし
た。「島田絆祭り」は本来島田が持つ魅力を終結して作り上げ、
我 の々住み暮らす地域の底力を証明できました。
伝統祭りの競演、出身有名人のステージ出演、特産品にこだ
わったええだら市等、組み合わせを変えたり、場所を変えたりす
ることで新たな輝きを発することができました。

本年は寸又川河畔の雑木林の中にある池の谷ファミリーキャン
プ場にて、青少年育成事業「きずな探検隊」を開催。３７名の子
ども達と２泊３日というハードなスケジュールの中、メンバー、ボラ
ンティアの協力のおかげで素晴らしい事業をやり遂げることがで
きました。

この例会では岡村氏の講演を通じて岡村氏の経営方針の中
でもっとも重きを置いている心を大切に考えていく経営方針をメ
ンバーに知ってもらうことができました。ここでの新たな気づきを
経営や社会生活のお役に立てていただけるのではないかと思
います。

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 長谷川 英之
　とうかい号 委員 古川 義典
　とうかい号 委員 中村 太輔
　財政審査特別会議 副委員長 太田 真一郎

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 会長 大石 洋一
　静岡ブロック協議会 運営専務 天王沢 雄之
　静岡ブロック協議会 財政局長 太田 真一郎
　静岡ブロック協議会 事務局長 白坂 成吾
　ブロック会員大会実行委員会 委員長 磯田 辰哉
　ブロック会員大会実行委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　ブロック会員大会実行委員会 運営幹事 木村 恭輔
　ブロック会員大会実行委員会 会計幹事 水野 貴章

アカデミー委員会 委員 町 友輔
アカデミー委員会 委員 山村 隆康
とうかい号支援委員会 委員 古川 義典
とうかい号支援委員会 委員 中村 太輔
連携推進実行委員会 委員 村本 真太郎
災害対策復興支援委員会 委員 森 章暢
災害対策復興支援委員会 委員 秋野 隆人
組織進化委員会 委員 杉野 直樹
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2012 年度 ㈳島田青年会議所　組織図
総　　会

理 事 会

理 事 長
大 場 泰 介

副理事長
磯 田 辰 哉

副理事長
白 坂 成 吾

副理事長
新 間 太 郎

研修開発室室長
杉 野 直 樹

専務理事
松 島 裕 樹

特別理事

天王沢雄之
静岡ブロック担当

直前理事長
長谷川英之

監 　 事
太田真一郎
水 野 貴 章

◯＝副委員長
☆＝会計幹事
□＝事務局次長
△＝事務局会計

総務広報委員会
委員長

大 石 進 吾

◯片 川 大 輝
☆山 本 麻 美
　森 　 章 暢
　西 野 正 洋
　青 木 孝 通

事 務 局
事務局長
片 川 範 之

□秋 野 隆 人
△平 口 真 鶴
　中 村 淳 子

筆頭副理事長
朝比奈孝亮

青少年育成委員会
委員長

増 田 康 信

◯落 合 秀 樹
☆町 　 友 輔
　大 石 洋 一
　小 塩 真 哉
　村 田 共 績

会員大会担当委員会
委員長

木 村 恭 輔

◯工 藤 悦 男
☆山 本 暁 也
　山 村 隆 康
　伊 東 真 介

研修委員会
委員長

佐 藤 隆 久

◯塚 本 幸 宏
☆塚 本 章 博
　村本真太郎
　古 川 義 典
　岡 村 嘉 也

◯中 村 大 輔
☆五 條 新 也
　天王沢雄之
　秋 山 保 幸
　伊與田知子

まちづくり委員会
委員長

伊藤裕一郎

副理事長
森 澤 　 淳

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

４月異業種交流会

入会３年未満のメンバーで構成するアカデミーという島田青年会議
所では初めての組織で本例会を企画し、当日は多くの参加者をお迎え
することができました。今までのJCにはない斬新な新しい視点からの
意見はこれからの島田青年会議所の組織力を底上げし、組織全体の
力になると信じております。

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

～団結し未来への一歩を
　　　　　　踏み出そう～
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この年の組織図

この年の出向者

第４７代理事長

大場　泰介

●築地市場で行われた初セリで
　北海道・戸井産クロマグロ
  （342キロ）に1キロ当たり
　9万5千円、1本では3249万円と
　記録が残る1999年以降で
　最高値がつく

●新東名高速道路御殿場JCT-
　浜松いなさJCT間、清水JCT-
　新清水JCT間、浜松いなさJCT-
　三ヶ日JCT間が開通

●墨田区に自立式鉄塔としては
　世界一となる高さ634mの
　東京スカイツリー竣工

●AIJ投資顧問（東京・中央）が
　運用する約2000億円の年金
　資産が消失していることが判明
　ずさんな資金管理の実態が
　明らかになりました

●自由民主党総裁・安倍晋三が
　内閣総理大臣に再就任
　第２次安倍内閣

●社団法人 島田青年会議所
　一般社団法人の法人格へ移行

●日本政府、尖閣諸島の魚釣島及び
　南小島、北小島を所有する地権者と
　20億5千万円で売買契約締結、
　国有化

●大人気アニメの劇場版
 『ヱヴァンゲリヲン新劇場版:Q』
　動員数が、公開4日で100万人を
　突破した
　全国224スクリーンで公開された
　本作は土日2日間で
　興収11億3,100万4,600円を記録

●平成24年７月九州北部豪雨
　816.5ミリ記録的な豪雨。
　平成24年7月九州北部豪雨と命名

●第30回夏季オリンピック・ロンドン
　大会はロンドン東部の五輪スタジ
　アムで開会式を行い４年に１度の
　スポーツの祭典が開幕した

●香港活動家尖閣諸島上陸事件
　以降に中華人民共和国で
　実施されている反日デモ活動が
　最大規模のデモとなり
　デモ隊が暴徒化し大規模な
　破壊・略奪行為に発展した

●日本を含む北太平洋で金環食観測
　東京では継続時間5分4秒の金環
　となり、同地域では江戸時代の
　1839年以来173年ぶりの観測となる

●逃亡17年を経てオウム・菊地直子
　容疑者が逮捕
　同月には高橋克也容疑者も
　逮捕される

７月 まちづくり例会

９月 ブロック大会例会

青少年育成事業「きずな探検隊」

６月 経営力開発例会

「祭りから学ぶまちづくり」をテーマに、ＪＣにおけるまちづくりを考
える例会を開催。講師と委員会により島田の祭り・伝統芸能の
基礎知識と現状を学びました。
本例会を通じ、メンバーが祭りに対して興味を持ってもらい、まち
づくりと祭りとの関連性を理解し、今後の事業の可能性を見出し
てもらう例会となりました。

静岡ブロック協議会　ブロック大会を島田の地で開催しまし
た。「島田絆祭り」は本来島田が持つ魅力を終結して作り上げ、
我 の々住み暮らす地域の底力を証明できました。
伝統祭りの競演、出身有名人のステージ出演、特産品にこだ
わったええだら市等、組み合わせを変えたり、場所を変えたりす
ることで新たな輝きを発することができました。

本年は寸又川河畔の雑木林の中にある池の谷ファミリーキャン
プ場にて、青少年育成事業「きずな探検隊」を開催。３７名の子
ども達と２泊３日というハードなスケジュールの中、メンバー、ボラ
ンティアの協力のおかげで素晴らしい事業をやり遂げることがで
きました。

この例会では岡村氏の講演を通じて岡村氏の経営方針の中
でもっとも重きを置いている心を大切に考えていく経営方針をメ
ンバーに知ってもらうことができました。ここでの新たな気づきを
経営や社会生活のお役に立てていただけるのではないかと思
います。

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 長谷川 英之
　とうかい号 委員 古川 義典
　とうかい号 委員 中村 太輔
　財政審査特別会議 副委員長 太田 真一郎

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 会長 大石 洋一
　静岡ブロック協議会 運営専務 天王沢 雄之
　静岡ブロック協議会 財政局長 太田 真一郎
　静岡ブロック協議会 事務局長 白坂 成吾
　ブロック会員大会実行委員会 委員長 磯田 辰哉
　ブロック会員大会実行委員会 副委員長 伊藤 裕一郎
　ブロック会員大会実行委員会 運営幹事 木村 恭輔
　ブロック会員大会実行委員会 会計幹事 水野 貴章

アカデミー委員会 委員 町 友輔
アカデミー委員会 委員 山村 隆康
とうかい号支援委員会 委員 古川 義典
とうかい号支援委員会 委員 中村 太輔
連携推進実行委員会 委員 村本 真太郎
災害対策復興支援委員会 委員 森 章暢
災害対策復興支援委員会 委員 秋野 隆人
組織進化委員会 委員 杉野 直樹
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2012 年度 ㈳島田青年会議所　組織図
総　　会

理 事 会

理 事 長
大 場 泰 介

副理事長
磯 田 辰 哉

副理事長
白 坂 成 吾

副理事長
新 間 太 郎

研修開発室室長
杉 野 直 樹

専務理事
松 島 裕 樹

特別理事

天王沢雄之
静岡ブロック担当

直前理事長
長谷川英之

監 　 事
太田真一郎
水 野 貴 章

◯＝副委員長
☆＝会計幹事
□＝事務局次長
△＝事務局会計

総務広報委員会
委員長

大 石 進 吾

◯片 川 大 輝
☆山 本 麻 美
　森 　 章 暢
　西 野 正 洋
　青 木 孝 通

事 務 局
事務局長
片 川 範 之

□秋 野 隆 人
△平 口 真 鶴
　中 村 淳 子

筆頭副理事長
朝比奈孝亮

青少年育成委員会
委員長

増 田 康 信

◯落 合 秀 樹
☆町 　 友 輔
　大 石 洋 一
　小 塩 真 哉
　村 田 共 績

会員大会担当委員会
委員長

木 村 恭 輔

◯工 藤 悦 男
☆山 本 暁 也
　山 村 隆 康
　伊 東 真 介

研修委員会
委員長

佐 藤 隆 久

◯塚 本 幸 宏
☆塚 本 章 博
　村本真太郎
　古 川 義 典
　岡 村 嘉 也

◯中 村 大 輔
☆五 條 新 也
　天王沢雄之
　秋 山 保 幸
　伊與田知子

まちづくり委員会
委員長

伊藤裕一郎

副理事長
森 澤 　 淳

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

４月異業種交流会

入会３年未満のメンバーで構成するアカデミーという島田青年会議
所では初めての組織で本例会を企画し、当日は多くの参加者をお迎え
することができました。今までのJCにはない斬新な新しい視点からの
意見はこれからの島田青年会議所の組織力を底上げし、組織全体の
力になると信じております。

2月 4月3月 5月 6月1月 8月 9月 10月 11月7月 12月

～団結し未来への一歩を
　　　　　　踏み出そう～
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この年の組織図

この年の出向者

第４８代理事長

白坂　成吾

●中国からの大気汚染「pm2.5」に
　ついて警戒するよう環境省が
　注意喚起

●ロシアのチェリャビンスク州に
　過去最大の大きさの
　直径17メートルの隕石が落下

●野球の国際大会、ワールド・
　ベースボール・クラシック(WBC)の
　第3回大会が開催。本大会は
　ドミニカ共和国が全8試合に勝利し、
　大会史上初の全勝優勝を
　成し遂げて第3回WBC王者となった

●プロ野球楽天の田中将大投手（25）
　がつくった連勝記録がギネス世界
　記録に認定
　同一シーズン24連勝のほか、昨年
　８月26日からの28連勝とポスト
　シーズンでの２勝を加えた
 “30連勝”の３つが認定された

●伊勢神宮の内宮で、御神体を
　旧殿から新殿へと遷す式年遷宮の
　主要行事「遷御」が行われる
　外宮遷御の翌日には、2005年から
　続いている第62回式年遷宮の
　関連行事がすべて終了した

●週刊少年ジャンプで連載している
 「ONE PIECE」の単行本の
　累計発行部数が3億冊を突破

●英国ウィリアム王子の
　妻キャサリン妃が男児を出産
　名前は「ジョージ･アレクサンダー･ルイ」
　国内ではロイヤルベビー商戦として
　限定アクセサリーや食器、
　テディベアなど各百貨店が販売

●亀田兄弟の3男和毅選手が
　WBOバンタム級のタイトルマッチで
　勝利して世界王者に
　3兄弟が全員が世界王者で
　ギネス認定を受ける

●2020年のオリンピックの開催地が
　1964年以来56年ぶり2回目の
  「東京」に決定

●富士山が三保松原を含め関連する
　文化財群とともに「富士山-信仰の
　対象と芸術の源泉」の名で世界
　文化遺産に登録された

●東京ドームにて、長嶋茂雄と
　松井秀喜に対する国民栄誉賞
　授与式

●公職選挙法の改正案が参議院で
　可決成立、インターネット選挙
　運動が解禁となる

島田市長選挙公開討論会

青少年育成事業　
 トライ！～あきらめずにやり抜く気持ち～

１０月 指導力開発例会

６月 １００％例会

４月 異業種交流会例会

当日は約１２００名という非常に多くの方が来場され、島田市民
の市政に対する関心の高さを感じました。内容としても事前に実
施した「島田市民意識調査アンケート」の結果を元に質問内容
を構成することにより、市民が必要としている情報を発信できまし
た。「ひとりでも多くの地域住民に選挙と市政への関心を持って
もらう」という目的は達成できたと感じています。

航空自衛隊静浜基地での自衛隊体験、焼津青少年の家宿
泊、ライフセービングなど、普段とは違った体験を通じ子ども達は
仲間と協力し助け合いながら、様 な々ことに挑戦し、あきらめずに
やり抜くことが出来ました。

この例会ではメンバー全員を集めたからこそ島田青
年会議所会員として知っておいてほしいこと、「委員会
～理事会～例会」の流れをテーマにしました。「例会」
では招く立場と招かれる立場に分かれ、それぞれの
立場で「例会に参加した全員」が何かを学び、気づく
ということをスポーツを通して体感していただきました。

ワークショップ「貿易ゲーム」を通じ、利益追求を学ぶ例会を開催しま
した。メンバーのほとんどが企業経営に携わっておりますので強い興
味と積極的な参加を得る事ができ、白熱した内容となりました。

入会３年未満で構成したアカデミーメンバーによる名刺交換会
を開催しました。様 な々方たちとの交流によりビジネスチャンス
が生まれました。また、地域活性化という面においても本例会は
新しい変化が生まれ、貢献できました。

公益社団法人  日本青年会議所
　ＪＣ運動発信会議 委員 朝比奈 孝亮
　日本の未来選択委員会 委員 杉野 直樹

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 大場 泰介
　とうかい号国際交流委員会 委員 増野 稔之
　とうかい号広報記録委員会 委員 池内 正樹
　とうかい号研修委員会 委員 増田 康信

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 直前会長 大石 洋一
　アカデミー委員会 委員 齋藤 直哉
　アカデミー委員会 委員 高橋 純一
　アカデミー委員会 委員 木田 明良
　とうかい号支援委員会 委員 増野 稔之
　とうかい号支援委員会 委員 池内 正樹
　とうかい号支援委員会 委員 増田 康信

ブロック大会実行委員会 委員 山村 隆康
静岡の未来創造委員会 委員 伊東 真介
未来につながるネットワーク確立委員会
　　　　　　　　　　委員 木村 恭輔
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この年の組織図

この年の出向者

第４８代理事長

白坂　成吾

●中国からの大気汚染「pm2.5」に
　ついて警戒するよう環境省が
　注意喚起

●ロシアのチェリャビンスク州に
　過去最大の大きさの
　直径17メートルの隕石が落下

●野球の国際大会、ワールド・
　ベースボール・クラシック(WBC)の
　第3回大会が開催。本大会は
　ドミニカ共和国が全8試合に勝利し、
　大会史上初の全勝優勝を
　成し遂げて第3回WBC王者となった

●プロ野球楽天の田中将大投手（25）
　がつくった連勝記録がギネス世界
　記録に認定
　同一シーズン24連勝のほか、昨年
　８月26日からの28連勝とポスト
　シーズンでの２勝を加えた
 “30連勝”の３つが認定された

●伊勢神宮の内宮で、御神体を
　旧殿から新殿へと遷す式年遷宮の
　主要行事「遷御」が行われる
　外宮遷御の翌日には、2005年から
　続いている第62回式年遷宮の
　関連行事がすべて終了した

●週刊少年ジャンプで連載している
 「ONE PIECE」の単行本の
　累計発行部数が3億冊を突破

●英国ウィリアム王子の
　妻キャサリン妃が男児を出産
　名前は「ジョージ･アレクサンダー･ルイ」
　国内ではロイヤルベビー商戦として
　限定アクセサリーや食器、
　テディベアなど各百貨店が販売

●亀田兄弟の3男和毅選手が
　WBOバンタム級のタイトルマッチで
　勝利して世界王者に
　3兄弟が全員が世界王者で
　ギネス認定を受ける

●2020年のオリンピックの開催地が
　1964年以来56年ぶり2回目の
  「東京」に決定

●富士山が三保松原を含め関連する
　文化財群とともに「富士山-信仰の
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島田市長選挙公開討論会
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泊、ライフセービングなど、普段とは違った体験を通じ子ども達は
仲間と協力し助け合いながら、様 な々ことに挑戦し、あきらめずに
やり抜くことが出来ました。

この例会ではメンバー全員を集めたからこそ島田青
年会議所会員として知っておいてほしいこと、「委員会
～理事会～例会」の流れをテーマにしました。「例会」
では招く立場と招かれる立場に分かれ、それぞれの
立場で「例会に参加した全員」が何かを学び、気づく
ということをスポーツを通して体感していただきました。

ワークショップ「貿易ゲーム」を通じ、利益追求を学ぶ例会を開催しま
した。メンバーのほとんどが企業経営に携わっておりますので強い興
味と積極的な参加を得る事ができ、白熱した内容となりました。

入会３年未満で構成したアカデミーメンバーによる名刺交換会
を開催しました。様 な々方たちとの交流によりビジネスチャンス
が生まれました。また、地域活性化という面においても本例会は
新しい変化が生まれ、貢献できました。

公益社団法人  日本青年会議所
　ＪＣ運動発信会議 委員 朝比奈 孝亮
　日本の未来選択委員会 委員 杉野 直樹

東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 大場 泰介
　とうかい号国際交流委員会 委員 増野 稔之
　とうかい号広報記録委員会 委員 池内 正樹
　とうかい号研修委員会 委員 増田 康信

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 直前会長 大石 洋一
　アカデミー委員会 委員 齋藤 直哉
　アカデミー委員会 委員 高橋 純一
　アカデミー委員会 委員 木田 明良
　とうかい号支援委員会 委員 増野 稔之
　とうかい号支援委員会 委員 池内 正樹
　とうかい号支援委員会 委員 増田 康信

ブロック大会実行委員会 委員 山村 隆康
静岡の未来創造委員会 委員 伊東 真介
未来につながるネットワーク確立委員会
　　　　　　　　　　委員 木村 恭輔
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島田ＪＣスローガン

この年の組織図

この年の出向者

第49代理事長

朝比奈孝亮

４月人間力開発例会

6月例会「初めての贈り物
　　パパ、ママの島田カタカタ木工教室」
入会３年未満で構成したアカデミーメンバーによる例会を開
催。「地域の活性化を図る」をテーマとし、島田市特産の手押
し車カタカタの木工教室をメインに、市内外から２００名を超
える市民が参加。参加者と共に木と触れあい島田市の産業
発展の歴史を学べる事業となりました。

８月青少年開発事業
　　「僕らの手で未来をつかめ」
本事業は「心の琴線に触れ、未来に対する夢や希望が生ま
れるための後押し」を目的として青少年育成事業を開催。富
士山静岡空港の見学、藤枝ＭＹＦＣの選手による夢教室、ＪＡ
ＸＡ講演など、盛りだくさんの企画を詰め込み１泊２日にて開
催しました。子ども達は本当に楽しそうに、そして積極的に体
験してくれていました。

７月まちづくり例会「島田発見市」
ＪＣメンバーが「地域の宣伝マン・宣伝ウーマン」として地域の
資産をの再発見、利活用することで、自らがこのまちの魅力を
内外に発信していく事業とし、我 の々活動エリアの商店からご
協力いただき島田発見市を開催。また、ちびっこサッカー大
会や地元伝統芸能による太鼓の演奏など行いました。

株式会社メンターリングアソシエイツ取締役の石山登啓氏
を講師にお招きし、「自身の立てた目標を達成すること」に焦
点を当てた例会を開催。
メンターリングを通じメンバー、ゲストの皆さんの今後のより
良い活動の糧となった例会となりました。

１０月JCプログラム実践例会
日本青年会議所より三ツ井仁君をトレーナーとしてお招きし、
ボディランゲージを通じ、コミュニケーション能力の向上を図
る例会開催しました。中部５ＪＣの青年会議所メンバーも来訪
いただき、セミナー終了後に実践の場として名刺交換会を開
催しました。

公益社団法人 日本青年会議所
　拡大委員会 委員 大場 泰介
　ＪＣ運動発信会議 委員 齋藤 直哉
　日本の未来選択委員会 委員 町 友輔 
東海地区協議会
　とうかい号 部長 古川 義典
　とうかい号研修委員会 副委員長 佐藤 隆久
　とうかい号広報記録委員会 委員 河村 裕樹
　とうかい号企画委員会 委員 雜賀 理仁

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 監査担当役員 大場 泰介
　静岡ブロック協議会 副会長 古川 義典
　静岡の未来創造委員会 副委員長 大石 進吾
　静岡の未来創造委員会 委員 仁科 正人
　アカデミー委員会 委員 八木 祐幸
　アカデミー委員会 委員 松永 孝廣
　アカデミー委員会 委員 鈴木 裕也

とうかい号支援委員会 会計幹事 佐藤 隆久
とうかい号支援委員会 委員 河村 裕樹
とうかい号支援委員会 委員 雜賀 理仁
ブロック大会実行委員会 委員 水野 貴章
ブロック大会実行委員会 委員 茂川 順一
未来につながるネットワーク確立委員会
　　　　　　　　　 委員 落合 辰也
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２０１４年度（一社）島田青年会議所　組織図

●第22回冬季五輪ソチ大会開催
　日本選手は金１、銀４、銅３
　の計８個のメダルを獲得した
　唯一の金はフィギュアスケート
　男子の羽生結弦

●楽天イーグルスの田中将大投手が
　メジャーリーグへ移籍
　ヤンキースと7年契約で
　総額1億5500万ドルの
　大型契約したことが話題に

●消費税が５%から８%に増税
　増税後は個人消費が低迷し、
　国内総生産（ＧＤＰ）速報値は
　４～６月と７～９月の２四半期
　連続のマイナス成長に

●日本に新しい祝日が追加される
　ことが決定
　8月11日を山の日とし
　2016年から祝日となる

●フジテレビ系長寿番組
 『森田一義アワー笑っていいとも!』
　が放送終了

●「和食」がユネスコの
　無形文化遺産に登録

●国連教育・科学・文化機関
  （ユネスコ）は26日、無形文化
　遺産として「和紙　日本の
　手漉和紙技術」を登録した

●青色LEDを開発した
　赤崎氏、天野氏、中村氏の
　3名がノーベル物理学賞を受賞

●27日午前11時52分、長野、岐阜
　両県境の御嶽山が噴火した。
　山頂付近にいた多くの登山者が
　噴火に巻き込まれ、57人が死亡、
　６人が行方不明

●埼玉県でデング熱の国内感染を
　約70年ぶりに確認され
　国内流行が起きた

●ベネッセコーポレーション個人情報
　流出事件。教育事業大手のベネッセ
　ホールディングスは９日、「進研ゼミ」
　などの顧客情報が大量流出した
　可能性があると発表
　流出は最大約3500万件

●世界文化遺産に「富岡製糸場」
　国連教育・科学・文化機関
  （ユネスコ）の世界遺産委員会が
　21日、「富岡製糸場と絹産業遺産
　群」（群馬県）を世界文化遺産に
　登録することを決めた

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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島田ＪＣスローガン

この年の組織図

この年の出向者

第49代理事長

朝比奈孝亮

４月人間力開発例会

6月例会「初めての贈り物
　　パパ、ママの島田カタカタ木工教室」
入会３年未満で構成したアカデミーメンバーによる例会を開
催。「地域の活性化を図る」をテーマとし、島田市特産の手押
し車カタカタの木工教室をメインに、市内外から２００名を超
える市民が参加。参加者と共に木と触れあい島田市の産業
発展の歴史を学べる事業となりました。

８月青少年開発事業
　　「僕らの手で未来をつかめ」
本事業は「心の琴線に触れ、未来に対する夢や希望が生ま
れるための後押し」を目的として青少年育成事業を開催。富
士山静岡空港の見学、藤枝ＭＹＦＣの選手による夢教室、ＪＡ
ＸＡ講演など、盛りだくさんの企画を詰め込み１泊２日にて開
催しました。子ども達は本当に楽しそうに、そして積極的に体
験してくれていました。

７月まちづくり例会「島田発見市」
ＪＣメンバーが「地域の宣伝マン・宣伝ウーマン」として地域の
資産をの再発見、利活用することで、自らがこのまちの魅力を
内外に発信していく事業とし、我 の々活動エリアの商店からご
協力いただき島田発見市を開催。また、ちびっこサッカー大
会や地元伝統芸能による太鼓の演奏など行いました。

株式会社メンターリングアソシエイツ取締役の石山登啓氏
を講師にお招きし、「自身の立てた目標を達成すること」に焦
点を当てた例会を開催。
メンターリングを通じメンバー、ゲストの皆さんの今後のより
良い活動の糧となった例会となりました。

１０月JCプログラム実践例会
日本青年会議所より三ツ井仁君をトレーナーとしてお招きし、
ボディランゲージを通じ、コミュニケーション能力の向上を図
る例会開催しました。中部５ＪＣの青年会議所メンバーも来訪
いただき、セミナー終了後に実践の場として名刺交換会を開
催しました。

公益社団法人 日本青年会議所
　拡大委員会 委員 大場 泰介
　ＪＣ運動発信会議 委員 齋藤 直哉
　日本の未来選択委員会 委員 町 友輔 
東海地区協議会
　とうかい号 部長 古川 義典
　とうかい号研修委員会 副委員長 佐藤 隆久
　とうかい号広報記録委員会 委員 河村 裕樹
　とうかい号企画委員会 委員 雜賀 理仁

東海地区静岡ブロック協議会
　静岡ブロック協議会 監査担当役員 大場 泰介
　静岡ブロック協議会 副会長 古川 義典
　静岡の未来創造委員会 副委員長 大石 進吾
　静岡の未来創造委員会 委員 仁科 正人
　アカデミー委員会 委員 八木 祐幸
　アカデミー委員会 委員 松永 孝廣
　アカデミー委員会 委員 鈴木 裕也

とうかい号支援委員会 会計幹事 佐藤 隆久
とうかい号支援委員会 委員 河村 裕樹
とうかい号支援委員会 委員 雜賀 理仁
ブロック大会実行委員会 委員 水野 貴章
ブロック大会実行委員会 委員 茂川 順一
未来につながるネットワーク確立委員会
　　　　　　　　　 委員 落合 辰也
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●第22回冬季五輪ソチ大会開催
　日本選手は金１、銀４、銅３
　の計８個のメダルを獲得した
　唯一の金はフィギュアスケート
　男子の羽生結弦

●楽天イーグルスの田中将大投手が
　メジャーリーグへ移籍
　ヤンキースと7年契約で
　総額1億5500万ドルの
　大型契約したことが話題に

●消費税が５%から８%に増税
　増税後は個人消費が低迷し、
　国内総生産（ＧＤＰ）速報値は
　４～６月と７～９月の２四半期
　連続のマイナス成長に

●日本に新しい祝日が追加される
　ことが決定
　8月11日を山の日とし
　2016年から祝日となる

●フジテレビ系長寿番組
 『森田一義アワー笑っていいとも!』
　が放送終了

●「和食」がユネスコの
　無形文化遺産に登録

●国連教育・科学・文化機関
  （ユネスコ）は26日、無形文化
　遺産として「和紙　日本の
　手漉和紙技術」を登録した

●青色LEDを開発した
　赤崎氏、天野氏、中村氏の
　3名がノーベル物理学賞を受賞

●27日午前11時52分、長野、岐阜
　両県境の御嶽山が噴火した。
　山頂付近にいた多くの登山者が
　噴火に巻き込まれ、57人が死亡、
　６人が行方不明

●埼玉県でデング熱の国内感染を
　約70年ぶりに確認され
　国内流行が起きた

●ベネッセコーポレーション個人情報
　流出事件。教育事業大手のベネッセ
　ホールディングスは９日、「進研ゼミ」
　などの顧客情報が大量流出した
　可能性があると発表
　流出は最大約3500万件

●世界文化遺産に「富岡製糸場」
　国連教育・科学・文化機関
  （ユネスコ）の世界遺産委員会が
　21日、「富岡製糸場と絹産業遺産
　群」（群馬県）を世界文化遺産に
　登録することを決めた

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
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OMOIYARI を胸に刻み、今飛翔するとき
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島田ＪＣスローガン

この年の組織図

この年の出向者

第50代理事長

磯田　辰哉

２月 人間力開発例会
～株式会社フジドリームエアラインズに学ぶ
ＯＭＯＴＥＮＡＳＨＩスキルアップセミナー～

人間力の構成要素の一つである
社会・対人関係力の向上を目的と
した例会として企画しました。講師
にフジドリームエアラインズより４
名の講師をお招きし、島田市地域
交流センター歩歩路にて、ゲスト・
一般参加者を交えてのホスピタリ
ティセミナーを行いました。

４月 会員拡大例会
～地域再生から学ぶ明るい未来開発例会～

島田市地域交流センター歩歩路
にて、この地域を支える青年を一
人でも多く増やす為の例会を行い
ました。
各メンバーがゲストを同伴し、講師
に上田博和先輩をお招きし、過去
の経験や青年会議所のスケールメ
リット等をお話しいただきました。

５月 意識向上例会
～地域の魅力の伝え方～

地域の魅力を再発見する為に、プ
ラザおおるりにて講師に㈱東急
エージェンシーの木村知氏をお招
きし、日本での地域の魅力のあり
方・当地域での魅力の発見方法を
学びました。その後実際にモデル
ツアーを構築し島田市観光課・観
光協会に提案しました。

３月指導力開発例会（中部５ＪＣ合同例会）
人財と組織を活かす指導力

～グローバル企業から学ぶリーダーシップ～

プラザおおるりにて、中部５ＪＣ合
同例会、島田ＪＣ主管で開催され
ました。講師にネスレ日本㈱代表
取締役社長兼CEO高岡浩三氏を
お招きし、人口の減少と少子高齢
化社会での組織運営という切り口
で、人の育成と組織の育成を学ぶ
例会を行いました。

６月 経営力開発例会

島田市地域交流センター歩歩路
にて、他社との差別化を図り高付
加価値を手にするブランディング
の手法を学ぶ例会を行いました。
「奴と髷」のキャラクターを使い、
分析・マーケティング・プレゼン
テーションの３部構成で一連の手
法を学びました。

青少年育成事業
～さあ挑戦だ！しまだＪＣアドベンチャーズ～

９月 自由テーマ例会

島田市・川根本町の小学４年生か
ら６年生を対象に、道徳心・地域
愛・夢の３つを意識した体 験サ
マーキャンプを１泊２日で行いまし
た。千頭周辺のトレッキング、接岨
湖でのカヤック体験等を通し、挑
戦することの大切さを伝えました。

入会３年未満のメンバーが大半を
占める現状の中で、改めて青年会
議所の存在意義を知る例会を行
いました。
島田市川根文化センター チャリム
21にて、セミナーを用い、青年会議
所発足から続く想い・背景等を学
びました。

７月 自由テーマ例会
～島田川根ふるさとかるた～

「島田川根ふるさとかるた」を制
作し、子ども達に島田川根地域の
魅力を知ってもらうために、静居
寺にてメンバー全員で地域の身近
な文化や名所を題材に読み札を
作成し、後日地元の高校生に絵札
を描いていただきました。

公益社団法人 日本青年会議所
　渉外委員会 委員 大場 泰介
　国史会議 委員 朝比奈 孝亮
　財務運営会議 委員 竹島 一
東海地区協議会
　とうかい号 チームリーダー 白坂 成吾
　とうかい号研修委員会 副委員長 落合 辰也
　とうかい号国際交流委員会 副委員長 秋野 隆人

　とうかい号広報記録委員会 副委員長 池内 正樹
　東海フォーラム運営委員会 委員 片川 大輝
東海地区静岡ブロック協議会
　アカデミー委員会 委員 増野 豊
　アカデミー委員会 委員 天野 裕太郎
　アカデミー委員会 委員 大石 歩真
　ひろげよう「とうかい号」の輪委員会 委員 落合 辰也
　ひろげよう「とうかい号」の輪委員会 委員 池内 正樹

ひろげよう「とうかい号」の輪委員会 委員 秋野 隆人
ブロック大会実行委員会 委員 片川 範之
ブロック大会実行委員会 委員 川端 祥太郎
未来静岡創造委員会 委員 木佐森 崇宏
静岡をつなぐネット輪ーク推進委員会 委員 仁科 正人
事務局 委員 落合 辰也

2015年2015年 ～平成27年～～平成27年～
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佐藤隆久
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筆頭副理事長

委員長
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井上　篤
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青木孝通
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委員長

朝比奈孝亮
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理事会

直前理事長

岡村嘉也

５０周年グループ

理事長
磯田辰哉

監事

●英国ウィリアム王子初来日

●三菱重工業と宇宙航空研究
　開発機構、
　H-IIAロケット27号機の
　打ち上げ成功

●阪神･淡路大震災から20年

●大相撲初場所で白鵬が
　歴代最多優勝（33回）を果たす

●箱根山の火山性地震の増加。
　噴火警戒レベルが２に

●鹿児島県屋久島町の
　口永良部島新岳が噴火

●大阪駅～札幌駅間の寝台特急
　列車「トワイライトエクスプレス」
　運行を終了

●北陸新幹線開業
　これまでの東京～長野から
　新たに長野～金沢間が開通

●ラグビーワールドカップ2015が
　イングランドで開催

●敬老の日と秋分の日に挟まれる
　9月22日が国民の休日となる

●広島・長崎原爆投下の日から
　70年目「平和記念式典」が
　開催される

●安倍首相が戦後70年の
　首相談話を閣議決定

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

2月 5月3月 9月8月1月

～古き良き時代を想い、新たなる時代を築く～
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１０月１２日（月祝）島田市民総合施設プラザおおるりにて創立５０周年記念式典を多くの
島田青年会議所のＯＢをはじめ、多くの皆様ご参集のもと執り行いました。
祝賀会は、大井神社宮美殿にて島田青年会会議所の活動エリアの良いものをギュッと詰め込み
来ていただいた皆様におもてなしの心でお出迎えしました。

創立５０周年記念式典・祝賀会

歴代理事長紹介の風景
特別会員代表挨拶はシニアクラブ鈴木國近会長

式典会場にて現役会員集合写真

祝賀会にて５０周年を祝う鏡開きの風景 祝賀会にて川越し人足の装いでお出迎えする現役会員
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１０月まちづくり例会　創立５０周年記念事業「地讃地笑祭り」

１０月１８日（日）島田市中央公園にて１０月まちづくり例会創立５０周年記念事業「地讃地笑祭り」を
開催しました。本事業は島田青年会議所の活動エリアの魅力を地域の内外に知っていただくことで、
定住人口や交流人口の向上に繋がる例会となりました。
また、島田市と川根本町の社会福祉協議会と災害に関する調印式をはじめ、地域青年団体も
ご協力いただき、約５０００名の来場者と共に大変な賑わいとなりました。

メインステージ風景 災害時応援協定調印式の様子

中央公園でおなじみのミニトレイン
島田ＹＥＧさん協力のもと初のナイトトレインも開催

参加者が装飾した竹灯篭 ASIAN KUNG-FU GENERATIONのボーカル
後藤正文氏によるソロライブを開催

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

島田高校美術部とアカデミーメンバーが制作したご当地カルタ

53 The 50th anniversary ShimadaJC



１０月１２日（月祝）島田市民総合施設プラザおおるりにて創立５０周年記念式典を多くの
島田青年会議所のＯＢをはじめ、多くの皆様ご参集のもと執り行いました。
祝賀会は、大井神社宮美殿にて島田青年会会議所の活動エリアの良いものをギュッと詰め込み
来ていただいた皆様におもてなしの心でお出迎えしました。

創立５０周年記念式典・祝賀会

歴代理事長紹介の風景
特別会員代表挨拶はシニアクラブ鈴木國近会長

式典会場にて現役会員集合写真

祝賀会にて５０周年を祝う鏡開きの風景 祝賀会にて川越し人足の装いでお出迎えする現役会員

祝賀会の歓談風景 祝賀会終了後の現役会員集合写真

１０月まちづくり例会　創立５０周年記念事業「地讃地笑祭り」

１０月１８日（日）島田市中央公園にて１０月まちづくり例会創立５０周年記念事業「地讃地笑祭り」を
開催しました。本事業は島田青年会議所の活動エリアの魅力を地域の内外に知っていただくことで、
定住人口や交流人口の向上に繋がる例会となりました。
また、島田市と川根本町の社会福祉協議会と災害に関する調印式をはじめ、地域青年団体も
ご協力いただき、約５０００名の来場者と共に大変な賑わいとなりました。

メインステージ風景 災害時応援協定調印式の様子

中央公園でおなじみのミニトレイン
島田ＹＥＧさん協力のもと初のナイトトレインも開催

参加者が装飾した竹灯篭 ASIAN KUNG-FU GENERATIONのボーカル
後藤正文氏によるソロライブを開催

The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

島田高校美術部とアカデミーメンバーが制作したご当地カルタ

54The 50th anniversary ShimadaJC



The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
現役会員

理事長
磯田辰哉

直前理事長
朝比奈孝亮

筆頭副理事長
松島裕樹

副理事長
森澤　淳

副理事長
片川範之

副理事長
佐藤隆久

専務理事
町　友輔

まちづくり連携室室長
池内正樹

監事
大場泰介

監事
白坂成吾

副理事長
木村恭輔

役員・監事

委員長
仁科正人

副委員長
増野　豊

会計幹事
井上　篤

委員
山本麻美

委員
門谷紗千子

総務・広報委員会

委員長
齋藤直哉

副委員長
竹島　一

委員
塚本一成

委員
池ヶ谷哲平

会計幹事
中畑美保

委員
天野裕太郎

委員
平口真鶴

委員
片川大輝

研修委員会　創立50周年記念式典・祝賀会担当委員会

委員長
河村裕樹

副委員長
濵野恭平

会計幹事
茂川順一

委員
杉本将明

委員
鈴木裕也

委員
山本雄志

委員
池谷大地

委員
渡邉　潤

委員
鈴木雅八

青少年育成委員会

委員長
高橋純一

副委員長
山村隆康

会計幹事
中村雅一

委員
爾見淳芳

委員
秋野隆人

委員
一言暢昭

拡大・渉外委員会

委員長
松永孝廣

副委員長
川端祥太郎

会計幹事
青木孝通

委員
大石歩真

委員
冨岡雅伸

委員
田中丈雄

まちづくり委員会

委員
杉野直樹

委員
岡本一紀

委員
藤田幸助

事務局長
落合辰也

事務局次長
木佐森崇宏

事務局会計
今井　徹

事務局

55 The 50th anniversary ShimadaJC



The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
現役会員

理事長
磯田辰哉

直前理事長
朝比奈孝亮

筆頭副理事長
松島裕樹

副理事長
森澤　淳

副理事長
片川範之

副理事長
佐藤隆久

専務理事
町　友輔

まちづくり連携室室長
池内正樹

監事
大場泰介

監事
白坂成吾

副理事長
木村恭輔

役員・監事

委員長
仁科正人

副委員長
増野　豊

会計幹事
井上　篤

委員
山本麻美

委員
門谷紗千子

総務・広報委員会

委員長
齋藤直哉

副委員長
竹島　一

委員
塚本一成

委員
池ヶ谷哲平

会計幹事
中畑美保

委員
天野裕太郎

委員
平口真鶴

委員
片川大輝

研修委員会　創立50周年記念式典・祝賀会担当委員会

委員長
河村裕樹

副委員長
濵野恭平

会計幹事
茂川順一

委員
杉本将明

委員
鈴木裕也

委員
山本雄志

委員
池谷大地

委員
渡邉　潤

委員
鈴木雅八

青少年育成委員会

委員長
高橋純一

副委員長
山村隆康

会計幹事
中村雅一

委員
爾見淳芳

委員
秋野隆人

委員
一言暢昭

拡大・渉外委員会

委員長
松永孝廣

副委員長
川端祥太郎

会計幹事
青木孝通

委員
大石歩真

委員
冨岡雅伸

委員
田中丈雄

まちづくり委員会

委員
杉野直樹

委員
岡本一紀

委員
藤田幸助

事務局長
落合辰也

事務局次長
木佐森崇宏

事務局会計
今井　徹

事務局

56The 50th anniversary ShimadaJC



市長町長対談

磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。
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市長町長対談

磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。
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磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

市長町長対談

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。

子供たちの教育について

まちづくりについて
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磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

市長町長対談

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。

子供たちの教育について

まちづくりについて
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磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

市長町長対談

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。

今後の市町の展望について

次代の島田青年会議所に
期待する事
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磯田理事長：染谷市長、鈴木町長、本日
はお忙しい中、一般社団法人島田青年
会議所（以下、島田青年会議所）創立５
０周年の記念誌特別企画「島田市長×
川根本町長×理事長対談」にご協力賜
りまして誠にありがとうございます。
１９６６年５月（２０日）の創立から数
え、本年度、島田青年会議所は５０周
年を迎えさせていただきます。本紙特
別頁は、島田市・川根本町のリーダーで
あるお二方から、我々の島田青年会議
所の運動である、子供たちの教育やま
ちづくりなどを中心に意見交換、振り返
りをさせていただければと存じます。今
日までの青年の運動を知っていただ
き、島田青年会議所の可能性を改めて
知っていただく共に、更なる理解を賜る
事ができれば幸いです。
また、本紙特別頁により、現役ＪＣメン
バーや未来のＪＣメンバーに、島田市長

と川根本町長のお考えを知る素晴らし
い機会になるかと存じます。この頁を読
む事により、自身が選んだＪＣという選
択に誇りを持ち、島田市・川根本町をは
じめとする活動エリアでの更なる青年
の運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お忙し
い中かと存じますが、どうぞよろしくお
願いいたします。

―それではまず島田市・川根本町の昨
今の取り巻く環境についてお伺いさせ
ていただきます。まずは染谷市長、島田
市は本年度（５月５日）、市制１０周年
を迎えたわけですが、この１０年の歩み
をどう振り返っておられますか？

染谷市長：平成１７年の旧島田市、旧金
谷町との合併、更に平成２０年の旧川根

町との合併、その間様 な々出来事を経て、
本年５月５日、島田市は記念すべき１０歳
の誕生日を迎えることができました。
この間に「富士山静岡空港」が開港、更
には「新東名高速道路島田金谷ＩＣ」が
供用開始し、島田市が県内有数の交通
の要衝としてのその重要性が増すと共
に、「人・モノ・情報」が行き交う交流
拠点として、島田市が更に発展する大い
なるチャンスと捉えています。
また、昨年オープンした「川根温泉ホテ
ル」も大人気で、川根地区の地域産業
の振興、雇用の創出及び定住化の促進
の他、大井川流域圏における観光交流
拠点として大きな役割を担うものとなっ
ています。
また、空港開港記念として開催した「し
まだ大井川マラソンinリバティ」は、今
や全国的に高い評価を受けるイベント
へと成長し、今年度も９４００人近い申
し込みがあったところです。
一方、この１０年で状況が大きく変化

し、多種多様となった市民ニーズへの速
やかな対応が求められていると共に、
浜岡原発やリニア中央新幹線、更に大
井川流域住民の最後の砦となる新病院
建設への対応など、市民の安全・安心
の確保を最優先に取り組むべき課題が
あることから、１０年の節目を迎えるに
あたって、喜びと同時に改めて気を引き
締めたところであります。

―同じく島田市青年会議所も５０周年
というアニバーサリーイヤーを迎えたわ
けですが、本年度５０周年迎えるに当た
りどんな想いで島田青年会議所の運動
を行っておりますか？

磯田理事長：戦後７０年、先の大戦が
終結してわずか４年の１９４９年に東京
でＪＣが立ち上げられました。この島田
でも我々の先輩諸兄が島田を良くした
いという想いの元、１９６６年５月２０日
に「ＪＣの若さで作ろう明るい未来」と
いうスローガンのもと立ち上げていただ
きました。この５０周年を迎えるにあ
たって、脈 と々受け継がれてきた先輩諸
兄の思いをしっかりと背負わなければ
ならないと考えております。
本年度の島田青年会議所のスローガン
は、“伝承～古き良き時代を想い、新た
なる時代を築く”と書かせていただいて
います。このスローガンを軸に“明るい
豊かな社会の実現”に向けて活動してい
ます。“明るい豊かな社会の実現”とは、
恒久的な世界平和”と“資本主義経済の
正しい発展”という２本柱が設定されて
おり、そこから島田青年会議所をはじめ
とする全国各地の青年会議所が、地域
の活動に合わせ様々な運動を発信して
います。
本年度、５０周年を迎えるにあたり、
脈 と々受け継がれてきた先輩諸兄の想
いを胸に抱き、愛する地域、家族、仲間
達のため、しっかりと前を見つめ更なる
高みを目指し、青年らしく堂 と々臆する
ことなくメンバー一丸となり進んでいく
必要があると考えます。ＪＣは、４０歳
までという限られた時間の中で活動し
なければなりません。先輩諸兄がそう

だった様に、大きな責任を自覚し、未来
のまちのための推進力となるべく、今日
の犠牲を払うことを厭わず、常に進歩へ
の挑戦を行い、より良き明日を目指し
て、我々の住むこのまちを夢と希望に満
ち溢れたまちにしていこう気概をもって
運動を行っております。

―磯田理事長ありがとうございます。
続いて、鈴木町長にお伺いさせていた
だきます。
就任から１７年にわたりご尽力され、川
根本町も大きく変化をされてきたかと
思います。記憶に新しいのは、やはり２
０１４年６月に正式登録承認された南
アルプスユネスコエコパークだと思い
ます。ユネスコエコパークを通じて、自
然環境への取り組み、観光への期待、
学術研究や教育など様々な分野で次世
代に期待が持てる取組みだと思いま
す。川根本町がもつ本来のポテンシャル
がユネスコエコパークに認定され、川
根本町がもつ素晴らしい環境や資源な
ど明確になったわけですが、改めて川
根本町についてお話いただけますか？

鈴木町長：昭和５２年、私が３４歳で旧
本川根町の町議会議員に当選してから
４０年近く経ちます。社会環境は大きく
変わったと感じておりますが、「この町
を良くしよう、町民の皆さんのために一
生懸命やっていこう」という私自身の気
持ちは何ひとつ変わっていません。当時
から自分が住む町、生まれた町に誇り

が持てるようなことを見つけるべきだと
感じていました。近年過疎化・高齢化と
いわれておりますが、住んでいる人が自
分の街は素晴らしい街だと誇りをもっ
てさえいれば、人口の多い少ないという
ことは関係ないと考えております。
もう一つ大切なことはこれまで長い
間、歴史・伝統・文化を守ってきた先人
の皆さんがいるということ。そのことに
思いを馳せない限りは、発展はないと
考えています。
では川根本町で誇れるものは何か、原
生自然環境保全地域というものが川根
本町の奥にあります。それがコアとな
り、今回、新たにユネスコエコパークへ
登録されました。この原生自然環境保
全地域というものは全国に５カ所しか
なく、また斧やのこぎりが入っていない
地域があるのは本州ではこの地域が唯
一の場所になります。ですから当然将
来的にはここは世界自然遺産に登録さ
れるべきだと発信しております。
今は関係市町村が一体となって今後ど
うしていくかを検討しています。関係市
町村が連携し、大井川流域も一体と
なって行政を進めていく事が大事だと
思っております。
ですからこれからの川根本町の基本的
なスタンスは、ユネスコエコパークが中
軸となって自然環境と共生していくとい
うことが主になります。

―磯田理事長、今のお話を伺っていか
がでしょうか？

磯田理事長：ユネスコエコパークのお
話を伺って、３県に跨っていろいろな市
町と関わっていく事は大井川流域の地
域発展につながっていくと思いますし、
これからは我々島田青年会議所も我々
の活動地域だけではなくいろいろな場
所から発信し合い、切磋琢磨しながら
発展していくべきだと思いました。他の
市町との連携から起こる企画が町おこ
しにも繋がっていくかもしれませんし、
大きな可能性を持っていることだと思っ
ています。
今後は、今まで以上に手を取り合って

頑張っていかなければならないと感じ
ました。島田青年会議所としても、そう
いう意識を率先して持ち、少しでも地域
貢献ができる人財となれるように活動
していきます。

―地域の本当の魅力というものは住ん
でいる我々にしか解らないものかもしれ
ません。中央行政だけではなく、地方と
住民が協力し、発信していかなければな
らないというお話をいただきました。あ
りがとうございます。

―私たち青年会議所は協議制をとって
おります。そして一年ごとに組織が変わ
るという、単年度制をとっています。何
の目的のために活動を行うのか、基本
の部分では変わりませんが、手法の部
分は、その年ごとに変わります。さきほ
ど、鈴木町長より、南アルプスエコパー
クのお話をいただきましたが、本年度、
島田青年会議所も創立５０周年記念事
業を接岨湖にて小学４～６年生を対象
に子供たちの道徳心などを育む合宿を
行う予定でおります。
磯田理事長、本年度の青少年事業の
テーマのひとつに道徳心をテーマにあ
げられていますがどういった想いで道
徳心の重要性を感じていらっしゃいま
すでしょうか？

磯田理事長：時代背景の変化に伴っ

て、子ども達を取り巻く環境も明らかに
変わってきています。私の時代は悪いこ
とをすれば近所のおじさんやおばさん
が叱ってくれました。しかし現代は親が
子供を叱ることも場合によっては虐待
と捉えられてしまう。そんな環境で育つ
子供は無意識に閉塞感にさいなまれて
いると感じます。やはり人と人との繋が
りを知らずに育っているのではないで
しょうか。またその繋がりが無いがゆえ
に当たり前のことを教えてもらっていな
いのではないかと感じます。本来であれ
ばあって当然の「思いやりの心」「感謝
の心」「物を大切にする心」等の「道徳
心」は、時代が進み暮らしが豊かになる
ほど薄れているのではないでしょうか。
子供たちをもっとのびのびした環境に
置ければ、もっと広い心・広がった発想
を持ってもらえる。その心と発想を大人
まで持っていく事ができれば、きっとこ
の地域をよくしてくれる人財になってく
れると思いますし、そうなってほしいと
願っています。私たち島田青年会議所
は当たり前のことは当たり前のこととし
て子供たちに伝え、我々も、もう一度
「日本人の心」を考え、真摯に学ぶと同
時に事業を通じて実践し、次世代へと
継承していかなくてはならないと考えま
す。そして「道徳心」「郷土愛」と「将来
への夢」を持った青少年を一人でも多く
育て、我々の住暮らす地域の発展を共
に考える人財を創りたいと考えます。

―今の磯田理事長のお話は、島田市教
育方針からも非常に共通する部分が多
いと感じました。島田市教育方針では、
現在の子どもたちの置かれている環境
は、物に支配される消費主流の生活で
あり、人間性が弱くなり無機質化が進行
した機械文明社会である。その上で、基
本方針の根幹に「心を育てる」ことを位
置づけています。
やはり染谷市長の目からも、教育の基
盤にはこころの教育（道徳心）が重要
視されているという事でしょうか？

染谷市長：島田の教育は「個に焦点を
当てた教育」と「豊かな心を育む」の２

本の柱があります。基礎学力を土台とし
て、その上に豊かな心を築くことが大事
です。「事を為すは人にあり」このまち
を元気にするにも未来を創るにも教育
への投資は大事なことです。現在も市
の職員を育て、地域に人材を育てること
に取り組んでいます。すぐには目には見
えないことですが、今どうしてもやらな
ければいけないことが人づくりだと思っ
ています。理事長がおっしゃったように
「思いやりの心」「感謝の心」「物を大
切にする心」を育てるために教育の現
場では様々なことを行っています。
近年は全国的に、成功体験だけを与え
てほめて育てる方針が広まっています。
しかしその結果「耐える心」「試練を乗
り越える精神力」を育てるという面で、
果たして十分であったか疑問を持って
います。やはり教育には厳しさも必要で
す。時にはきちっとしたしつけも必要で
すし、代々親から伝えられてきたこと、
地域に伝えられてきたことを教えること
も必要です。そういう意味では子供と
一緒に親も成長していかなければいけ
ません。島田青年会議所の「道徳心」を
育てるという方針は、島田市の教育の
根幹と相重なるものだと感じながらお
話を伺っていました。

―染谷市長ありがとうございます。教育
に関して鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：川根本町は島田市と少し環
境が違っています。若い方が川根本町
の住むにあたって障害になるのが教育
の提供です。小学校・中学校・高校はす
べて連携して対応していますが、町民か
らは小規模校の課題をよく指摘されま
す。しかし今ある小学校４校を統合して
も小規模校は小規模校です。そこで現
在は小規模校の利点を生かして生徒ひ
とり一人に目が行き届く教育が行われ
ています。確かにその分お金はかかりま
すが、本来将来の宝である人を一人育
てるためにはお金がかかるものです。お
金をかけてでも人財を育てるべきだと
いう方針で進んでいます。
また、注目されている教育として、大井

川の水源地がどうなっているかという
教育、どんな努力をしているかという教
育があります。下流の子供たちを含めて
大人たちにも水源地のことを理解して
いただくことも将来的に大事だと思って
います。その為には上流と下流の連携
が必要となっています。
もう一つは、染谷市長・磯田理事長が
おっしゃったのと同じく親の教育です。
教育環境が良くないといわれる親も多い
ですが、人口が少ないが故に各所にすぐ
に話が通せるという点では、子供の教育
環境としては良い事です。地域ぐるみで
子供を育てられるという事です。今現在
それを実践しているところです。
それと、川根高校にはカヌー部がありま
す。その部活に入るために高校に入って
くる生徒もいます。そういった地域に根
ざした特色のある教育を行うことで、
学力だけではなく自分の学校に誇りを
持てるようになります。そういった環境
を行政でも整備して対応する必要があ
ります。地域・学校・行政が一緒になっ
て子供の教育の為に活動していく事が
必要です。
　
―小規模学区だからこそできる政策を
進めているということですね。磯田理
事長、今のお二人のお話を伺って改めて
いかがでしょうか？

磯田理事長：昔にくらべて地域のことに
関心を持つ人が少なくなっていると感じ
ます。そういったことも踏まえて我 も々活
動していかなくてはいけません。改めて、
子どもたちも含めた人と人との繋がり、
絆を感じられる社会の実現に繋げたい
です。そしてこの混迷する社会だからこ
そ、子どもたちには強く、逞しく、“生きぬ
く力”を持ってもらいたいと思います。

―さきほど教育について磯田理事長よ
り、絆、繋がりなどのお話をいただきま
した。私たちの地域へのまちづくり活動
も、ＪＣだからできる“絆や繋がり”を軸
とした、まちづくり事業を開催する事も

あったかと思います。まちづくりのプロ
である行政とは少し違う部分もあるか
思いますが、大きな意味で「我々の活動
地域のまちが良くなって欲しい」という
まちへの想いは変わらないと思います
磯田理事長、まちづくりに関する考え
や、これまでのまちづくり事業などを併
せ、お聞かせください。

磯田理事長：絆というキーワードがあり
ました。昨今、核家族化が進むなか、隣
同士に住む者が互いの顔はおろか声も
聞いたことが無いというのが当たり前と
なってきたように見受けられます。自分
や家族以外、関係ないことは一切しな
い、下手に顔を出せば面倒である。この
ような考え方が、地域に広がりコミュニ
ティの弱体化につながっていると感じ
ています。
ＪＣのまちづくりは、いくつかのアプ
ローチはありますが、キーワードにあげ
られるのは市民意識の変革の実現とい
うものがあげられると思います。一つ目
は、こどもたちの教育に関連するところ
の「ひとづくり」、二つ目に地域コミュニ
ティの活性化、三つ目に歴史・文化の継
承・最後に地域振興があげられます。
これまでの島田青年会議所のまちづくり
事業は、発足当時の交通安全の協力奉
仕からはじまり、街路灯設置討論会、市
民と考える大井川の流域の将来につい
ての勉強会、島田大橋架橋推進運動と
して人間架橋、島田髷祭の推進やバラの
まちづくり運動などを行ってきました。
この島田市・川根本町には様々な歴史・
伝統・文化があると考えています。文化
財になっていなくても歴史があるものも
たくさんあります。そういったものを地
域住民みんなが把握できれば地域の新
たな魅力も感じるでしょうし、この地域
を離れたいとは思わないでしょう。そん
なことを事業や催しを通して伝えていけ
たらと思いますし、発信し続けることに
よって何かの形となって残っていくのだ
と思います。それが明るい豊かな社会に
繋がっていくのだと考えています。
地域の本当の魅力はそこに住んでいる
人たちが一番よく知っています。その魅

力を当たり前のものだと放っておくので
はなく、外に伝えていく事によって、そ
のまちに人が集まると考えます。

―染谷市長が考えるまちづくりとは、い
かがでしょうか？

染谷市長：地域の魅力は住む人にしか
わからない、まさにその通りで、その魅
力をわがまちの誇りとして住民一人ひと
りが語れるようになれば、まちは必ず元
気になります。ではその仕掛けをどう作
るか。
島田市では本年「しまだ市民遺産」と
いうものを認定しようと思っています。
文化財ではないけど地域との関わりの
深いものや長い間愛されているもの、そ
ういったものを島田市の宝に認定し、そ
れを市民の誇りに繋げていければと考
えています。島田市内には、身近過ぎて
気が付かない宝がたくさんあります。そ
れを市外の方からもご意見をいただき
評価してもらいます。島田市に元々ある
宝に目を向け自分のまちに誇りを持っ
てもらう。地域を愛する気持ちに気が
付いて何らかの行動を起こすことはと
ても大事だと思いますし、そういった意
味では島田青年会議所の皆さんの今後
の活躍には大きな期待をしています。

―鈴木町長が考えるまちづくりとはい
かがでしょうか？

鈴木町長：一番大事なのは、住んでいる

市長町長対談

人が誇りを持てるまちづくりです。それ
とまちの応援団がどれだけいるか。支
援や手伝いをしてくれる他のまちや団
体をいかに作るかだと感じています。
その中で自分のまちが素晴らしいと
思っている人がどのくらいいるかが重要
になります。川根本町でもまちに誇りを
持つ町民の数は、ともすると半分くらい
かもしれません。そのくらいの意識の中
では、まちづくりは難しいということが
あります。ですから行政としてはまちの
いいところを知らせる必要があります。
大井川鐡道のアプト式も日本唯一のも
のとして、町民とサポーターにも知って
もらいたいものの一つです。
もう一つは、役場の職員に規律・礼節・
時間厳守の徹底と町民と一体となれと
いうことを言っています。たとえば伝統
芸能が続けられないところが増えてい
る中で、役所の職員がそこに出向き手
伝いながら町民と一体となって地域の
為に活動していく事を実践しているとこ
ろです。

―今のお二人のお話を伺って「住んで
いる人たちの誇り」「対外的な発信」と
いう共通点がありました。また「大井川
流域としてのまちづくり」という共通の
課題があげられました。磯田理事長は
今のお話を伺い、いかがでしょうか。

磯田理事長：規律・礼節・時間厳守は
大事だと考えます。当たり前のことが当
たり前のようにできない時代になってい
る中で、うまく子供たちに伝えていく事
もまちづくりなのだと思います。
発信という点についても、やはり誇りを
持つことで自ずと発信したくなるもので
す。鈴木町長のおっしゃったまちのサ
ポーター制度というものもまちのＰＲに
繋がっていくのだろうと思いました。
我々団体に出来ることはまだまだある
のだと感じました。

鈴木町長：もう一つ大事なのは、人を認
めるという姿勢です。川根本町ではま
ちにいる素晴らしい経験を持った方を
認定しようと考えています。

―市民の声を聞く体制を作ることに
よって、よりリアリティーの高いまちづく
りに繋がっていくのだと理解させていた
だきました。

―今後の島田市や川根本町の展望につ
いて広く、染谷市長と鈴木町長にお話
しいただきたいと思います。染谷市長か
らお願いします。

染谷市長：課題をならべるのは簡単で
すが、課題があるからこそ、やりがいが
あると思っています。だからこそ今生き
ている我々がやれることがたくさんあ
るわけです。地域のおもしろいことを見
つけていく。例えば市の職員が仕事だ
から仕方なくやるのか、おもしろいと
思って地域の創生に携わるのかですご
く大きな差が出てくると思っています。
地域の元気を創るのは人です。それはや
り始めてすぐに成果が出るものではあ
りません。しかし今やらなければこの先
もずっとやれないでしょう。そういった
意味では島田青年会議所はこの先も
ずっとこのまちの中心であり続ける存在
ですから、行政と連携して地域の元気
を創っていっていただきたいと思いま
す。

また島田市は地域資源に恵まれたまち
です。その魅力を踏まえて、逆転の発想
やとんでもない提案をする人間が現れ
るかどうかが勝負どころだと思っていま
す。時代は常に変動しています。その中
で行政は青年会議所さんをはじめとし
た民間の皆さんと連携して時代に合っ
た取り組みをしていく必要があります。
その為に議論をすることで新しいもの
が生み出されていくと思っています。
今日のキーワードでもある大井川流域
の連携という点ですが、昔から大井川
流域は一体でした。その流域の一体感
を様々な事業の中でどう生かしていく
か考えながら、川根本町さんと組んで
新たなことをしていきたいと思っていま

す。大井川流域が持つ恵まれた水資
源・気候・優れた交通結節点等の資源
を最大限生かす為には効果的な連携・
連動、新たな魅力の創出が大事になっ
てきます。そしてその資源を組み合わせ
た新産業の創出や観光プランの開発な
ど、地方創生の動きに合わせて取り組
んでいきます。

―鈴木町長いかがでしょうか？

鈴木町長：大井川流域の総合計画はほ
ぼ終わったと考えています。今後大井川
流域開発をどのように進めていくかとい
う課題には、行政と地方自治体がどう
関わるかという議論が必ず出てきます
し、過疎化が進んでいけば開発が進ん
でも管理すらできないということもあり
ます。
また現在、主な産業の林業と茶業が厳
しい状況の中で、なかなか特効薬が見
つかっていません。しかし、大井川鐡道
のトーマス機関車のような誰も思いつ
かなった発想をすれば新しい産業に繋
がるはずです。島田青年会議所をはじ
めとした異業種の青年が集まり交流す
ることで、是非いろいろな新しい商品や
事業を創っていっていただきたいです。
そしてそれがまちづくりの急速な展開に
繋がっていくのではないかと思います。

―磯田理事長は今のお二人のお話を
伺っていかがでしょうか。

磯田理事長：染谷市長がおっしゃって
いましたが、課題があれば必ずその反
対がある、課題があるほどやりがいが
ある、まさにその通りだと思います。島
田市で言いますと、シャッター街の問題
がありますが、一度シャッター街の方た
ちと話す機会も持つべきだろうと感じ
ました。
また、職員の意識の持ちようで大きな
力を発揮できるというお話も、市町の良
くなった状態を想像しながら、やりたい
という気持ちでまちづくりに繋げていた
だきたいと思いました。
そして、異業種の交流の場というお話に

ついては、我々青年会議所はまさに異
業種の集まりです。青年らしい柔軟な
発想を生かし、市町との交流の場に更
に参加させていただきたいと思いま
す。
ここから１０年２０年、市も町も良く
なっていくことを想像して活動していき
たいと思います。

―長時間に渡り、ありがとうございまし
た。最後に、本年度の５０周年の島田
青年会議所が次代に踏み出す為、そし
てこれから、入会してくる未来のＪＣメ
ンバー達へ、これから行政として島田青
年会議所に期待する事、叱咤激励など
をいただければと存じますがいかがで
しょうか？

鈴木町長：やはり発想が豊かなのは若
い世代です。その若い世代にもっと上
の世代が応援団としてつくことで物事
が上手く進むと思います。年配者のいう
ことをそのまま聞くのではなく、自分た
ち若い世代の柔軟な発想が世界を変え
んだというくらいのつもりで、世代間で
も協力してやっていく事が大切です。そ
いうった意味で島田青年会議所さんに
は大いに頑張ってもらいたいです。

―染谷市長いかがでしょうか？

染谷市長：島田青年会議所さんの人財
育成能力ってすごいなと感心させてい
ただきました。ここに入って切磋琢磨し
ながら個々が成長することで、地域に
かけがえのない人材が生まれるのだろ
うと思います。それが島田青年会議所
さんの５０年の歴史だと感じました。
鈴木町長から世界を変える若者の発
想というお話がありましたが、発想だ
けではなく感性が豊かなのも若い世代
です。新たなまちを創るためには皆さ
んのその発想や感性がどうしても必要
です。今後、お互いに雑談をする機会
をもっともっと持ちたいと感じました。

それがお互いの信頼を生み、そこから
思わぬヒントが生まれるのではないか
と期待しています。これからも島田青年
会議所をはじめ、また他の団体とも連
携してこのまちを良くしていきたいと思
います。島田青年会議所の今後５０年
の更なる発展をお祈りいたします。

―鈴木町長、染谷市長から激励のお言
葉をいただきました。磯田理事長、島田
青年会議所代表して最後に一言よろし
くお願いします。

磯田理事長：本日はありがとうございま
した。我々がまちの為に活動していくに
あたり、市町のことをもっとよく知って
いかなければいけないと感じました。
知っているつもりでも行政の中のほん
の一部しかしらないのだと思います。
そんな中で行政についても、市民につ
いてもしっかりと勉強していかなければ
いけないと感じました。また、豊かな発
想と感性という点でも、もっともっと働
かせていかなければいけないと思いま
すし、普段事業等で子ども達と触れ合
う中で、子ども達の育成をしながら、そ
の中からいただく発想もあると思いま
す。我々の発想が世界を変えないまで
も、この島田、静岡県、そして日本を変
えていきたいという意気込みで進んで

いきたいです。市や町との会談も出来る
だけ多く行なっていきたいと思います
し、もし声をかけさせていただいたとき
には是非よろしくお願いいたします。
新たな５０年の一歩がこれから始まり
ます。我々団体は単年度制をとってはお
りますが、まちづくりに関しては中長期
ビジョンが必要ではないかと感じていま
した。これからも連携を密に取らせてい
ただきながらかんばっていきたいと思っ
ております。本日は本当にお忙しい中あ
りがとうございました。

今後の市町の展望について

次代の島田青年会議所に
期待する事
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まちづくりサミット ～創立50周年特別企画2～
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

先輩方が発信した
まちづくり事業
―本年度、我々一般社団法人島田青
年会議所（以下、島田青年会議所）
は創立５０周年を迎えさせていただ
きます。そこで、記念誌の特別企画
頁にて歴代（直近１０年）のまちづ
くり委員長をお招きし、歴代委員長
サミットを企画させていただきまし
た。本紙特別頁は、現役ＪＣメンバー
や未来のＪＣメンバーに、先輩方の
お考えを知る素晴らしい機会になる
と存じます。この頁を読む事により、
自身が選んだＪＣという選択に誇り
を持ち、島田市・川根本町をはじめ
とする活動エリアでの更なる青年の
運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お
忙しい中かと存じますが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

―２００５年に島田市と金谷町が新
設合併し新制の島田市が発足、その

後２００８年には榛原郡川根町を編
入しました。川根本町においても
２００５年に、中川根町と本川根町が
合併し新たな町として発足しました。
交通インフラにおいては、２００９年
に富士山静岡空港が開港し、２０１２
年には新東名高速道路が開通しまし
た。川根本町の素晴らしい自然は、
２０１４年にユネスコエコパークに
認定されました。この１０年、我々の
住み暮らす地域は、大きな変革の期
間となりました。そこで、直近１０
年の歴代まちづくり委員長に、この
１０年、どのよう想いで事業を発信し
てきたか順にお伺いさせていただき
たいと思います。まずは、２００５
年度は大池先輩がまちづくり委員会
委員長でした。合併直後でしたが具
体的な事業の内容はどのようなもの
だったでしょうか？

大池盛一郎先輩：当時を振り返ると、
とても懐かしい感じがします。合併し
た事もあり「広域まちづくり」をテー

マに活動していました。「広域」を視
野に入れながらのまちづくりという
理事長の想いから、この委員会名に
なったとは思います。地域活性化事
業及び投棄ゴミ解決法事業を企画・運
営し、まちづくり島田、家庭倫理の会、
島田環境ひろばをはじめ、様々な団
体とのネットワークを構築し、投棄
ゴミ問題の解決法を検討する事業を
行いました。家庭倫理の会とは以前
からクリーン作戦で関わりはありま
したが、この事業のために何度も話
し合い、結びつきは強くなったと思
い出します。

やるのは JCしかいない
―大池先輩ありがとうございます。
２００６年ですが、この年は、まち
づくり委員会と地域活性化委員会が
ありました。まず、大石洋一先輩の
まちづくり委員会についてお聞かせ
ください。

大石洋一先輩：我々活動地域の中でご
活躍されているＮＰＯ団体や市民団体
の方をお招きし、今まで無かった繋が
りを持てるような事業を実施しまし
た。自分はＪＣばかりやっていて、ど
この団体がどんな活動をしているのか
知らなかったので、色々と調べていく
うちに、色々な団体が様々なジャンル
でまちづくりをしているのだと知りま
した。当時、理事長からいただいてい
た担いは「合併地域が一体感を持てる
ような事業の企画・運営」でした。そ
れを自分なりに解釈して実施したのが
この事業でした。まちづくりをしてい
る団体が、どこか一つでも繋がること
が出来たらどれだけ島田が変わってい
くのだろうという想いがありました。
ＮＰＯ団体や市民団体が、「みなさん
集まって下さい」っていうのでは集ま
らない。じゃあ、市が集めたら「ＶＳ
市町」の構図が出来てしまうので話が
纏まらない。だったら纏めるのはＪＣ
しかない！そんな想いをもって事業を
企画立案しました。

ひたすらに勉強した一年間
―合併直後ということで広域に繋がっ
ていくという最初の段階でそういった
意味では素晴らしいきっかけになった
のだと思います。続いて大塚先輩は、
地域活性化委員長を歴任されました。

大塚邦昭先輩：私の担当した委員会は

少し特殊な委員会でした。当時、市町
村合併が佳境の中、「住民意識調査」
の実施、報告会を行いました。当然、
何の事業をやろうという悩みはなく
て、ひたすら勉強した１年間でした。
ひとつアンケート（住民意識調査）を
して、ちょっと変わった事というか嬉
しかった事がありまして、アンケート
は島田市だけではなく藤枝市や榛原と
色々な所に配布してあって結果を静岡
新聞に掲載したところ「島田市はどこ
と合併したらよいでしょうか？」の質
問に関して当時の岡部町の住民から
「岡部町は静岡市と合併するのだから
余分なアンケートはいらない」と怒っ
て電話がかかってきました。島田ＪＣ
がやった事業に対して岡部町の方が見
ていてくれていると実感できて嬉し
かったです。そういう意味でも広域を
感じさせてくれた事業でした。その他
に、静岡空港・新幹線新駅・市町村合
併の各題材に関してプレゼンし、その
後、裁判形式で採決とるといった事業
も行いました。

―大石先輩・大塚先輩ありがとうござ
います。２００７年ですが、この年は、
この地域の財産を適材適所に活かした
事業の企画・運営という事業をおこな
いました。白坂君お願いします。

白坂成吾君：この年は６月に、空港を
含む交通インフラの状況と、この地域
の抱えている不安要素を考える例会を
開催させていただきました。様々な手
段の中から「観光を活かしたまちづくり」
をメンバーに進言させていただき、委員
会で作成した資料を使って小旅行を企
画発表してもらいました。この例会を通
じ、この地域の宝を再認識し、他の地域
に伝える意識を高めてもらう事により
「観光を活かしたまちづくり」の一歩を
メンバーで踏み出す事ができました。

―２００８年は、川根町が島田市に編
入した年になります。当時、社会開発
委員長の天王沢先輩は「地域活性化事
業の企画・運営」の事業を行ったかと

思います。翌年が静岡空港開港という
ことで、空港開港を絡めた紙飛行機作
りを通じ、地域の方々との交流という
ことをメインにと考えての事業だった
と思います。当時を振り返りいかがで
しょうか？

人と人の絆を
紙ヒコーキに乗せて
天王沢雄之先輩：当時、まちづくり系
の事業に関わることが多く、今までの
事業を僕たちと同じ年代の方々と行い
たいという理事長の思いもあったの
で、同年代に呼びかけをしてどのくら
いの人数が集まるか、自分たちの事業
にどれだけ賛同してくれるのかに焦点
をしぼってこの事業に臨みました。ご
飯を用意して道具や材料を用意すれば
（ばらまきをやってみたら）人は集ま
るといった結論だったのですが、実際
にこちらの思いが伝わっているかとい
うことはまた別でした。一過性なもの
でＪＣが行う試みとしては弱かったか
なと感じます。
ただ、この経験があったから「絆祭り」
とか、そういう方向に対し色々と考え
方は変わったかなと感じます。ＪＣが
地元でやっていくには、地道な作業・
地道な活動をしていくのが、一番後世
に残ると思います。ゴミ拾いだったり、
私の代で無くなりましたが４ＬＯＭま
ちづくり会議だったりをとにかく行っ

2015年度まちづくり委員会

委員長 松永孝廣 君

2009年度社会開発委員会

委員長 水野貴章 先輩

2012年度まちづくり委員会

委員長 伊藤裕一郎 先輩

2006年度まちづくり委員会

委員長 大石洋一 先輩

2008年度社会開発委員会

委員長 天王沢雄之 先輩

2006年度地域活性化委員長

委員長 大塚邦昭 先輩

２０11年度社会開発委員会

委員長 新間太郎 先輩

2005年度広域まちづくり委員会

委員長 大池盛一郎 先輩

2013年度社会開発委員会

委員長 片川大輝 君

2007年度まちづくり委員会

委員長 白坂成吾 君
2010年度まちづくり委員会

委員長 石川晋太郎 先輩

63 The 50th anniversary ShimadaJC



まちづくりサミット ～創立50周年特別企画2～
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

先輩方が発信した
まちづくり事業
―本年度、我々一般社団法人島田青
年会議所（以下、島田青年会議所）
は創立５０周年を迎えさせていただ
きます。そこで、記念誌の特別企画
頁にて歴代（直近１０年）のまちづ
くり委員長をお招きし、歴代委員長
サミットを企画させていただきまし
た。本紙特別頁は、現役ＪＣメンバー
や未来のＪＣメンバーに、先輩方の
お考えを知る素晴らしい機会になる
と存じます。この頁を読む事により、
自身が選んだＪＣという選択に誇り
を持ち、島田市・川根本町をはじめ
とする活動エリアでの更なる青年の
運動の糧となるような記念誌を製作
させていただければと存じます。お
忙しい中かと存じますが、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

―２００５年に島田市と金谷町が新
設合併し新制の島田市が発足、その

後２００８年には榛原郡川根町を編
入しました。川根本町においても
２００５年に、中川根町と本川根町が
合併し新たな町として発足しました。
交通インフラにおいては、２００９年
に富士山静岡空港が開港し、２０１２
年には新東名高速道路が開通しまし
た。川根本町の素晴らしい自然は、
２０１４年にユネスコエコパークに
認定されました。この１０年、我々の
住み暮らす地域は、大きな変革の期
間となりました。そこで、直近１０
年の歴代まちづくり委員長に、この
１０年、どのよう想いで事業を発信し
てきたか順にお伺いさせていただき
たいと思います。まずは、２００５
年度は大池先輩がまちづくり委員会
委員長でした。合併直後でしたが具
体的な事業の内容はどのようなもの
だったでしょうか？

大池盛一郎先輩：当時を振り返ると、
とても懐かしい感じがします。合併し
た事もあり「広域まちづくり」をテー

マに活動していました。「広域」を視
野に入れながらのまちづくりという
理事長の想いから、この委員会名に
なったとは思います。地域活性化事
業及び投棄ゴミ解決法事業を企画・運
営し、まちづくり島田、家庭倫理の会、
島田環境ひろばをはじめ、様々な団
体とのネットワークを構築し、投棄
ゴミ問題の解決法を検討する事業を
行いました。家庭倫理の会とは以前
からクリーン作戦で関わりはありま
したが、この事業のために何度も話
し合い、結びつきは強くなったと思
い出します。

やるのは JCしかいない
―大池先輩ありがとうございます。
２００６年ですが、この年は、まち
づくり委員会と地域活性化委員会が
ありました。まず、大石洋一先輩の
まちづくり委員会についてお聞かせ
ください。

大石洋一先輩：我々活動地域の中でご
活躍されているＮＰＯ団体や市民団体
の方をお招きし、今まで無かった繋が
りを持てるような事業を実施しまし
た。自分はＪＣばかりやっていて、ど
この団体がどんな活動をしているのか
知らなかったので、色々と調べていく
うちに、色々な団体が様々なジャンル
でまちづくりをしているのだと知りま
した。当時、理事長からいただいてい
た担いは「合併地域が一体感を持てる
ような事業の企画・運営」でした。そ
れを自分なりに解釈して実施したのが
この事業でした。まちづくりをしてい
る団体が、どこか一つでも繋がること
が出来たらどれだけ島田が変わってい
くのだろうという想いがありました。
ＮＰＯ団体や市民団体が、「みなさん
集まって下さい」っていうのでは集ま
らない。じゃあ、市が集めたら「ＶＳ
市町」の構図が出来てしまうので話が
纏まらない。だったら纏めるのはＪＣ
しかない！そんな想いをもって事業を
企画立案しました。

ひたすらに勉強した一年間
―合併直後ということで広域に繋がっ
ていくという最初の段階でそういった
意味では素晴らしいきっかけになった
のだと思います。続いて大塚先輩は、
地域活性化委員長を歴任されました。

大塚邦昭先輩：私の担当した委員会は

少し特殊な委員会でした。当時、市町
村合併が佳境の中、「住民意識調査」
の実施、報告会を行いました。当然、
何の事業をやろうという悩みはなく
て、ひたすら勉強した１年間でした。
ひとつアンケート（住民意識調査）を
して、ちょっと変わった事というか嬉
しかった事がありまして、アンケート
は島田市だけではなく藤枝市や榛原と
色々な所に配布してあって結果を静岡
新聞に掲載したところ「島田市はどこ
と合併したらよいでしょうか？」の質
問に関して当時の岡部町の住民から
「岡部町は静岡市と合併するのだから
余分なアンケートはいらない」と怒っ
て電話がかかってきました。島田ＪＣ
がやった事業に対して岡部町の方が見
ていてくれていると実感できて嬉し
かったです。そういう意味でも広域を
感じさせてくれた事業でした。その他
に、静岡空港・新幹線新駅・市町村合
併の各題材に関してプレゼンし、その
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―大石先輩・大塚先輩ありがとうござ
います。２００７年ですが、この年は、
この地域の財産を適材適所に活かした
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いました。白坂君お願いします。

白坂成吾君：この年は６月に、空港を
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をメンバーに進言させていただき、委員
会で作成した資料を使って小旅行を企
画発表してもらいました。この例会を通
じ、この地域の宝を再認識し、他の地域
に伝える意識を高めてもらう事により
「観光を活かしたまちづくり」の一歩を
メンバーで踏み出す事ができました。
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をしぼってこの事業に臨みました。ご
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（ばらまきをやってみたら）人は集ま
るといった結論だったのですが、実際
にこちらの思いが伝わっているかとい
うことはまた別でした。一過性なもの
でＪＣが行う試みとしては弱かったか
なと感じます。
ただ、この経験があったから「絆祭り」
とか、そういう方向に対し色々と考え
方は変わったかなと感じます。ＪＣが
地元でやっていくには、地道な作業・
地道な活動をしていくのが、一番後世
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ていって地域に発信する。地域美化
活動を地道に行う団体といったほう
が後世に残るかなと感じました。こ
の事業は１発花火的な事業で、花火
を飛ばすこともできなかった。検証
をするには良かった事業だとは思い
ますが、自分の中の「今後のＪＣ活動」
に対して考えが変わった事業でもあ
ります。

―２００９年は水野先輩がまちづく
りの委員長でした。この年富士山静
岡空港が開港しました。１０月に地
域発見例会ということで「島田だい
すき検定」を実施しました。

水野貴章先輩：「ご当地検定」がこの
当時ブームになっていて、自分たちが
住んでいる地域を本当に理解できてい
るのかということも含めて昔からの地
域性や方言や歴史など面白い部分も含
めて検定という形でやらせていただき
ました。その後、何年かＨＰで「島
田大好き検定」が出来るようになって
いました。例会で実際ＪＣメンバーが
検定をした時は、知っている様で知ら
ないこともあり、面白く検定が出来た
と記憶しています。しかし、メンバー
以外の住民の方たちに、それが知らし
められたかというと、もしかしたら一
部だったのかもしれません。クイズ的
な要素もあったり、先程言ったように
知らない部分もあったりして楽しんで
やってもらえたかなと思います。また、

私が委員長を務めた年は、島田市長選
挙公開討論会と衆議院議員選挙公開討
論会も行いました。当日は、一般来場
者約８００人の人が来場いただき、そ
の９割近くの方にアンケート回答をい
ただきました。また、地元のケーブル
ＴＶ会社のご協力により、この討論会
を完全ノーカット放送していただきま
した。都合により来場できなかった市
民の方にも、各候補予定者の考え方や
振る舞い方を知っていただけたことも
大変有意義でした。

―２０１０年は石川先輩が５月から
１０月までの長い期間で「稲作・畑
作を通じてのまちづくり」という事
業だったと思います。　

石川晋太郎先輩：グローバル社会も発
達し、日本も外国人の数も多くなって
きていて、それだからとは言わないけ
れど犯罪も凶悪化してきました。また、
この地域柄いつ災害が起きてもおかし
くない状況の中で地域のコミュニケー
ションがだんだん希薄になっていると
感じ企画しました。当時、大石聡先輩
が担当副理事長で、天王沢委員長の紙
飛行機の時に「こういう事業良いよね」
「コミュニケーション的な事業が良いよ
ね」と話したことがあって、コミュニ
ケーションを軸にした事業を実施しま
した。事業では、５月から１０月、約
５ヶ月間に渡って、稲作・畑作といっ
た農業を中心に事業を行いました。全
６回に及ぶ事業となりましたが、回数
を重ねただけのことはあったと思いま
す。子どもというのも１つのテーマに
なっていて、先程も良いましたが、社
会が変わってくる中でオンタイムにい
る子供たちが、対極にある農業や地域
のコミュニケーションの中でまた違っ
た感性を身につけてもらえるのではな
いかとも考えました。同じ地域・同じ
小学校でこういった事業はありますが、
島田市内の色々な地域から集まって事
業を行うことは珍しいと思います。子
供たちにとっても親たちにとってもと
ても良い機会だったと感じます。

―２０１１年は新間先輩がまちづく
りの委員長を努められました。地域発
展に寄与するまちづくり事業の企画・
運営「７月まちづくり例会」と言う
ことで地域医療をテーマとしたシン
ポジウム開催とあります。今現在も
島田市民病院を建て替える等、地域
医療問題はありますが、このシンポ
ジウムで話題にされた内容はどんな
ものでしたか？

新間太郎先輩：当日は多くの方に、ご
来場いただきました。当時、このま
までは、我々の地域も医師不足にな
るという懸念から、「みんなで考える
地域医療シンポジウム」を開催いた
しました。来場者の方々に地域医療
の現状を知っていただき、患者側の
意識改善と医療従事者の方へ感謝の
気持ちを持つきっかけを創ることが

出来たと思います。報道等で見聞きし
ている情報と実際に地域医療に携わっ
ている人たちの生の声を聞くのでは全
く違うと思うので、皆さんに地域医療
の問題を考える例会になったと思いま
す。

本当はゆるキャラを
やりたかった
―２０１２年のまちづくりの委員長
は、伊藤先輩が担当されました。この
年はブロック大会の主管の年で、それ
に関わり合いのある例会が開催されま
した。「祭りから学ぶまちづくり」を
テーマとした例会を開催し、９月の会
員大会例会の企画・運営につなげてい
くと行ったと思うのですが。とても苦
労されたと思うのですが、どうだった
のでしょうか？

伊藤裕一郎先輩：最初の段階では「ゆ
るキャラ」をやりたかったのですが、
様々な事情で軌道修正し、「絆祭り」
に繋がりのある事業を企画・運営させ
ていただきました。正直、準備や運営
に割く時間が凄くて、何をやっている
かが終わってからようやく分かったよ
うな状況でした。絆祭りでは、当時の
市長曰く「茶まつりは川を越えてやっ
たことが無い」後から聞くと結構面白
いことを実際はやっていたと。でも、
個人的に反省をすると、次の世代に何
か伝えられたかなと言う所で、終わっ

たら全てが終わりじゃなく、何か繋げ
るものを残したかった事が心残りでは
あります。

―２０１３年は片川大輝君の社会開発
委員会委員長を努めました。地域住民
に対し社会の関心を喚起するための事
業の企画・運営ということで２００６
年の大塚先輩以来の「島田市民意識調
査アンケート」を実施しました。当時
を振り返りいかがでしょうか？

片川大輝君：前年度の伊藤先輩の「絆
祭り」で、ＪＣの注目度がＵＰしてい
る中で、大塚先輩のアンケートを参考
にさせていただき、市長選を前に市民
アンケートを実施しました。島田市民
がどういった方向に関心が向いている
のかなどを調べ、アンケート結果を島
田市長選挙の公開討論会と絡めて実施
しました。アンケートも大塚先輩が
行ったものよりも内容的なものは簡単
で「今関心のある問題は？」、「今後の
島田市にとって特に重要だと思う項目
は？」、「島田市を良くするためにあな
たはどんなことをしたいですか？」、
「市民自らどう動きたいと思っている
か？」、「島田市の不便・不憫を感じて
いることは？」とか。これも公開討論
会が頭にあった上での質問の内容では
あったのですが、それをアンケートで
とって集計した結果を「先驅」という
形で島田市内へ新聞折り込みで配布し
ました。この取り組みで島田青年会議

所の活動を市民に発信すると同時に市
長選挙の公開討論会のＰＲという意味
で実施させていただきました。

―２０１４年は「７月まちづくり例会」
と言うことで島田発見市を実施しまし
た。サンワフィールドさんで地域の出
店者や伝統芸能の演者さんや藤枝ＭＹ
ＦＣの方々にご協力いただき開催した
わけですが、本日委員長が公務の為欠
席のため当時委員だった水野先輩にど
んな事業だったか伺いたいと思います。

水野貴章先輩：ＪＣメンバー一人ひと
りが「地域の宣伝マン・宣伝ウーマ
ン」となって市町をＰＲする事業とい
うことで開催しました。最初、風呂敷
を大きく広げたものですからフットサ
ルのイベントにワールドカップ位の名
前をつけようとしていました。まちづ
くりでやるからには、静岡空港を利活
用し日本全国もしくは海外からもフッ
トサルの集客をしてみようというとこ
ろから始まりました。委員会等を重ね、
現実と希望との中で段々事業が纏まっ
ていき、最終的にはフットサルをやる
だけではなく、カタカタづくりをした
り、赤石太鼓さんに来ていただいたり、
２０店程の出店ブースの方々に参加し
ていただきました。フットサルをしに
来ている子供達や親御さんだけではな
く、地域の方々にも来てもらうように
実施しました。ただ、会場が奥まった
場所だったのでフットサル参加者以外
のお客様を、どれだけ取り込めたかは
解らない。それほどの数ではなかった
ように思います。ただ、来てもらった
方々には有意義な時間となったと認識
しております。今日は欠席しておりま
すが高橋委員長がルクレＭＹＦＣの女
子選手とプレーが出来るということで
集客を募った所もあったのでそういっ
た部分でも有意義だったと思います。
この事業通じてだけという訳ではあり
ませんが、出店ブースの方達とも色々
な繋がりが出来たと思います。これか
ら先にＪＣの事業でそう言った方達と
も交流が深められたかと思います。
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労されたと思うのですが、どうだった
のでしょうか？

伊藤裕一郎先輩：最初の段階では「ゆ
るキャラ」をやりたかったのですが、
様々な事情で軌道修正し、「絆祭り」
に繋がりのある事業を企画・運営させ
ていただきました。正直、準備や運営
に割く時間が凄くて、何をやっている
かが終わってからようやく分かったよ
うな状況でした。絆祭りでは、当時の
市長曰く「茶まつりは川を越えてやっ
たことが無い」後から聞くと結構面白
いことを実際はやっていたと。でも、
個人的に反省をすると、次の世代に何
か伝えられたかなと言う所で、終わっ

たら全てが終わりじゃなく、何か繋げ
るものを残したかった事が心残りでは
あります。

―２０１３年は片川大輝君の社会開発
委員会委員長を努めました。地域住民
に対し社会の関心を喚起するための事
業の企画・運営ということで２００６
年の大塚先輩以来の「島田市民意識調
査アンケート」を実施しました。当時
を振り返りいかがでしょうか？

片川大輝君：前年度の伊藤先輩の「絆
祭り」で、ＪＣの注目度がＵＰしてい
る中で、大塚先輩のアンケートを参考
にさせていただき、市長選を前に市民
アンケートを実施しました。島田市民
がどういった方向に関心が向いている
のかなどを調べ、アンケート結果を島
田市長選挙の公開討論会と絡めて実施
しました。アンケートも大塚先輩が
行ったものよりも内容的なものは簡単
で「今関心のある問題は？」、「今後の
島田市にとって特に重要だと思う項目
は？」、「島田市を良くするためにあな
たはどんなことをしたいですか？」、
「市民自らどう動きたいと思っている
か？」、「島田市の不便・不憫を感じて
いることは？」とか。これも公開討論
会が頭にあった上での質問の内容では
あったのですが、それをアンケートで
とって集計した結果を「先驅」という
形で島田市内へ新聞折り込みで配布し
ました。この取り組みで島田青年会議

所の活動を市民に発信すると同時に市
長選挙の公開討論会のＰＲという意味
で実施させていただきました。

―２０１４年は「７月まちづくり例会」
と言うことで島田発見市を実施しまし
た。サンワフィールドさんで地域の出
店者や伝統芸能の演者さんや藤枝ＭＹ
ＦＣの方々にご協力いただき開催した
わけですが、本日委員長が公務の為欠
席のため当時委員だった水野先輩にど
んな事業だったか伺いたいと思います。

水野貴章先輩：ＪＣメンバー一人ひと
りが「地域の宣伝マン・宣伝ウーマ
ン」となって市町をＰＲする事業とい
うことで開催しました。最初、風呂敷
を大きく広げたものですからフットサ
ルのイベントにワールドカップ位の名
前をつけようとしていました。まちづ
くりでやるからには、静岡空港を利活
用し日本全国もしくは海外からもフッ
トサルの集客をしてみようというとこ
ろから始まりました。委員会等を重ね、
現実と希望との中で段々事業が纏まっ
ていき、最終的にはフットサルをやる
だけではなく、カタカタづくりをした
り、赤石太鼓さんに来ていただいたり、
２０店程の出店ブースの方々に参加し
ていただきました。フットサルをしに
来ている子供達や親御さんだけではな
く、地域の方々にも来てもらうように
実施しました。ただ、会場が奥まった
場所だったのでフットサル参加者以外
のお客様を、どれだけ取り込めたかは
解らない。それほどの数ではなかった
ように思います。ただ、来てもらった
方々には有意義な時間となったと認識
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JC という立場での
まちづくり事業の役割
―この１０年の、まちづくり事業を
振り返っていただきました。少しず
つですが、当時の想いが蘇ってきた
様に感じます。振り返ってみていか
がでしょうか？

天王沢雄之先輩：以前は、ＪＣはＪ
Ｃだけで発案して考察して終わらせ
ていた様な気がするのですが、時代
が進むにつれ段々とＪＣだけでなく
他の団体とコラボレーションして活
動していくといった流れになってき
たように思います。

ー当時は、空港はまだ出来てない、合
併も完全ではないという時期で手探
りだった時期から、現在は整備が進ん
でいる交通インフラなどを利活用し、
我々の活動地域の魅力をどのように
発信していこうか？という活動が目
立ってきた感じがします。先程、天王
沢先輩からもありましたが、この１０
年でまちづくりに対するＪＣの役割
と言うものが変わってきたと思いま
す。それまではＪＣ単独で活動して
いたものが、色々な団体や地域の方々
と関わり、変化してきたと思います。

大石洋一先輩：天王沢君が言った様
にＪＣとしての関わり方が変わって

きたという話を考えると、まちづく
り事業に関しては時代背景を考慮し、
考えていく必要があると感じました。
例えば景気が良い時のまちづくりは
どういうまちづくりになるのか？逆
に景気が悪い時のまちづくりはどう
いうまちづくりか？単独でやってい
た所から単独でない、コラボレーショ
ンが流行になってきましたよと言う
時に、「何でそれが流行になったの
か？」を考えなくてはならない。人間
の心理として、もし仮に単独で効果
が出ていたならコラボはしないはず。
「ＪＣだけで効果が出ましたよ」「すご
いまちづくり成功したよね」だった
ら単独でやり続けると思います。効
果が出てないから「コラボしたら何
か変わるかもしれない」と言う話が
出てきたからだと思います。
そもそも最終的にまちづくりの答え
は出ていないのかもしれない。出て
いないからこそ、あの手この手で色々
なことをやっているのだと思います。

島田 JCとしての
VISIONが必要
大石洋一先輩：ＪＣのまちづくりと
して、何かをしないといけない。Ｊ
Ｃを企業に置き換えた時に、その年
その年で考えるのではなくて、何ヶ
年計画をたてて利益を出すことを目
的とするのが企業だと思う。周年に

は同じように何ヶ年計画がつきもの。
大きな方向性を持って、効果をこの位
出していこうという道筋をたてない
とまず難しい。全国的にまちづくり
事業はほぼ失敗していて成功してい
る所は本当に少ない。継続事業をし
ろと言う話ではなくて、ただただ方
向性を定める必要がある。島田ＪＣ
ではここ１０年ではこれを目指して
いますという事だけはブレずに、目
的を達成するためにこういう案をつ
くりました・例えば稲作やりますよ・
紙飛行機やりますよ・アンケートや
りますよ・それらを含めて「これは
目的を達成するためにやっているの
です」というものが最低限ないと厳
しいと思います。

石川晋太郎先輩：隣の藤枝市をみる
と最初「スイーツタウン」とか「スイー
ツのまち」といってまちづくりを始
めて「何言っているの？」とか思った
のですが、あれからかなり時間がたっ
たら「スイーツ＝藤枝」と言うイメー
ジはつきましたよね。ブランディング
的にも成功した例ではないかと思い
ます。現在も産業強化法とかいう認定
都市に静岡市や藤枝市も入っている。
最近では、起業家支援を推進し始めて
いて、これもやり続けていくと、あ
そこは「起業のまちだ」というイメー
ジが付くのではないかと思う。うま
い方法かなと。これも国の補助金で
出来る事なので自分のまちの力はそ

れほどいらない。言い続けていく事が
大事なのかなと思います。

大池誠一郎先輩：私は、島田ＪＣとし
て方向性がその時その時で多少の違い
があっても目指している方向は、何と
なく決まっているのかなと感じます。
ただ、単年度制があることで難しいか
なという気もします。今色々な話を聞
いていると、この年でやった事業を何
年後かにやっていて繋がりがあるとい
えばあるのだと思う。でもやはり、そ
れもブチブチと途切れていることが印
象にある。何かもったいないかなと感
じます。難しいかもしれないけれど継
続事業をしても良いのかもしれない。

―現在も、長いスパンで事業をしてい
るＪＣも多くあります。また、市民団
体で、演劇を行ったり、お祭りやＪＡ
ＺＺの音楽祭をやったりというのも実
際にありますよね。

大池盛一郎先輩：市民でやるのにも
限りがあるのでそこに島田ＪＣが関
わることで実現することがあるのか
もしれない。

―大塚先輩は、藤枝に住まわれていま
すが、外から見てこの地域はどう見え
ていますか？

大塚邦昭先輩：勢いと言う点で言った
らやはり、藤枝市は全然違います。ただ、

藤枝の発展と言うのはナショナルブラ
ンド。いわゆる「チェーン店」のおか
げの部分もあるので、「藤枝に住んでい
ます！！」という実感はあまりないか
もしれません。全国のどこにでもある
地方都市といった感じも一部します。

地域性を活かした
まちづくり
―「島田といったら○○」と言ったよ
うに特化したものがあった方が良いの
でしょうか？

大塚邦昭先輩：場所的なことを言って
も島田市が藤枝市になりましょうって
いうのは不可能。藤枝市に住んでいて、
静岡市に働きに行っている人もかなり
多いと思います。島田市が藤枝市と同
じ土俵で競争しようというのも無理な
話しですし、違う方向を目指した方が
良いと思います。それから先ほどの継
続の話ですが、私が現役の時からも、
はっきりと「継続事業をしないとまち
づくりはできない」と言っておりまし
た。その逆でＪＣの良いところは単年
度制で、且つ卒業があるという点。ど
んどん卒業していき新しいメンバーが
多少ＯＢの顔色を見ながらも新しい事
業ができる他の団体には無い良い制度
だと思います。「継続事業をやらなきゃ
駄目だ！！」とは思ったり、その一方
で革新的な事業もやってみたいと思っ
たりと答えが出ない感じです。

白坂成吾君：住民に意見聞くという観
点では、大塚先輩の実施したアンケー
トの中に割と訴え、ヒントが出ている
のに、メンバーは忙しさに感けて全員
がしっかり見ていない様に思えます。
自分が理事長でアンケートをやった時
でも大塚先輩のアンケートを参考にさ
せていただいたのですが、その中に結
構訴えや答えがあった。それをメン
バーに言うのですがなかなか浸透しな
い。あれを見ると本当に求められてい
るものが露骨にあったりします。市民
が求めるものを実行するのが我々島田

ＪＣではないとは思いますが、みんな
で市民が求めているものを再確認する
には良いのかなと思います。単年度制
に関しては、善し悪しもあり。ただも
うちょっと自発性が足りないように感
じます。自分も叩かれた方なのでメン
バー全体に元気がないのかなと思った
りします。

単年度制の中での
継続事業とは
松永孝廣君：私は市外出身で、８年ほ
ど前に越してきて事業をしています。
静岡市は、今年徳川４００年祭なので
すが、私もお神輿の関係で携わってい
て、実は１０年前から企画は進行して
いました。その他にもカンヌと提携都
市で夏になれば映画祭を開催したり、
それぞれかなり長いスパンで企画・運
営されています。単年だと限界がある
し、出来ることが限られてしまう。
ただＪＣに所属して思うのが、理事長
の意見を踏襲して自分なりにそれに応
えるものを出す、といった単年度制で
しか出来ないものもあると思います。
一長一短ではあるけれどもＪＣの良さ
を出すのなら単年度で新しいものをど
んどんと出していく事が良いと思いま
す。また、過去の議事録等をたくさん
読んでそこからひっぱって来ることも
できる。それが実は今の現役メンバー
に足りない部分。今この段階になって
感じています。それから島田のポテン
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でいる交通インフラなどを利活用し、
我々の活動地域の魅力をどのように
発信していこうか？という活動が目
立ってきた感じがします。先程、天王
沢先輩からもありましたが、この１０
年でまちづくりに対するＪＣの役割
と言うものが変わってきたと思いま
す。それまではＪＣ単独で活動して
いたものが、色々な団体や地域の方々
と関わり、変化してきたと思います。

大石洋一先輩：天王沢君が言った様
にＪＣとしての関わり方が変わって

きたという話を考えると、まちづく
り事業に関しては時代背景を考慮し、
考えていく必要があると感じました。
例えば景気が良い時のまちづくりは
どういうまちづくりになるのか？逆
に景気が悪い時のまちづくりはどう
いうまちづくりか？単独でやってい
た所から単独でない、コラボレーショ
ンが流行になってきましたよと言う
時に、「何でそれが流行になったの
か？」を考えなくてはならない。人間
の心理として、もし仮に単独で効果
が出ていたならコラボはしないはず。
「ＪＣだけで効果が出ましたよ」「すご
いまちづくり成功したよね」だった
ら単独でやり続けると思います。効
果が出てないから「コラボしたら何
か変わるかもしれない」と言う話が
出てきたからだと思います。
そもそも最終的にまちづくりの答え
は出ていないのかもしれない。出て
いないからこそ、あの手この手で色々
なことをやっているのだと思います。

島田 JCとしての
VISIONが必要
大石洋一先輩：ＪＣのまちづくりと
して、何かをしないといけない。Ｊ
Ｃを企業に置き換えた時に、その年
その年で考えるのではなくて、何ヶ
年計画をたてて利益を出すことを目
的とするのが企業だと思う。周年に

は同じように何ヶ年計画がつきもの。
大きな方向性を持って、効果をこの位
出していこうという道筋をたてない
とまず難しい。全国的にまちづくり
事業はほぼ失敗していて成功してい
る所は本当に少ない。継続事業をし
ろと言う話ではなくて、ただただ方
向性を定める必要がある。島田ＪＣ
ではここ１０年ではこれを目指して
いますという事だけはブレずに、目
的を達成するためにこういう案をつ
くりました・例えば稲作やりますよ・
紙飛行機やりますよ・アンケートや
りますよ・それらを含めて「これは
目的を達成するためにやっているの
です」というものが最低限ないと厳
しいと思います。

石川晋太郎先輩：隣の藤枝市をみる
と最初「スイーツタウン」とか「スイー
ツのまち」といってまちづくりを始
めて「何言っているの？」とか思った
のですが、あれからかなり時間がたっ
たら「スイーツ＝藤枝」と言うイメー
ジはつきましたよね。ブランディング
的にも成功した例ではないかと思い
ます。現在も産業強化法とかいう認定
都市に静岡市や藤枝市も入っている。
最近では、起業家支援を推進し始めて
いて、これもやり続けていくと、あ
そこは「起業のまちだ」というイメー
ジが付くのではないかと思う。うま
い方法かなと。これも国の補助金で
出来る事なので自分のまちの力はそ

れほどいらない。言い続けていく事が
大事なのかなと思います。

大池誠一郎先輩：私は、島田ＪＣとし
て方向性がその時その時で多少の違い
があっても目指している方向は、何と
なく決まっているのかなと感じます。
ただ、単年度制があることで難しいか
なという気もします。今色々な話を聞
いていると、この年でやった事業を何
年後かにやっていて繋がりがあるとい
えばあるのだと思う。でもやはり、そ
れもブチブチと途切れていることが印
象にある。何かもったいないかなと感
じます。難しいかもしれないけれど継
続事業をしても良いのかもしれない。

―現在も、長いスパンで事業をしてい
るＪＣも多くあります。また、市民団
体で、演劇を行ったり、お祭りやＪＡ
ＺＺの音楽祭をやったりというのも実
際にありますよね。

大池盛一郎先輩：市民でやるのにも
限りがあるのでそこに島田ＪＣが関
わることで実現することがあるのか
もしれない。

―大塚先輩は、藤枝に住まわれていま
すが、外から見てこの地域はどう見え
ていますか？

大塚邦昭先輩：勢いと言う点で言った
らやはり、藤枝市は全然違います。ただ、

藤枝の発展と言うのはナショナルブラ
ンド。いわゆる「チェーン店」のおか
げの部分もあるので、「藤枝に住んでい
ます！！」という実感はあまりないか
もしれません。全国のどこにでもある
地方都市といった感じも一部します。

地域性を活かした
まちづくり
―「島田といったら○○」と言ったよ
うに特化したものがあった方が良いの
でしょうか？

大塚邦昭先輩：場所的なことを言って
も島田市が藤枝市になりましょうって
いうのは不可能。藤枝市に住んでいて、
静岡市に働きに行っている人もかなり
多いと思います。島田市が藤枝市と同
じ土俵で競争しようというのも無理な
話しですし、違う方向を目指した方が
良いと思います。それから先ほどの継
続の話ですが、私が現役の時からも、
はっきりと「継続事業をしないとまち
づくりはできない」と言っておりまし
た。その逆でＪＣの良いところは単年
度制で、且つ卒業があるという点。ど
んどん卒業していき新しいメンバーが
多少ＯＢの顔色を見ながらも新しい事
業ができる他の団体には無い良い制度
だと思います。「継続事業をやらなきゃ
駄目だ！！」とは思ったり、その一方
で革新的な事業もやってみたいと思っ
たりと答えが出ない感じです。

白坂成吾君：住民に意見聞くという観
点では、大塚先輩の実施したアンケー
トの中に割と訴え、ヒントが出ている
のに、メンバーは忙しさに感けて全員
がしっかり見ていない様に思えます。
自分が理事長でアンケートをやった時
でも大塚先輩のアンケートを参考にさ
せていただいたのですが、その中に結
構訴えや答えがあった。それをメン
バーに言うのですがなかなか浸透しな
い。あれを見ると本当に求められてい
るものが露骨にあったりします。市民
が求めるものを実行するのが我々島田

ＪＣではないとは思いますが、みんな
で市民が求めているものを再確認する
には良いのかなと思います。単年度制
に関しては、善し悪しもあり。ただも
うちょっと自発性が足りないように感
じます。自分も叩かれた方なのでメン
バー全体に元気がないのかなと思った
りします。

単年度制の中での
継続事業とは
松永孝廣君：私は市外出身で、８年ほ
ど前に越してきて事業をしています。
静岡市は、今年徳川４００年祭なので
すが、私もお神輿の関係で携わってい
て、実は１０年前から企画は進行して
いました。その他にもカンヌと提携都
市で夏になれば映画祭を開催したり、
それぞれかなり長いスパンで企画・運
営されています。単年だと限界がある
し、出来ることが限られてしまう。
ただＪＣに所属して思うのが、理事長
の意見を踏襲して自分なりにそれに応
えるものを出す、といった単年度制で
しか出来ないものもあると思います。
一長一短ではあるけれどもＪＣの良さ
を出すのなら単年度で新しいものをど
んどんと出していく事が良いと思いま
す。また、過去の議事録等をたくさん
読んでそこからひっぱって来ることも
できる。それが実は今の現役メンバー
に足りない部分。今この段階になって
感じています。それから島田のポテン
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シャルといえば、やはり豊かな自然
があって交通の便がよい田舎という
こと。「田舎」いう事を全面に出すべ
きだと思います。発展だけを求める
と「都市へ行った方が良いでしょう」
という話になってしまう。自分の心
の健康のためや、子供たちを健康な
場所で育てたいと田舎に移住する方
が増えていますし、それもまちづく
りのひとつだと思います。

伊藤裕一郎先輩：単年度かどうかと
言う事に関しては自分も思っていた
所で。良さもあると改めて感じたの
ですが、ただマンパワーをみても事
業が多すぎるのではないかと。逆に
事業を絞って厚みを増したものを実
施する形はとれないのかなと思いま
した。

白坂成吾君：成功モデルをそのまま
真似してしまいますが、施設の入場
数ランキングが、ディズニーリゾー
ト・ＵＳＪ・刈谷ＳＡの順番です。我々
の地域にも新東名が通っていて金谷
に広大な土地がある。実現するかしな
いは別で、ＪＣが率先して何かをし
かけてモデルを作っていくべきだと
思います。空港も新東名もそうです
が、あるものに対して自信をもって
推していくことを求められているの
かなと感じます。空港誘致のキャラ
バンではないですが、他の団体が「何
でそこまでやるの？」と思うくらいに
活動するのがＪＣだと思います。も
しこれが実現出来たとしたら刈谷を
抜いて、ディズニーリゾート・ＵＳＪ・
金谷ＳＡになるかもしれませんし。

引き出せるのは地域と住み
暮らす人々の底知れぬ力
大石洋一先輩：今だからこそＪＣの
行う「まちづくり」と行政の行う「ま
ちづくり」との違いが大きくあると
感じています。先ほど企業誘致の話
が出ましたが、企業誘致とかインフ
ラ整備とかをＪＣでやれと言っても

無理な話しです。逆に市も県も国も
手を出せない所は何だと考えると「人
の力」だと思う。例えば「活気のあ
るまちにする」とか「人の力が元気
だよ」とかっていうのは逆に市とか
県とか国とかで成功したと言う事を
聞いたことが無い。ＪＣが出来る部
分、ＪＣしか出来ない部分はそこで
は無いかなと思う。それに対して色々
なアクションを起こしていくのがＪ
Ｃの目指す所かなと思います。

白坂成吾君：プラス、行政とか今の
時代背景だとかを密に情報を取って
いかなくてはならない。必要であれ
ば県庁や市役所に行って「どんな方
向性で行くのですか？」と聞きに行っ
ても良いし、市長や議員を呼んで「こ
れからどうなるのか」説明をしても
らっても良い。そこで効果のあるや
り方をリアルな所で突いていかない
とならない。確かに夢を追う団体で
はあるけれども、まちづくりは夢の
話ではなく現実の話だと思う。いか
に現実をどう掴むか、もっとえぐっ
ていく所だと思います。

青年会議所は硬派な団体
―ＪＣにおける「まちづくり」におい
て、人と人との繋がりの必要性につい
ては、振り返りの時にお話しがありま
した。天王沢先輩いかがでしょうか？

天王沢雄之先輩：自分達の出したお
金を自分達で計画をして自分達の考
えで管理していける団体なので、そ
この硬派な部分を発信する必要があ
ります。自分達の考えを発信してい
くと言った意味では継続云々という
よりも本質的なものを一本通す必要
はあると考えます。「青年会議所はこ
うである」という事を「５年、１０年」
のスパン、後の「１００年」のスパン
で通していく。１００年続けるという
意気込みにもなるので、そう言うもの
がまちづくりには必要ではないか。今
１０年間を振り返っただけでも様々
な形があったように思います。アプ
ローチの仕方は様々（単年度）で構わ
ないけれども、一つの道筋だけはやっ
ぱり５０年から１００年に向けて「こ
のまちづくりっていうものをＪＣは
考えていくのだよ」と言う事を現役の
皆さんには考えてもらう必要がある
と思います。「初倉祭り」って年々バー
ジョンアップしていると思うのです
が、あれって経験がずっと積み重なっ
ていっているから大きくなってきて
いる。大祭もそうでしょうし、その他
のもしかりで。脈々と受け継がれて
きたブランドデザインを、まちづく
りに関してもう一度これから先のデ
ザインを作りあげなくてはならない。
先程言っていたようにＪＣは人を動
かせるので自分達はもっと一生懸命
に勉強して、色々な規制の事も勉強
してから、アプローチが出来る団体、
市や県に物申せる団体にプライドを
持って成長していくべきだと思う。
だから一過性の花火を上げることも
大事だけれども地道に勉強して、地
道に発信してという中でどういう方
向性を持ってやって行くかは単年度
ではやはり出来ない。まちづくりに
関しては長期的なものの見方をしな
くてはたぶん成功しないと思います。
あとは、まちづくりの委員長になると
悩まされてきたのは理事長の想いだ
と思います。まちづくりには正解が無
いのでどうしたいのかが分からない。
理事長だって分かって無いと思いま

す。でも皆「活気があるまちって良い
よね」と言っているので、たぶん皆の
共通意識はそこだと思います。目に見
えないものだから目に見える形に皆が
体現してきただけであって、だけどそ
れを現役のメンバーは目に見える形で
責任を持って発信して、約束をして後
世に繋げて、それを市や県に繋げられ
るようにする。そういう団体になって
いくべきだと思います。他はたぶんで
きないし無責任。責任を持って出来る
のが違いだと思います。地域との繋が
りだけでは無く、自分達はどうあるべき
かという事をもっと考えるべき、もっと
勉強すべきだと思います。

地域住民はＪＣを見ている
―理事長経験者の大石先輩、白坂君い
かがでしょうか？

白坂成吾君：まだ熱が冷めてないので
すが、今年度とうかい号に乗船させて
いただきました。そんな中で、忘れて
いたものを思い出させてもらったの
が、一般の乗船者がＪＣをどう見てい
るのかでした。僕らは自分のお金で、
時間を費やして、家族に支えてもらい
ながらもこんなにやっているのにとい
う気持ちが長くＪＣをやっているとど
こかで出てしまっている。一般の乗船
者も僕たちが思っているよりも意識
が高い人もいるし、レベルが高い人と
か色々な人達がいて、結論から言うと
一般の方達はＪＣにもっと高いレベル
を求めているのだと感じました。メン
バーは市民からＪＣの認知度が低いと
思っていますが、一般の方はＪＣの事
をよく見ています。本当に相手が引く
程に本気になって「何でこんなにやっ
ているのだろう」と思われないと評価
されないレベルに５０年、６０年やっ
ていると、なってきているのだと改め
て感じました。

大石洋一先輩：まず、理事長の時とい
うのは方策をぼんやりとしか掲げられ
ません。それを具体化するのが委員長

であるし。正直、上に行けば行くほど
本当の一手が指せないのではないかと
思う、そして指す能力が無いのではな
いかとも思いました。そして、まちづ
くりは本当に甘くないと思いました。
我々の何かの一手で、市町がすごく活
気づいたとは、こちらからは言えない
ですし。地区に行けば行くほど余計ぼ
んやりしていて、具体的に何をすれば、
岐阜県は何をすれば、三重県は何をす
れば活気が出るのでしょうかという話
をした所で難しい。自分がブロック会
長の時もトップだからこそ本当にシン
プルで単純な言葉を使って挨拶をした
記憶がすごくあります。上に行けばい
く程どんどん大まかになってしまう仕
組みなのかもしれません。

答えがないからこそ
必要な一本の柱
―物事を大局的に見ていく中では、ど
のように一本筋を通す必要があるので
しょうか？

大石洋一先輩：５年１０年という時系
列の目標を決めると言うのは長くなれ
ばなるほどシンプルなものでなくては
ならない。具体的だったら動けなく
なってしまう。例えば、理事長、ブ
ロック会長、地区会長があるけれども
下にいる人が多ければ多い程物事をシ
ンプルにしなくてはならないと発信を
する時にどんどん枝葉が分かれた先で

伝言ゲームのように誤解が生まれてし
まう。だから上に行けばいく程、長く
なればなるほどその目標はものすごく
シンプルにしていかないとずれが生じ
てきてしまうと思います。

―約２時間という長丁場でしたが貴重
なお話を聞かせていただきまして、誠
にありがとうございました。先輩方か
ら色々なお話を聞いているとこれも繋
がっているこれも、これも・・・と感
じました。「まちづくり」は答えが無
いもので、答えがないからこそ一定の
期間の中で一本の筋を通す必要がある
と感じました。そして、単年度制だか
らこそ、我々の活動地域の事をしっか
り勉強し発信していく必要がある事を
お伺いさせていただきました。
答えの無いまちづくり事業を、それで
も青年らしく追い続ける事がまちづく
りであり、連綿と続いている島田青年
会議所の歴史なのだと感じました。
最後になりますが、この特別頁がこれ
からの島田ＪＣの、まちづくり事業の
糧となる事をご祈念申し上げ、サミッ
トを締めさせていただきます。本日は、
誠にありがとうございました。

まちづくりサミット
2015年6月9日㈫
地域交流センター 歩歩路
第六会議室にて開催
コーディネーター  平口真鶴
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シャルといえば、やはり豊かな自然
があって交通の便がよい田舎という
こと。「田舎」いう事を全面に出すべ
きだと思います。発展だけを求める
と「都市へ行った方が良いでしょう」
という話になってしまう。自分の心
の健康のためや、子供たちを健康な
場所で育てたいと田舎に移住する方
が増えていますし、それもまちづく
りのひとつだと思います。

伊藤裕一郎先輩：単年度かどうかと
言う事に関しては自分も思っていた
所で。良さもあると改めて感じたの
ですが、ただマンパワーをみても事
業が多すぎるのではないかと。逆に
事業を絞って厚みを増したものを実
施する形はとれないのかなと思いま
した。

白坂成吾君：成功モデルをそのまま
真似してしまいますが、施設の入場
数ランキングが、ディズニーリゾー
ト・ＵＳＪ・刈谷ＳＡの順番です。我々
の地域にも新東名が通っていて金谷
に広大な土地がある。実現するかしな
いは別で、ＪＣが率先して何かをし
かけてモデルを作っていくべきだと
思います。空港も新東名もそうです
が、あるものに対して自信をもって
推していくことを求められているの
かなと感じます。空港誘致のキャラ
バンではないですが、他の団体が「何
でそこまでやるの？」と思うくらいに
活動するのがＪＣだと思います。も
しこれが実現出来たとしたら刈谷を
抜いて、ディズニーリゾート・ＵＳＪ・
金谷ＳＡになるかもしれませんし。

引き出せるのは地域と住み
暮らす人々の底知れぬ力
大石洋一先輩：今だからこそＪＣの
行う「まちづくり」と行政の行う「ま
ちづくり」との違いが大きくあると
感じています。先ほど企業誘致の話
が出ましたが、企業誘致とかインフ
ラ整備とかをＪＣでやれと言っても

無理な話しです。逆に市も県も国も
手を出せない所は何だと考えると「人
の力」だと思う。例えば「活気のあ
るまちにする」とか「人の力が元気
だよ」とかっていうのは逆に市とか
県とか国とかで成功したと言う事を
聞いたことが無い。ＪＣが出来る部
分、ＪＣしか出来ない部分はそこで
は無いかなと思う。それに対して色々
なアクションを起こしていくのがＪ
Ｃの目指す所かなと思います。

白坂成吾君：プラス、行政とか今の
時代背景だとかを密に情報を取って
いかなくてはならない。必要であれ
ば県庁や市役所に行って「どんな方
向性で行くのですか？」と聞きに行っ
ても良いし、市長や議員を呼んで「こ
れからどうなるのか」説明をしても
らっても良い。そこで効果のあるや
り方をリアルな所で突いていかない
とならない。確かに夢を追う団体で
はあるけれども、まちづくりは夢の
話ではなく現実の話だと思う。いか
に現実をどう掴むか、もっとえぐっ
ていく所だと思います。

青年会議所は硬派な団体
―ＪＣにおける「まちづくり」におい
て、人と人との繋がりの必要性につい
ては、振り返りの時にお話しがありま
した。天王沢先輩いかがでしょうか？

天王沢雄之先輩：自分達の出したお
金を自分達で計画をして自分達の考
えで管理していける団体なので、そ
この硬派な部分を発信する必要があ
ります。自分達の考えを発信してい
くと言った意味では継続云々という
よりも本質的なものを一本通す必要
はあると考えます。「青年会議所はこ
うである」という事を「５年、１０年」
のスパン、後の「１００年」のスパン
で通していく。１００年続けるという
意気込みにもなるので、そう言うもの
がまちづくりには必要ではないか。今
１０年間を振り返っただけでも様々
な形があったように思います。アプ
ローチの仕方は様々（単年度）で構わ
ないけれども、一つの道筋だけはやっ
ぱり５０年から１００年に向けて「こ
のまちづくりっていうものをＪＣは
考えていくのだよ」と言う事を現役の
皆さんには考えてもらう必要がある
と思います。「初倉祭り」って年々バー
ジョンアップしていると思うのです
が、あれって経験がずっと積み重なっ
ていっているから大きくなってきて
いる。大祭もそうでしょうし、その他
のもしかりで。脈々と受け継がれて
きたブランドデザインを、まちづく
りに関してもう一度これから先のデ
ザインを作りあげなくてはならない。
先程言っていたようにＪＣは人を動
かせるので自分達はもっと一生懸命
に勉強して、色々な規制の事も勉強
してから、アプローチが出来る団体、
市や県に物申せる団体にプライドを
持って成長していくべきだと思う。
だから一過性の花火を上げることも
大事だけれども地道に勉強して、地
道に発信してという中でどういう方
向性を持ってやって行くかは単年度
ではやはり出来ない。まちづくりに
関しては長期的なものの見方をしな
くてはたぶん成功しないと思います。
あとは、まちづくりの委員長になると
悩まされてきたのは理事長の想いだ
と思います。まちづくりには正解が無
いのでどうしたいのかが分からない。
理事長だって分かって無いと思いま

す。でも皆「活気があるまちって良い
よね」と言っているので、たぶん皆の
共通意識はそこだと思います。目に見
えないものだから目に見える形に皆が
体現してきただけであって、だけどそ
れを現役のメンバーは目に見える形で
責任を持って発信して、約束をして後
世に繋げて、それを市や県に繋げられ
るようにする。そういう団体になって
いくべきだと思います。他はたぶんで
きないし無責任。責任を持って出来る
のが違いだと思います。地域との繋が
りだけでは無く、自分達はどうあるべき
かという事をもっと考えるべき、もっと
勉強すべきだと思います。

地域住民はＪＣを見ている
―理事長経験者の大石先輩、白坂君い
かがでしょうか？

白坂成吾君：まだ熱が冷めてないので
すが、今年度とうかい号に乗船させて
いただきました。そんな中で、忘れて
いたものを思い出させてもらったの
が、一般の乗船者がＪＣをどう見てい
るのかでした。僕らは自分のお金で、
時間を費やして、家族に支えてもらい
ながらもこんなにやっているのにとい
う気持ちが長くＪＣをやっているとど
こかで出てしまっている。一般の乗船
者も僕たちが思っているよりも意識
が高い人もいるし、レベルが高い人と
か色々な人達がいて、結論から言うと
一般の方達はＪＣにもっと高いレベル
を求めているのだと感じました。メン
バーは市民からＪＣの認知度が低いと
思っていますが、一般の方はＪＣの事
をよく見ています。本当に相手が引く
程に本気になって「何でこんなにやっ
ているのだろう」と思われないと評価
されないレベルに５０年、６０年やっ
ていると、なってきているのだと改め
て感じました。

大石洋一先輩：まず、理事長の時とい
うのは方策をぼんやりとしか掲げられ
ません。それを具体化するのが委員長

であるし。正直、上に行けば行くほど
本当の一手が指せないのではないかと
思う、そして指す能力が無いのではな
いかとも思いました。そして、まちづ
くりは本当に甘くないと思いました。
我々の何かの一手で、市町がすごく活
気づいたとは、こちらからは言えない
ですし。地区に行けば行くほど余計ぼ
んやりしていて、具体的に何をすれば、
岐阜県は何をすれば、三重県は何をす
れば活気が出るのでしょうかという話
をした所で難しい。自分がブロック会
長の時もトップだからこそ本当にシン
プルで単純な言葉を使って挨拶をした
記憶がすごくあります。上に行けばい
く程どんどん大まかになってしまう仕
組みなのかもしれません。

答えがないからこそ
必要な一本の柱
―物事を大局的に見ていく中では、ど
のように一本筋を通す必要があるので
しょうか？

大石洋一先輩：５年１０年という時系
列の目標を決めると言うのは長くなれ
ばなるほどシンプルなものでなくては
ならない。具体的だったら動けなく
なってしまう。例えば、理事長、ブ
ロック会長、地区会長があるけれども
下にいる人が多ければ多い程物事をシ
ンプルにしなくてはならないと発信を
する時にどんどん枝葉が分かれた先で

伝言ゲームのように誤解が生まれてし
まう。だから上に行けばいく程、長く
なればなるほどその目標はものすごく
シンプルにしていかないとずれが生じ
てきてしまうと思います。

―約２時間という長丁場でしたが貴重
なお話を聞かせていただきまして、誠
にありがとうございました。先輩方か
ら色々なお話を聞いているとこれも繋
がっているこれも、これも・・・と感
じました。「まちづくり」は答えが無
いもので、答えがないからこそ一定の
期間の中で一本の筋を通す必要がある
と感じました。そして、単年度制だか
らこそ、我々の活動地域の事をしっか
り勉強し発信していく必要がある事を
お伺いさせていただきました。
答えの無いまちづくり事業を、それで
も青年らしく追い続ける事がまちづく
りであり、連綿と続いている島田青年
会議所の歴史なのだと感じました。
最後になりますが、この特別頁がこれ
からの島田ＪＣの、まちづくり事業の
糧となる事をご祈念申し上げ、サミッ
トを締めさせていただきます。本日は、
誠にありがとうございました。

まちづくりサミット
2015年6月9日㈫
地域交流センター 歩歩路
第六会議室にて開催
コーディネーター  平口真鶴

70The 50th anniversary ShimadaJC



青少年委員長サミット ～創立50周年特別企画3～
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

2015年度青少年育成委員会

委員長 河村裕樹 君
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委員長 町友輔 君
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2009年度青少年開発委員会
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委員長 渡辺敏晴 先輩

はじめに
磯田辰哉君：本日はお忙しい中、歴代
（直近１０年）の青少年委員長をお招
きし、青少年委員長サミットを開催
させていただきます。本記念誌、特
別企画頁にて、歴代の青少年委員長
の意見や、経験を聞く事で、今後の
青少年育成事業がより良い物になっ
ていくと思います。青少年の委員長
は、ご存じの通り自身が大変な部分
もありますが、結果が良かったなと
思える委員会のひとつだと思います。
子供たちが将来、我々が住み暮らす
地域を担ってくれるのだなと思いな
がら事業を計画した経験もあると思
います。そう言ったことも含め、お
話しいただければ幸いです。

先輩方が発信した
青少年育成事業
―まず、２００５年の中村先輩の青少
年事業ですが、久野脇の親水公園に

て行われました。事業はわんぱく合
宿の企画・運営と自然環境保全・再
生と地域に根ざす循環型社会に関す
る事業だったと思います。

中村吉哉先輩：第２０回目のわんぱ
く合宿で、当時青年会議所の中の流
れで２０回をもって「わんぱく合宿」
の名称を打ち切るという前提で話が
進んでいました。一連の事業の流れ
で、川口での事前合宿、久野脇での
２泊３日の本合宿、静岡空港予定地
への記念植樹の合計３回開催をしま
した。理事長の想いで自然にあるも
のを使ってなるべくやりたいという
事と、竹林の荒廃が当時から言われ
ていた事もあり、竹を使ったコップ
や竹箸を事前合宿で作らせて、本合
宿の食事などで使用しました。

―開催時期は６月から始まったので
しょうか？　時期的なことを考える
とタイトだったのでは？

中村吉哉先輩：本合宿１ケ月前の７
月に事前合宿、８月に久野脇親水公
園で２泊３日の本合宿、さらに９月
に静岡空港で自然にかえすという事
で記念植樹事業を実施しました。当
時リサイクルとかリユースとかが叫
ばれていて、植物を使ったのでそれ
を植えて返そうということで３回開
催をしました。ボランティアは前年
からの引き継ぎがほとんどでボラン
ティアの募集に関してはそれほど困
りませんでしたが、事業が３回ある
という事で児童が集まりにくかった
のを覚えています。
それから、もう一つの事業が “現役の
警察官による講演会 ”でした。その事
業が１０月で９月の植樹の事業と時
期がかぶってしまい大変でした。青
少年事業という事で、バリバリの現
役警察官の生活安全課長を招いて非
行についての講演会を開催しました。

―２００６年は初理事で青少年委員長
を鳴嶋先輩が務めました。この年は自
衛隊板妻駐屯地での開催で、私もとて
も印象深い青少年でした。

自由のためにあるルールを
教えたい
鳴嶋茂治先輩：児童を集めるのに参加
をお願いするという行為に労力を費や
すばかりで、違和感を覚えた事を覚え
ています。
当時は川根・川根本町など地元の山や
川へ行き合宿というのが始まった頃で
した。島田や焼津・藤枝など自治体で
の夏合宿やサマーキャンプがあり、そ
こへ子供たちが流れて行きました。コ
ストパフォーマンスの部分でも自治体
は参加費がかなり安く、島田ＪＣの参
加費と同額で７泊くらいのものもあり
ました。そこで、今までと同じ事をし
ない方向で始まったのがこの年のわん
ぱく合宿でした。
前年の中村先輩の時から、わんぱく合
宿を見直す風潮があった。わんぱく合
宿の中にある「わんぱく憲章」の見直
しをするかどうかの検討もやらせても
らいました。自衛隊での開催のきっか
けは、僕らの何年か前にＪＣメンバー
が例会で自衛隊へ行って好評だったの
が一つです。その頃、子供たちが荒れ
ているとまでは言わないけれど、それ
に近い現状でした。子供たちに礼儀作
法や自由のためにはルールがあると教

える必要性を感じ、規律正しい自衛隊
での開催を企画しました。まだ、自衛
隊での例会経験のあるメンバーもお
り、自衛隊での開催に漕ぎ着けました。
わんぱく憲章の見直しの検討ですが、
結果的には憲章自体は間違っていない
という結論に達し、細かな解釈はその
都度行いましょうという事になりまし
た。子供達がより自分の思い通りに、
どんな時でも幸せを感じられる様な力
をもつ子供達を育てていきたい。その
ための体験を与える方法を考えて行き
ましょう。ただ、基本的な部分は憲章
に書いてあります。といった所に落ち
着きました。

―２００７年の青少年委員長は森先輩
が務めました。忘れもしない「チャレ
ンジ富士登山」を開催しました。

新たな青少年事業の
チャレンジ
森章暢先輩：まず理事長から、「新たな
青少年事業を考えてくれ」と言われ実
施した事業が「チャレンジ富士登山」
でした。自分が仕事の都合で参加でき
ないのが嫌で、合宿ではなく１日で完
結できるような企画を考えていました。
当時は、子供たちはいつも早く寝るよ
うに言われてばかりなので、逆に夜通
しで行える事業などをしたかったので
すが、安全上の問題で断念し、なかな
か自分の企画が通らなかった事を覚え
ています。最終的に行き着いた答えが
「チャレンジ富士登山」でした。１日で
完結して、これ以上のものは無いとい
う想いを室長と副理事長に伝え、議案
を通してもらった事を覚えています。

―本番も含み、何回富士山へ登りまし
たか？

森章暢先輩：本番含み３回、山小屋へ
お礼で２回登っています。議案の提出
等が冬場だったので話し合いのために
山小屋の方の自宅に２回程訪問しまし
た。

―メンバーの参加人数が３１名と多い
方だと思ったのですが？

森章暢先輩：自分がずっとわんぱく合
宿に出ていてメンバーがあまり参加し
ないのを経験し、メンバーを全員連れ
てどこかに行きたいという想いがあり
ました。

鳴嶋茂治先輩：理事会で揉めた記憶が
あります。そもそも山に登って子供が
体調を崩したら一人に一人付かなけれ
ばならないので全員参加だと。そうし
たら意外に子供で無くて大人がヘロヘ
ロだったりした思い出があります。

中村吉哉先輩：熱海でブロックのアカ
デミー委員会があって、そのまま「チャ
レンジ富士登山」に参加したら死にそ
うなくらい大変だった記憶があります。

森章暢先輩：ここ何年か参加が無かっ
た看護師のボランティアも、島田市の
看護学校にボランティアを募ったのも
この年からでした。結果３名の方が参
加してくれました。

―２００８年の青少年事業は渡辺先輩
の担当でした。２００６年も青少年の
委員を経験され２度目の理事で青少年
の委員長を努めました。渡辺先輩が浜
松出身という事で、弁天島周辺で「ぼ
くらの夏休み」と題した事業を開催し
ました。
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２泊３日の本合宿、静岡空港予定地
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月に事前合宿、８月に久野脇親水公
園で２泊３日の本合宿、さらに９月
に静岡空港で自然にかえすという事
で記念植樹事業を実施しました。当
時リサイクルとかリユースとかが叫
ばれていて、植物を使ったのでそれ
を植えて返そうということで３回開
催をしました。ボランティアは前年
からの引き継ぎがほとんどでボラン
ティアの募集に関してはそれほど困
りませんでしたが、事業が３回ある
という事で児童が集まりにくかった
のを覚えています。
それから、もう一つの事業が “現役の
警察官による講演会 ”でした。その事
業が１０月で９月の植樹の事業と時
期がかぶってしまい大変でした。青
少年事業という事で、バリバリの現
役警察官の生活安全課長を招いて非
行についての講演会を開催しました。

―２００６年は初理事で青少年委員長
を鳴嶋先輩が務めました。この年は自
衛隊板妻駐屯地での開催で、私もとて
も印象深い青少年でした。

自由のためにあるルールを
教えたい
鳴嶋茂治先輩：児童を集めるのに参加
をお願いするという行為に労力を費や
すばかりで、違和感を覚えた事を覚え
ています。
当時は川根・川根本町など地元の山や
川へ行き合宿というのが始まった頃で
した。島田や焼津・藤枝など自治体で
の夏合宿やサマーキャンプがあり、そ
こへ子供たちが流れて行きました。コ
ストパフォーマンスの部分でも自治体
は参加費がかなり安く、島田ＪＣの参
加費と同額で７泊くらいのものもあり
ました。そこで、今までと同じ事をし
ない方向で始まったのがこの年のわん
ぱく合宿でした。
前年の中村先輩の時から、わんぱく合
宿を見直す風潮があった。わんぱく合
宿の中にある「わんぱく憲章」の見直
しをするかどうかの検討もやらせても
らいました。自衛隊での開催のきっか
けは、僕らの何年か前にＪＣメンバー
が例会で自衛隊へ行って好評だったの
が一つです。その頃、子供たちが荒れ
ているとまでは言わないけれど、それ
に近い現状でした。子供たちに礼儀作
法や自由のためにはルールがあると教

える必要性を感じ、規律正しい自衛隊
での開催を企画しました。まだ、自衛
隊での例会経験のあるメンバーもお
り、自衛隊での開催に漕ぎ着けました。
わんぱく憲章の見直しの検討ですが、
結果的には憲章自体は間違っていない
という結論に達し、細かな解釈はその
都度行いましょうという事になりまし
た。子供達がより自分の思い通りに、
どんな時でも幸せを感じられる様な力
をもつ子供達を育てていきたい。その
ための体験を与える方法を考えて行き
ましょう。ただ、基本的な部分は憲章
に書いてあります。といった所に落ち
着きました。

―２００７年の青少年委員長は森先輩
が務めました。忘れもしない「チャレ
ンジ富士登山」を開催しました。

新たな青少年事業の
チャレンジ
森章暢先輩：まず理事長から、「新たな
青少年事業を考えてくれ」と言われ実
施した事業が「チャレンジ富士登山」
でした。自分が仕事の都合で参加でき
ないのが嫌で、合宿ではなく１日で完
結できるような企画を考えていました。
当時は、子供たちはいつも早く寝るよ
うに言われてばかりなので、逆に夜通
しで行える事業などをしたかったので
すが、安全上の問題で断念し、なかな
か自分の企画が通らなかった事を覚え
ています。最終的に行き着いた答えが
「チャレンジ富士登山」でした。１日で
完結して、これ以上のものは無いとい
う想いを室長と副理事長に伝え、議案
を通してもらった事を覚えています。

―本番も含み、何回富士山へ登りまし
たか？

森章暢先輩：本番含み３回、山小屋へ
お礼で２回登っています。議案の提出
等が冬場だったので話し合いのために
山小屋の方の自宅に２回程訪問しまし
た。

―メンバーの参加人数が３１名と多い
方だと思ったのですが？

森章暢先輩：自分がずっとわんぱく合
宿に出ていてメンバーがあまり参加し
ないのを経験し、メンバーを全員連れ
てどこかに行きたいという想いがあり
ました。

鳴嶋茂治先輩：理事会で揉めた記憶が
あります。そもそも山に登って子供が
体調を崩したら一人に一人付かなけれ
ばならないので全員参加だと。そうし
たら意外に子供で無くて大人がヘロヘ
ロだったりした思い出があります。

中村吉哉先輩：熱海でブロックのアカ
デミー委員会があって、そのまま「チャ
レンジ富士登山」に参加したら死にそ
うなくらい大変だった記憶があります。

森章暢先輩：ここ何年か参加が無かっ
た看護師のボランティアも、島田市の
看護学校にボランティアを募ったのも
この年からでした。結果３名の方が参
加してくれました。

―２００８年の青少年事業は渡辺先輩
の担当でした。２００６年も青少年の
委員を経験され２度目の理事で青少年
の委員長を努めました。渡辺先輩が浜
松出身という事で、弁天島周辺で「ぼ
くらの夏休み」と題した事業を開催し
ました。
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渡辺敏晴先輩：ここまでの青少年事
業で「わんぱく憲章」の枠から外れ
はじめました。そして、自衛隊行き
ました、富士山行きました、次はど
んな事業なのか？この年は、そういっ
た先輩方の事業もあり、新たなアイデ
アを問われるプレッシャーを感じた
事を覚えています。色々考えていく
中で、「自分が知っている所で勝負し
たい」というのと、大井川流域のキャ
ンプは、我々の住暮らす地域の子供た
ちは、普段からそういう環境にいるか
ら、違う環境に行って新しい体験をし
てもらいたいと考えました。事業は、
「可能性」、「ふれあい」、「自然からの
声」のテーマを掲げました。例えば、
海は山や河川流域などから出る生活
の負の部分が全て流れて出ていきま
す。それが環境にどう影響を与えて
いるのか、そんなことも感じてもら
えたらと思いテーマを設けました。

―２００９年は石川先輩の担当で、改
めて大井川流域での開催となりまし
た。合宿も１泊２日から２泊３日に
なりました。

せっかく JCなんだから
石川晋太郎先輩：最初１泊２日で考
えていたら、２泊３日にして欲しい
と理事長から要望があり変更しまし
た。２００６年に自衛隊板妻駐屯地
富、２００７年はチャレンジ富士登

山、２００８弁天島夏合宿だったの
で、出向に行ったときに他ＬＯＭの
メンバーに大井川の自然がこんなに
あるのに、なぜ大井川流域で開催し
ないのか？と言われて「そういえば
そうだ」という事で、大井川流域に
開催しようという想いになりました。
それと当時、自分がやけに「グローバ
ル」にこだわっていました。子供た
ちが大人になる頃には、グローバル
社会になっているから、逆に日本の
良さを知って欲しいという想いから、
「自然」、「文化」、「伝統」というテー
マを掲げました。プログラムは大人
が味わっても何か得られる程のレベ
ルのものをせっかくＪＣなのだから
集めたいと思い企画しました。プロ
グラム１つ１つが講習会という内容
の２泊３日の事業でした。自然とい
うことでカヌー教室を実施して夏休
み感を味わってもらいながら勉強を
していただきたいと考えました。

―この年から参加者の決定を先着順
から抽選形式に変更になったのはど
うしてですか？

森章暢先輩：２００７年の事業の募集
について、クレームが出たのが原因だ
と思います。募集の資料を、教育委
員会を通じて依頼し、一斉に配布して
くれる予定だったのですが、２日ほ
どタイムラグが出てしまい、配布さ
れたその日に応募したのに漏れてし
まったというクレームでした。このよ
うな経緯があって抽選の方が公正で
あろうと、丸く収まるであろうと言
う事で抽選方式に変更になりました。

―２０１０年は、磯田理事長が「未来
へはぐくめ大きな心」と題し、静居寺・
山の家・歩歩路において２泊３日で
開催されました。

磯田辰哉君：２泊３日で開催して１泊
目と２泊目で会場を変えたという所
が新しい試みでした。１泊目は、挨拶
が出来ない、道徳心が少ないという観

点から、自身の職業上の場所でも静居
寺さんをお借りしました。ここ数年
では一番少ない応募人数でがっかり
しました。最初は３０名の参加を目
標としていましたが結果応募人数が
２０名、実際は１９名の参加となり
ました。ボランティアも高校生をい
れて実施してみました。多少の問題
がありましたが、真面目な高校生も
いたので助かった部分がありました。

―昔はよく子供会などでお寺に行っ
て１泊２日でお寺の生活を体験など
がありましたが、子供たちには新鮮
だったのでは？

磯田辰哉君：募集ポスターにも「少
し怖くもあり～」というフレーズを
入れた方が興味を誘うかなと思った
のですが逆効果になってしまったの
かもしれない。１日目は厳しめのプ
ログラムで、２日目は子供らしさを大
切にして、３日目はなかなかＪＣで
は難しかったのですがナイフを使っ
たプログラムを実施しました。

―その後、１０月に参加者の子供たち
と保護者を招いて、子供たちのスピー
チ発表、講師の方に法話をしていた
だきました。

親の子供に対する大切さ
磯田辰哉君：子供たちの健やかな育成
にある根本的な問題として、「親自身が
教育」という理屈をもっていたので、
保護者に対し、子供が頑張っていた姿
を見ていただくいうと観点で、１０月
に場を設けました。その時も、静居寺
さんをお借りし、お坊さんを講師にお
呼びして「親の子供に対する大切さ」
などを法話して伝えていただきました。

―保護者や子供達からの反応はどう
でしたか？

磯田辰哉君：青少年の本事業の方は、
「帰ってからすぐは良くなるのだけ

ど」と言う声はありました。１０月に
こういった事業を実施し、子供達か
らは「あの時の気持ちを思い出しまし
た」という反応があったのを耳にしま
した。自分としては満足した事業が出
来たと思いました。　

体験に特化させる必要性
―２０１１年は、古川先輩が川根町の
チャリム２１とラブリーホースガーデ
ンと金谷などで事業を実施されまし
た。この時は「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」を
テーマとして、社会福祉協議会の方を
お呼びして開催されました。

古川義典先輩：金谷に集合し、ＳＬ
で川根のチャリム21へ向かいました。
そこで目の見えないという事はどう
いった感覚か、車いすに乗っていると
どれだけ動きづらいかなどを子供たち
に体験してもらいました。その後、天
候が物凄く荒れて大変でした。夕方の
バーベキューを雨対策で橋の下での実
施を考えていましたが、予想をはるか
に超えるどしゃ降りで、空いていたチャ
リム２１の調理室で急遽実施しました。
今回はなかなか体験できる天候では無
く残念でした。突発的な事が多くて、
気球もギリギリまで業者さんと打ち合
わせを重ねました。天候回復待ちで朝
早く雨が止んで、「今だっ」というタ
イミングで寝ている子供たちを起して

実施した事を覚えています。
―２０１２年は増田先輩が初理事で青
少年担当委員長でした。池の谷ファミ
リーキャンプ場で「きずな探検隊」と
題し開催されました。

島田 JC青少年事業の差別化
増田康信先輩：どうしても大井川流域
で開催したくて何箇所かキャンプ場を
見学して回りました。当日は、ドラム
缶風呂や石釜でピザを焼きました。後
は糸電話。子供たちにあまり普段出来
ない事を体験させたい想いがありまし
た。以前は、川で泳がせてれば良いか、
といった感じでしたが、最近ではどこ
でもやっています。「どこか」や「何か」
を特化させることで、島田ＪＣの青少
年事業が差別化できる努力が必要だと
思いました。

―２０１３年は町専務が「トライ！～
あきらめずにやり抜く気持～」と題し
て開催されました。

考える時間の大切さ
町友輔君：前年度、私も増田委員長の
もと、担当委員として関わらせていた
だきました。自分が委員長になり、何
をやろうか、どこでやろうかと考えて
いたら、理事長から自衛隊で学んでほ
しいという想いをいただきました。澤
脇先輩を通して静浜基地にお願いし、
実施をしました。自衛隊では、自分が

ラグビーをやっていた経験から「集団
行動の大切さ」を子供たちに学んでほ
しいと思い規律訓練をしていただきま
した。集団行動の中で自分がどう行動
をするべきかを感じてもらい、厳しい
訓練の中でも楽しさを見出す力を養っ
てもらいました。自衛隊の方も厳し
く指導してもらいありがたかったで
す。カヌー教室でも、「集団行動の大切
さ」を子供たちに学んでほしいと思い、
１０人乗りのカヌーを使いました。そ
れから、「にゃんこ先生のバルーン教
室」ですが、講師に日付を一日遅く伝
えてしまいました。しかし、無理を言っ
て来ていただき、講師を待つ間、子供
たちに今日の活動を振り返ってもらう
反省会のような時間を設けたのが子供
の為になったと思います。それが終
わった後、にゃんこ先生が来てくれて
楽しく講演をしていただき１日を終え
たという思い出があります。

―２０１４年ですが、当時委員長の木
村恭輔君が公務にて不在の為、当時筆
頭副理事長の磯田辰哉君にお話を伺い
たいと思います。

本当の意味での青少年
磯田辰哉君：理工科大学から大学生
２０名程がボランティアで来てくれ
て、自分達の専門分野からひとつ事
業をしてほしいという事で、花火・
炎色反応実験をしてもらいました。
その事業自体はとても良かったので
すが、大学生にボランティアという
意識が低く、遊びに来ている感じで
した。その夜に木村委員長がボラン
ティアとミーティングをして、その
翌日からはガラッと変わり、大学生
にとっても良い勉強になったと思い
ます。我々も、ある意味では青少年
育成事業の根本とする事の勉強にも
なりました。また、ここ１０年を振
り返っても初めて県からの補助金を
いただいた事業でした。翌日がＭＹ
ＦＣの方を招いての夢教室。仕事をし
ながらサッカー選手もしているという
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渡辺敏晴先輩：ここまでの青少年事
業で「わんぱく憲章」の枠から外れ
はじめました。そして、自衛隊行き
ました、富士山行きました、次はど
んな事業なのか？この年は、そういっ
た先輩方の事業もあり、新たなアイデ
アを問われるプレッシャーを感じた
事を覚えています。色々考えていく
中で、「自分が知っている所で勝負し
たい」というのと、大井川流域のキャ
ンプは、我々の住暮らす地域の子供た
ちは、普段からそういう環境にいるか
ら、違う環境に行って新しい体験をし
てもらいたいと考えました。事業は、
「可能性」、「ふれあい」、「自然からの
声」のテーマを掲げました。例えば、
海は山や河川流域などから出る生活
の負の部分が全て流れて出ていきま
す。それが環境にどう影響を与えて
いるのか、そんなことも感じてもら
えたらと思いテーマを設けました。

―２００９年は石川先輩の担当で、改
めて大井川流域での開催となりまし
た。合宿も１泊２日から２泊３日に
なりました。

せっかく JCなんだから
石川晋太郎先輩：最初１泊２日で考
えていたら、２泊３日にして欲しい
と理事長から要望があり変更しまし
た。２００６年に自衛隊板妻駐屯地
富、２００７年はチャレンジ富士登

山、２００８弁天島夏合宿だったの
で、出向に行ったときに他ＬＯＭの
メンバーに大井川の自然がこんなに
あるのに、なぜ大井川流域で開催し
ないのか？と言われて「そういえば
そうだ」という事で、大井川流域に
開催しようという想いになりました。
それと当時、自分がやけに「グローバ
ル」にこだわっていました。子供た
ちが大人になる頃には、グローバル
社会になっているから、逆に日本の
良さを知って欲しいという想いから、
「自然」、「文化」、「伝統」というテー
マを掲げました。プログラムは大人
が味わっても何か得られる程のレベ
ルのものをせっかくＪＣなのだから
集めたいと思い企画しました。プロ
グラム１つ１つが講習会という内容
の２泊３日の事業でした。自然とい
うことでカヌー教室を実施して夏休
み感を味わってもらいながら勉強を
していただきたいと考えました。

―この年から参加者の決定を先着順
から抽選形式に変更になったのはど
うしてですか？

森章暢先輩：２００７年の事業の募集
について、クレームが出たのが原因だ
と思います。募集の資料を、教育委
員会を通じて依頼し、一斉に配布して
くれる予定だったのですが、２日ほ
どタイムラグが出てしまい、配布さ
れたその日に応募したのに漏れてし
まったというクレームでした。このよ
うな経緯があって抽選の方が公正で
あろうと、丸く収まるであろうと言
う事で抽選方式に変更になりました。

―２０１０年は、磯田理事長が「未来
へはぐくめ大きな心」と題し、静居寺・
山の家・歩歩路において２泊３日で
開催されました。

磯田辰哉君：２泊３日で開催して１泊
目と２泊目で会場を変えたという所
が新しい試みでした。１泊目は、挨拶
が出来ない、道徳心が少ないという観

点から、自身の職業上の場所でも静居
寺さんをお借りしました。ここ数年
では一番少ない応募人数でがっかり
しました。最初は３０名の参加を目
標としていましたが結果応募人数が
２０名、実際は１９名の参加となり
ました。ボランティアも高校生をい
れて実施してみました。多少の問題
がありましたが、真面目な高校生も
いたので助かった部分がありました。

―昔はよく子供会などでお寺に行っ
て１泊２日でお寺の生活を体験など
がありましたが、子供たちには新鮮
だったのでは？

磯田辰哉君：募集ポスターにも「少
し怖くもあり～」というフレーズを
入れた方が興味を誘うかなと思った
のですが逆効果になってしまったの
かもしれない。１日目は厳しめのプ
ログラムで、２日目は子供らしさを大
切にして、３日目はなかなかＪＣで
は難しかったのですがナイフを使っ
たプログラムを実施しました。

―その後、１０月に参加者の子供たち
と保護者を招いて、子供たちのスピー
チ発表、講師の方に法話をしていた
だきました。

親の子供に対する大切さ
磯田辰哉君：子供たちの健やかな育成
にある根本的な問題として、「親自身が
教育」という理屈をもっていたので、
保護者に対し、子供が頑張っていた姿
を見ていただくいうと観点で、１０月
に場を設けました。その時も、静居寺
さんをお借りし、お坊さんを講師にお
呼びして「親の子供に対する大切さ」
などを法話して伝えていただきました。

―保護者や子供達からの反応はどう
でしたか？

磯田辰哉君：青少年の本事業の方は、
「帰ってからすぐは良くなるのだけ

ど」と言う声はありました。１０月に
こういった事業を実施し、子供達か
らは「あの時の気持ちを思い出しまし
た」という反応があったのを耳にしま
した。自分としては満足した事業が出
来たと思いました。　

体験に特化させる必要性
―２０１１年は、古川先輩が川根町の
チャリム２１とラブリーホースガーデ
ンと金谷などで事業を実施されまし
た。この時は「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」を
テーマとして、社会福祉協議会の方を
お呼びして開催されました。

古川義典先輩：金谷に集合し、ＳＬ
で川根のチャリム21へ向かいました。
そこで目の見えないという事はどう
いった感覚か、車いすに乗っていると
どれだけ動きづらいかなどを子供たち
に体験してもらいました。その後、天
候が物凄く荒れて大変でした。夕方の
バーベキューを雨対策で橋の下での実
施を考えていましたが、予想をはるか
に超えるどしゃ降りで、空いていたチャ
リム２１の調理室で急遽実施しました。
今回はなかなか体験できる天候では無
く残念でした。突発的な事が多くて、
気球もギリギリまで業者さんと打ち合
わせを重ねました。天候回復待ちで朝
早く雨が止んで、「今だっ」というタ
イミングで寝ている子供たちを起して

実施した事を覚えています。
―２０１２年は増田先輩が初理事で青
少年担当委員長でした。池の谷ファミ
リーキャンプ場で「きずな探検隊」と
題し開催されました。

島田 JC青少年事業の差別化
増田康信先輩：どうしても大井川流域
で開催したくて何箇所かキャンプ場を
見学して回りました。当日は、ドラム
缶風呂や石釜でピザを焼きました。後
は糸電話。子供たちにあまり普段出来
ない事を体験させたい想いがありまし
た。以前は、川で泳がせてれば良いか、
といった感じでしたが、最近ではどこ
でもやっています。「どこか」や「何か」
を特化させることで、島田ＪＣの青少
年事業が差別化できる努力が必要だと
思いました。

―２０１３年は町専務が「トライ！～
あきらめずにやり抜く気持～」と題し
て開催されました。

考える時間の大切さ
町友輔君：前年度、私も増田委員長の
もと、担当委員として関わらせていた
だきました。自分が委員長になり、何
をやろうか、どこでやろうかと考えて
いたら、理事長から自衛隊で学んでほ
しいという想いをいただきました。澤
脇先輩を通して静浜基地にお願いし、
実施をしました。自衛隊では、自分が

ラグビーをやっていた経験から「集団
行動の大切さ」を子供たちに学んでほ
しいと思い規律訓練をしていただきま
した。集団行動の中で自分がどう行動
をするべきかを感じてもらい、厳しい
訓練の中でも楽しさを見出す力を養っ
てもらいました。自衛隊の方も厳し
く指導してもらいありがたかったで
す。カヌー教室でも、「集団行動の大切
さ」を子供たちに学んでほしいと思い、
１０人乗りのカヌーを使いました。そ
れから、「にゃんこ先生のバルーン教
室」ですが、講師に日付を一日遅く伝
えてしまいました。しかし、無理を言っ
て来ていただき、講師を待つ間、子供
たちに今日の活動を振り返ってもらう
反省会のような時間を設けたのが子供
の為になったと思います。それが終
わった後、にゃんこ先生が来てくれて
楽しく講演をしていただき１日を終え
たという思い出があります。

―２０１４年ですが、当時委員長の木
村恭輔君が公務にて不在の為、当時筆
頭副理事長の磯田辰哉君にお話を伺い
たいと思います。

本当の意味での青少年
磯田辰哉君：理工科大学から大学生
２０名程がボランティアで来てくれ
て、自分達の専門分野からひとつ事
業をしてほしいという事で、花火・
炎色反応実験をしてもらいました。
その事業自体はとても良かったので
すが、大学生にボランティアという
意識が低く、遊びに来ている感じで
した。その夜に木村委員長がボラン
ティアとミーティングをして、その
翌日からはガラッと変わり、大学生
にとっても良い勉強になったと思い
ます。我々も、ある意味では青少年
育成事業の根本とする事の勉強にも
なりました。また、ここ１０年を振
り返っても初めて県からの補助金を
いただいた事業でした。翌日がＭＹ
ＦＣの方を招いての夢教室。仕事をし
ながらサッカー選手もしているという
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方々のお話を聞き、その後ＪＡＸＡか
ら講師を招いての講演会を開催しま
した。これが意外に保護者の反響が良
く、参加者募集に効果を生みました。

―歴代委員長の皆様から当時の事業
について伺いました。ありがとうご
ざいます。２００５年、２００６年
の参加者の中には、すでに成人を迎
えた子供達もおり、時の流れの速さ
に驚かされます。この１０年の間に
家庭環境や社会環境が変わり、昔か
ら言われている核家族の問題、メディ
アの発達によって実際に体験せずに
知識だけの子供達が増える中で、青
少年事業や地域での行事等で自分の
子供時代とここ最近の子供たちの違
いは感じますか？

渡辺敏晴先輩：遊び方というか、今は
遊ぶ材料が全て用意され揃ってしまっ
ている。甘やかされている感じがしま
す。例えば暇でそこに棒があってそれ
を使って遊ぶという感じではない。テ
レビゲームもそうだけど、そこに揃っ
ていて、どれで遊ぶかという感じがし
ます。

石川晋太郎先輩：本来、教育の中心に
は家庭があって、その補助的役割が
学校であり地域なのに、こんな田舎で
もそれが逆転している様に感じます。

―教育を全て学校に任せるという親も

実際にいるみたいです。逆に学校も親
に凄く気を遣っていると感じます。本
日、お集まりの皆さんは、様々な年代
のお子様をお持ちですが、学校に関し
て、そんな対応はありましたか？

教育現場での異常
磯田辰哉君：少なくとも小学校は親に
対してそう言った感じ。例えば、小
学３年生の息子が体育着を忘れてし
まった時に、小学校から「この格好
で体育をやらせて良いですか」と電
話が来た。やらせて下さいというか、
親としては忘れ物をした子供が悪い
から正座させて下さいと答えました。
ちょっとの事でもいちいち小学校か
ら何かをするにあたり電話が来ます。
自分の中では異常な事にしか思えま
せん。高学年になればそうではないけ
れど、低学年くらいの子供だと遊び
に行くにも、遊ぶところまで親が送っ
て行く姿も見受けられます。
　
鳴嶋茂治先輩：まとめ役というか、ガ
キ大将的な子供もいない。子供が纏
まってないのもある。

磯田辰哉君：たて割りがうまくいって
いない気がします。昔は登校班のリー
ダーが、みんなの１日の予定を決めて
いた。６年生くらいが今日はここで
サッカーをしようとかありましたが、
今は全くないですよね。

―遊ぶ場所がない。あっても公園に
よってはサッカー禁止とか自由に遊
べなくなってきている現状もありま
すよね。

鳴嶋茂治先輩：昔は交通量も少なく
て子供達だけで遊んでいても割と危
なくなかった。坂道を自転車で滑り
降りていた。世の中自体が、子供が
外で遊びづらくなってきている環境
に変わってきているのかもしれない。
実際は子供の根本的なものは変わっ
ていないよう感じます。

磯田辰哉君：あとはマスメディア、Ｓ
ＮＳ等の情報を受けた親が過敏に反
応をしすぎて、それをそのまま子供に
教えてしまっている。誰かが何か言
いだしたらそれに便乗して「じゃあ、
やめた方が良いよ」とかがはじまっ
てしまう。

町友輔君：親が手を掛け過ぎなのだと
思う。何でもやってあげるから子供が
何も出来なくなってしまう。色々な環
境があって一概には言えませんがほっ
たらかしが出来ない親が多く感じます。

森章暢先輩：昔はお金持ちの誘拐など
が怖くて子供は親がかくまった。今
は誰でも誘拐の対象者になりうるし、
逆に親の虐待がバレるのが怖くて隠
している事もある。

―親子が集まる場所、例えばイベン
トをして子供が集まればそこら中走
り回って自由に遊んでいる。楽しそ
うに遊んでいるのを見るとそういう
場を与えるのも必要かと思います。

磯田辰哉君：しかし、その反面で親
が面倒臭くてゲームを与えちゃうっ
て所もあるも事実でしょうけど。

根本には核家族化の問題
鳴嶋茂治先輩：やっぱりそこが核家
族化の問題点かもしれない。昔は稼

ぎが少ないから同じ家に祖父母も両親
もいるのが当たり前。そうでなかった
ら暮らしていけなかった。

石川晋太郎先輩：今は下手に祖父母
がいると何でも買い与えてしまった
りする。

渡辺敏晴先輩：たまに会うと余計にそ
うですね。一緒に住んでいればそこは
違ってくると思います。昔は家庭と教
育のバランスが良かったのだと思う。

―そんな環境の中、これから島田青年
会議所が青少年育成という観点で何が
できるか？何を重んじて事業を進めて
いくか？親にも学校にも出来ないこと
をやって行かない岐路にきていると思
います。歴代委員長の中にも「もっと
これが出来た、したかった」地域のコ
ミュニティーでは出来なくても、ＪＣ
には出来るのではないか、これから現
役メンバーに向けてお願いします。

鳴嶋茂治先輩：方法は何でも良いと思
います。富士山でも自衛隊でも色々な
体験はさせてあげられる。今は選択肢
が多くて恵まれた良い時代かもしれま
せん。子供たちにとっては、色々な情
報があり、様々な体験できる時代だと
は思います。だからこそ、「これは何
のためにあるのか」、「誰がどういう思
いでこれを作っているのか」という事
を、子供たちが受け取る時間を大切に

しないとメディアと一緒で流れて行っ
てしまう。やっていること全てに意味
がある事を考えさせなくてはならない
と思います。現役メンバーは、忙しく
てもその部分を忘れないでいただきた
い。そういう所が本当に大切な部分で、
理事会を通す事が大切ではない。そこ
を大切にしていかないと事業自体が流
れてしまいもったいないと思っていま
した。

真剣に向き合えば
必ず伝わる
鳴嶋茂治先輩：大切な時間というの
は、突発的で偶然の産物の町君の反省
会の時間が良い例だと思います。この
時期の青少年の事業にはよく参加して
いたが、渡辺君の事業の時が一番大変
でした。終わってからボロボロなくら
い体力的にきつかった。覚えているの
は、渡辺委員長が事業の中で子供達
に、暑いし、歩くし、汗をかくから温
泉に入れてあげようと手配してくれて
いましたが、２０分くらい歩いてお風
呂まで向かう道中で、子供たちがうる
さいほど文句を言っていた。自分も暑
いし疲れていてイライラしていました
が、とにかく入浴はさせました。子供
達がお風呂からあがった後、「なんで
渡辺委員長がお風呂に入れるように手
配してくれたかわかるか？」「君達が
疲れているだろうから１日の疲れを取
るために、ここへ来てお願いしてくれ
た。それに対して君達は文句を言うの
か。」と子供達を座らせてお説教をし
ました。

―その時の子供達の反応はどうでしたか？

鳴嶋茂治先輩：静かに話を聞いていま
した。やっぱり大人が真剣に怒ると子
供は静かに聞きます。それで「帰った
ら必ずお礼を言えよ。」と伝えると、
しっかりお礼を言っていました。こう
やって考えるとやっぱり説明って大切
だなと感じました。

一つひとつの
プログラムが事業
磯田辰哉君：今の話しを聞いて、理事
会ではどんな事業も、それぞれに意味
があるから想いを伝えるべきだと感じ
ました。今のお風呂を一つの事業とす
るならば、理事会でも想いを伝えるべ
きなのかなと思う。その事業の意味を
理解してもらうのに時間を費やすこと
が出来るのがＪＣだと感じています。

鳴嶋茂治先輩：委員長だけではなくメ
ンバーにも想いを伝えないとダメ。委
員長ひとりだけ分かっているでは仕方
ない。メンバーとその想いを共有し、
子供達に伝えられるようになる必要が
ある。事業の中に組み込むことも大切
だけど、気持ちの部分で委員長とメン
バーがそこまでの考えを共有すること
が大事。

中高生に向けた青少年
磯田辰哉君：あわよくば青少年でもあ
る中高生に手を伸ばしたいと思ってい
るがやはり断念してしまう。そこはど
うにかならないかと・・・。
森章暢先輩：高校生はある意味では、
もう完成されてしまっている。中学生
なら、ボランティアで呼んだ事もあっ
た。小学生の時に参加していて中学生
になってからボランティアとして参加
してくれた。
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方々のお話を聞き、その後ＪＡＸＡか
ら講師を招いての講演会を開催しま
した。これが意外に保護者の反響が良
く、参加者募集に効果を生みました。

―歴代委員長の皆様から当時の事業
について伺いました。ありがとうご
ざいます。２００５年、２００６年
の参加者の中には、すでに成人を迎
えた子供達もおり、時の流れの速さ
に驚かされます。この１０年の間に
家庭環境や社会環境が変わり、昔か
ら言われている核家族の問題、メディ
アの発達によって実際に体験せずに
知識だけの子供達が増える中で、青
少年事業や地域での行事等で自分の
子供時代とここ最近の子供たちの違
いは感じますか？

渡辺敏晴先輩：遊び方というか、今は
遊ぶ材料が全て用意され揃ってしまっ
ている。甘やかされている感じがしま
す。例えば暇でそこに棒があってそれ
を使って遊ぶという感じではない。テ
レビゲームもそうだけど、そこに揃っ
ていて、どれで遊ぶかという感じがし
ます。

石川晋太郎先輩：本来、教育の中心に
は家庭があって、その補助的役割が
学校であり地域なのに、こんな田舎で
もそれが逆転している様に感じます。

―教育を全て学校に任せるという親も

実際にいるみたいです。逆に学校も親
に凄く気を遣っていると感じます。本
日、お集まりの皆さんは、様々な年代
のお子様をお持ちですが、学校に関し
て、そんな対応はありましたか？

教育現場での異常
磯田辰哉君：少なくとも小学校は親に
対してそう言った感じ。例えば、小
学３年生の息子が体育着を忘れてし
まった時に、小学校から「この格好
で体育をやらせて良いですか」と電
話が来た。やらせて下さいというか、
親としては忘れ物をした子供が悪い
から正座させて下さいと答えました。
ちょっとの事でもいちいち小学校か
ら何かをするにあたり電話が来ます。
自分の中では異常な事にしか思えま
せん。高学年になればそうではないけ
れど、低学年くらいの子供だと遊び
に行くにも、遊ぶところまで親が送っ
て行く姿も見受けられます。
　
鳴嶋茂治先輩：まとめ役というか、ガ
キ大将的な子供もいない。子供が纏
まってないのもある。

磯田辰哉君：たて割りがうまくいって
いない気がします。昔は登校班のリー
ダーが、みんなの１日の予定を決めて
いた。６年生くらいが今日はここで
サッカーをしようとかありましたが、
今は全くないですよね。

―遊ぶ場所がない。あっても公園に
よってはサッカー禁止とか自由に遊
べなくなってきている現状もありま
すよね。

鳴嶋茂治先輩：昔は交通量も少なく
て子供達だけで遊んでいても割と危
なくなかった。坂道を自転車で滑り
降りていた。世の中自体が、子供が
外で遊びづらくなってきている環境
に変わってきているのかもしれない。
実際は子供の根本的なものは変わっ
ていないよう感じます。

磯田辰哉君：あとはマスメディア、Ｓ
ＮＳ等の情報を受けた親が過敏に反
応をしすぎて、それをそのまま子供に
教えてしまっている。誰かが何か言
いだしたらそれに便乗して「じゃあ、
やめた方が良いよ」とかがはじまっ
てしまう。

町友輔君：親が手を掛け過ぎなのだと
思う。何でもやってあげるから子供が
何も出来なくなってしまう。色々な環
境があって一概には言えませんがほっ
たらかしが出来ない親が多く感じます。

森章暢先輩：昔はお金持ちの誘拐など
が怖くて子供は親がかくまった。今
は誰でも誘拐の対象者になりうるし、
逆に親の虐待がバレるのが怖くて隠
している事もある。

―親子が集まる場所、例えばイベン
トをして子供が集まればそこら中走
り回って自由に遊んでいる。楽しそ
うに遊んでいるのを見るとそういう
場を与えるのも必要かと思います。

磯田辰哉君：しかし、その反面で親
が面倒臭くてゲームを与えちゃうっ
て所もあるも事実でしょうけど。

根本には核家族化の問題
鳴嶋茂治先輩：やっぱりそこが核家
族化の問題点かもしれない。昔は稼

ぎが少ないから同じ家に祖父母も両親
もいるのが当たり前。そうでなかった
ら暮らしていけなかった。

石川晋太郎先輩：今は下手に祖父母
がいると何でも買い与えてしまった
りする。

渡辺敏晴先輩：たまに会うと余計にそ
うですね。一緒に住んでいればそこは
違ってくると思います。昔は家庭と教
育のバランスが良かったのだと思う。

―そんな環境の中、これから島田青年
会議所が青少年育成という観点で何が
できるか？何を重んじて事業を進めて
いくか？親にも学校にも出来ないこと
をやって行かない岐路にきていると思
います。歴代委員長の中にも「もっと
これが出来た、したかった」地域のコ
ミュニティーでは出来なくても、ＪＣ
には出来るのではないか、これから現
役メンバーに向けてお願いします。

鳴嶋茂治先輩：方法は何でも良いと思
います。富士山でも自衛隊でも色々な
体験はさせてあげられる。今は選択肢
が多くて恵まれた良い時代かもしれま
せん。子供たちにとっては、色々な情
報があり、様々な体験できる時代だと
は思います。だからこそ、「これは何
のためにあるのか」、「誰がどういう思
いでこれを作っているのか」という事
を、子供たちが受け取る時間を大切に

しないとメディアと一緒で流れて行っ
てしまう。やっていること全てに意味
がある事を考えさせなくてはならない
と思います。現役メンバーは、忙しく
てもその部分を忘れないでいただきた
い。そういう所が本当に大切な部分で、
理事会を通す事が大切ではない。そこ
を大切にしていかないと事業自体が流
れてしまいもったいないと思っていま
した。

真剣に向き合えば
必ず伝わる
鳴嶋茂治先輩：大切な時間というの
は、突発的で偶然の産物の町君の反省
会の時間が良い例だと思います。この
時期の青少年の事業にはよく参加して
いたが、渡辺君の事業の時が一番大変
でした。終わってからボロボロなくら
い体力的にきつかった。覚えているの
は、渡辺委員長が事業の中で子供達
に、暑いし、歩くし、汗をかくから温
泉に入れてあげようと手配してくれて
いましたが、２０分くらい歩いてお風
呂まで向かう道中で、子供たちがうる
さいほど文句を言っていた。自分も暑
いし疲れていてイライラしていました
が、とにかく入浴はさせました。子供
達がお風呂からあがった後、「なんで
渡辺委員長がお風呂に入れるように手
配してくれたかわかるか？」「君達が
疲れているだろうから１日の疲れを取
るために、ここへ来てお願いしてくれ
た。それに対して君達は文句を言うの
か。」と子供達を座らせてお説教をし
ました。

―その時の子供達の反応はどうでしたか？

鳴嶋茂治先輩：静かに話を聞いていま
した。やっぱり大人が真剣に怒ると子
供は静かに聞きます。それで「帰った
ら必ずお礼を言えよ。」と伝えると、
しっかりお礼を言っていました。こう
やって考えるとやっぱり説明って大切
だなと感じました。

一つひとつの
プログラムが事業
磯田辰哉君：今の話しを聞いて、理事
会ではどんな事業も、それぞれに意味
があるから想いを伝えるべきだと感じ
ました。今のお風呂を一つの事業とす
るならば、理事会でも想いを伝えるべ
きなのかなと思う。その事業の意味を
理解してもらうのに時間を費やすこと
が出来るのがＪＣだと感じています。

鳴嶋茂治先輩：委員長だけではなくメ
ンバーにも想いを伝えないとダメ。委
員長ひとりだけ分かっているでは仕方
ない。メンバーとその想いを共有し、
子供達に伝えられるようになる必要が
ある。事業の中に組み込むことも大切
だけど、気持ちの部分で委員長とメン
バーがそこまでの考えを共有すること
が大事。

中高生に向けた青少年
磯田辰哉君：あわよくば青少年でもあ
る中高生に手を伸ばしたいと思ってい
るがやはり断念してしまう。そこはど
うにかならないかと・・・。
森章暢先輩：高校生はある意味では、
もう完成されてしまっている。中学生
なら、ボランティアで呼んだ事もあっ
た。小学生の時に参加していて中学生
になってからボランティアとして参加
してくれた。

76The 50th anniversary ShimadaJC



青少年委員長サミット ～創立50周年特別企画3～
The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.

磯田辰哉君：小学生の間は厳しくても
大人がどうにか抑えられるけど、中
学生になるとはじけてしまう。その
前にどうにかしたいという理由から、
中学生を対象にしたかったのだけど
実現しなかった。しかし、よくよく
考えたら新卒の先生達は自分達より
も年下だし出来ない事はないと最近
は思います。

渡辺敏晴先輩：ＪＣの青少年事業ほ
ど子供の数に対して看ている大人の
数が同数って事業は他にない。
ボランティアも入れると子供１人に
対して大人１．５人くらいではない？

森章暢先輩：それもここ最近の事。そ
の昔は委員会メンバーだけしかいな
かったし、ボランティアがいても各
班に１人か２人くらいだった。ここ
１０年くらいでメンバーが参加して
くれるようになった。

磯田辰哉君：この資料のメンバー数
も最終的に来たメンバーの数だから
一概には言えないけれど。
途中の時点では委員会メンバーだけ
の時もあったり、人数が足りない事
もあったりした。

危険を知るという事も学び　

渡辺敏晴先輩：とはいえここまで大
人の数が多い事業ってそんなにない
と思う。商売でやっている所だった
ら絶対に成り立たない。

―子供にとってこういう状況はどう
なのでしょうか？

渡辺敏晴先輩：目が届く分、子供達
にある程度の事をやらせることが出
来る。理事会で「これもあれもダメ」
でなく、もう少し柔軟な考えでも良
いと思う。あまりに危険性を意識し
すぎると何もできなくなってしまう。
大人の目があるからこそ、もう少し
自由にやらせても良いのかなと思う。

さっきも刃物の話も出たけれどそれ
くらいは良いのではないかなと思い
ます。

森章暢先輩：最後に刃物を使わすかど
うかは、理事メンバーの覚悟だけだと
思います。

石川晋太郎先輩：私の年度でカヌー
の時間に高校生のボランティアが子
供を連れて奥の方まで行ったのは良
いけど戻ってこられなくなった事が
ありました。

中村吉哉先輩：自分が委員長をしてい
た時は、結婚もしてなくて子供もいな
い時でした。わんぱく合宿も２０回目
と言う事もあって刃物を使いました。
とにかく怪我はさせてはいけないと
周りから言われ、最初は保護者対策
に追われました。逆に親になると「軽
い怪我くらい良いじゃん」と言える親
が参加させているキャンプの方が良
いと思うようになりました。保育園な
どで役員を経験して感じたのは、学校
の先生も保育士さんもリスクを負い
たくないということ。保育園のお泊ま
り保育も「リスクを負いたくない」と
はっきり言われ、なくなりました。学
校や保育園はそういう方向で進んで
いるから、ＪＣには多少のリスクは覚
悟して事業をして欲しい。委員長もそ
の位の心構えを持って欲しいと思い
ます。

今だから理解できる
青少年事業
―ありがとうございました。ＪＣとし
ての青少年の今後のあるべき姿が見
えてきた様に思います。少し変わり
ますが、鳴嶋先輩の事業報告の中で

「自分のシナリオ通りに子供達を動か
そうと思っていたのがおこがましい、
考えが浅はかだった」とあるのが興
味深いと感じました。

鳴嶋茂治先輩：言い方は悪いけど子供

はほぼ動物だと思っていました。こっ
ちがどんどん教えて体験させるだけ
でしっかりしてくると思っていた。で
も子供達は結構しっかりと考えてい
てやることに対して一生懸命取り組
み、ほっといても協力して勝手にや
る。順応したり、覚えたり、勝手にや
ることは出来る。そこからもう一歩
踏み込んで考えさせたりそれをフォ
ローしたりするのは大人次第だと思
います。より濃い事業、体験をさせる
事が出来なかった自分を、まだ浅かっ
たと感じています。

改めて考えるわんぱく憲章
―わんぱく憲章が出来てちょうど
３０年です。改めて、わんぱく憲章
を説明すると、団結心・友情・やる気・
向上心・探究心・好奇心・リーダシッ
プ・達成感・子供達から学ぶ事ある
ますが、渡辺先輩いかがでしょうか？

渡辺敏晴先輩：わんぱく憲章は何とな
くゆとり教育と重なる所がある様に
思えます。子供の自由な力を信じて、
極力手は出さず、何も言わずにただ
場を与えてやらせる。という事で理
解しています。
鳴嶋茂治先輩：一言で言うなら「子
供の力を信じて」がベストかな。

渡辺敏晴先輩：そういう意味では自

分達が子供に伝えたいメッセージがあ
るならば、わんぱく憲章に則ってやる
と伝わらない。そういう意味で私の時
はやりやすかった。

―方法は何であれ、子供達に考える時
間を与えて自分達が伝えたいメッセー
ジを受け取ってもらえる事業をするな
らば、ない方がやりやすいということ
ですか？

渡辺敏晴先輩：何か目的や狙いがあっ
て事業をやるのであれば、わんぱく
憲章に則ってやると子供任せで縛り
がなくなってしまう。子供に何を学
びとって貰うかも曖昧になってしま
う。狙いがしっかりあるのならわん
ぱく憲章は個人的にはない方が良い
と思います。

鳴嶋茂治先輩：ただ、こういう風に団
体で事業をやっているという意味を考
えると主軸となる何かが欲しい。何で
も良いと言っていても、何を軸にして
事業を組立てるかが必要。憲章的なも
のは考えを何処からスタートさせるか
の軸になるからあれが無くて良いって
訳ではないのも確かだと思います。

中長期ビジョンの必要性
石川晋太郎先輩：まちづくり事業の時
にも出ましたが、単年度制であるけれ
ども中長期的なビジョンをもって活動
した方が、効果があるのではないかと
思います。

磯田辰哉君：青少年育成においてもそ
れは同じ事が言える。理念みたいなも
のが必要と考えています。

鳴嶋茂治先輩：私的にはあっても良い
のではと思うけれど、わんぱく憲章に
こう書いてあるからこうしなさいと言
うのは間違っていると思う。時代も変
化すれば捉え方も変わってくると思い
ます。

磯田辰哉君：ＪＣは単年度制だから理
事長によって色々と考え方が違ってく
る。だからこそ、軸となるものは欲し
い。そこを考えて一番あてはまるもの
は綱領とかなのかなと思います。

渡辺敏晴先輩：青少年事業だけに理念
があるとダブルスタンダードみたいな
事になってしまう可能性もありますが。

鳴嶋茂治先輩：もしかしたら、綱領や
理念から派生した「青少年事業はこう
あるべき」をつくっても良いのではな
いか。

磯田辰哉君：たまたまかもしれないけ
ど、ほとんどが初理事で青少年事業の
委員長を経験している。
　
渡辺敏晴先輩：任命されてから２ヶ月
ぐらいで事業を作るとなると大変だし
期間的にもキツイ。

磯田辰哉君：初理事の時は特に先程
のような理念があればやりやすいの
かもしれません。

中村吉哉先輩：入会して１年経つか経
たないかくらいで初理事に任命されて
資料作れと言われても、見たこともな
いしどうやって作っていいのかも解ら
ない、どうしていいか全く分からな
かった。

鳴嶋茂治先輩：初理事だからって許さ
れないのがＪＣなのかもしれませんね。

―まだまだ話は尽きませんが、お時間
になりましたのでここで終了とさせて
いただきます。
本日は、我々一般社団法人島田青年会
議所　創立５０周年の記念誌特別企画
頁「歴代委員長サミット」にご協力い
ただきありがとうございました。結論
が出たもの、課題が浮彫りになったも
のなど、多くのお話を伺うことができ
ました。冒頭には、歴代委員長より当
時を振り返ってのお話し、そしてこの
１０年の子供たちを取り巻く教育環境
について、そして今後の島田ＪＣにつ
いてのあり方などをお話しいただきま
した。この頁を読む事により、メンバー
自身が選んだＪＣという選択に誇りを
持ち、島田市・川根本町をはじめとす
る活動エリアでの更なる青年の運動の
糧となり、更なる青少年育成に力を発
揮できるような記念誌を製作させてい
ただければと存じます。お忙しい中、
ありがとうございました。

青少年委員長サミット
2015年6月18日㈭
地域交流センター 歩歩路
第六会議室にて開催
コーディネーター  平口真鶴
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磯田辰哉君：小学生の間は厳しくても
大人がどうにか抑えられるけど、中
学生になるとはじけてしまう。その
前にどうにかしたいという理由から、
中学生を対象にしたかったのだけど
実現しなかった。しかし、よくよく
考えたら新卒の先生達は自分達より
も年下だし出来ない事はないと最近
は思います。

渡辺敏晴先輩：ＪＣの青少年事業ほ
ど子供の数に対して看ている大人の
数が同数って事業は他にない。
ボランティアも入れると子供１人に
対して大人１．５人くらいではない？

森章暢先輩：それもここ最近の事。そ
の昔は委員会メンバーだけしかいな
かったし、ボランティアがいても各
班に１人か２人くらいだった。ここ
１０年くらいでメンバーが参加して
くれるようになった。

磯田辰哉君：この資料のメンバー数
も最終的に来たメンバーの数だから
一概には言えないけれど。
途中の時点では委員会メンバーだけ
の時もあったり、人数が足りない事
もあったりした。

危険を知るという事も学び　

渡辺敏晴先輩：とはいえここまで大
人の数が多い事業ってそんなにない
と思う。商売でやっている所だった
ら絶対に成り立たない。

―子供にとってこういう状況はどう
なのでしょうか？

渡辺敏晴先輩：目が届く分、子供達
にある程度の事をやらせることが出
来る。理事会で「これもあれもダメ」
でなく、もう少し柔軟な考えでも良
いと思う。あまりに危険性を意識し
すぎると何もできなくなってしまう。
大人の目があるからこそ、もう少し
自由にやらせても良いのかなと思う。

さっきも刃物の話も出たけれどそれ
くらいは良いのではないかなと思い
ます。

森章暢先輩：最後に刃物を使わすかど
うかは、理事メンバーの覚悟だけだと
思います。

石川晋太郎先輩：私の年度でカヌー
の時間に高校生のボランティアが子
供を連れて奥の方まで行ったのは良
いけど戻ってこられなくなった事が
ありました。

中村吉哉先輩：自分が委員長をしてい
た時は、結婚もしてなくて子供もいな
い時でした。わんぱく合宿も２０回目
と言う事もあって刃物を使いました。
とにかく怪我はさせてはいけないと
周りから言われ、最初は保護者対策
に追われました。逆に親になると「軽
い怪我くらい良いじゃん」と言える親
が参加させているキャンプの方が良
いと思うようになりました。保育園な
どで役員を経験して感じたのは、学校
の先生も保育士さんもリスクを負い
たくないということ。保育園のお泊ま
り保育も「リスクを負いたくない」と
はっきり言われ、なくなりました。学
校や保育園はそういう方向で進んで
いるから、ＪＣには多少のリスクは覚
悟して事業をして欲しい。委員長もそ
の位の心構えを持って欲しいと思い
ます。

今だから理解できる
青少年事業
―ありがとうございました。ＪＣとし
ての青少年の今後のあるべき姿が見
えてきた様に思います。少し変わり
ますが、鳴嶋先輩の事業報告の中で

「自分のシナリオ通りに子供達を動か
そうと思っていたのがおこがましい、
考えが浅はかだった」とあるのが興
味深いと感じました。

鳴嶋茂治先輩：言い方は悪いけど子供

はほぼ動物だと思っていました。こっ
ちがどんどん教えて体験させるだけ
でしっかりしてくると思っていた。で
も子供達は結構しっかりと考えてい
てやることに対して一生懸命取り組
み、ほっといても協力して勝手にや
る。順応したり、覚えたり、勝手にや
ることは出来る。そこからもう一歩
踏み込んで考えさせたりそれをフォ
ローしたりするのは大人次第だと思
います。より濃い事業、体験をさせる
事が出来なかった自分を、まだ浅かっ
たと感じています。

改めて考えるわんぱく憲章
―わんぱく憲章が出来てちょうど
３０年です。改めて、わんぱく憲章
を説明すると、団結心・友情・やる気・
向上心・探究心・好奇心・リーダシッ
プ・達成感・子供達から学ぶ事ある
ますが、渡辺先輩いかがでしょうか？

渡辺敏晴先輩：わんぱく憲章は何とな
くゆとり教育と重なる所がある様に
思えます。子供の自由な力を信じて、
極力手は出さず、何も言わずにただ
場を与えてやらせる。という事で理
解しています。
鳴嶋茂治先輩：一言で言うなら「子
供の力を信じて」がベストかな。

渡辺敏晴先輩：そういう意味では自

分達が子供に伝えたいメッセージがあ
るならば、わんぱく憲章に則ってやる
と伝わらない。そういう意味で私の時
はやりやすかった。

―方法は何であれ、子供達に考える時
間を与えて自分達が伝えたいメッセー
ジを受け取ってもらえる事業をするな
らば、ない方がやりやすいということ
ですか？

渡辺敏晴先輩：何か目的や狙いがあっ
て事業をやるのであれば、わんぱく
憲章に則ってやると子供任せで縛り
がなくなってしまう。子供に何を学
びとって貰うかも曖昧になってしま
う。狙いがしっかりあるのならわん
ぱく憲章は個人的にはない方が良い
と思います。

鳴嶋茂治先輩：ただ、こういう風に団
体で事業をやっているという意味を考
えると主軸となる何かが欲しい。何で
も良いと言っていても、何を軸にして
事業を組立てるかが必要。憲章的なも
のは考えを何処からスタートさせるか
の軸になるからあれが無くて良いって
訳ではないのも確かだと思います。

中長期ビジョンの必要性
石川晋太郎先輩：まちづくり事業の時
にも出ましたが、単年度制であるけれ
ども中長期的なビジョンをもって活動
した方が、効果があるのではないかと
思います。

磯田辰哉君：青少年育成においてもそ
れは同じ事が言える。理念みたいなも
のが必要と考えています。

鳴嶋茂治先輩：私的にはあっても良い
のではと思うけれど、わんぱく憲章に
こう書いてあるからこうしなさいと言
うのは間違っていると思う。時代も変
化すれば捉え方も変わってくると思い
ます。

磯田辰哉君：ＪＣは単年度制だから理
事長によって色々と考え方が違ってく
る。だからこそ、軸となるものは欲し
い。そこを考えて一番あてはまるもの
は綱領とかなのかなと思います。

渡辺敏晴先輩：青少年事業だけに理念
があるとダブルスタンダードみたいな
事になってしまう可能性もありますが。

鳴嶋茂治先輩：もしかしたら、綱領や
理念から派生した「青少年事業はこう
あるべき」をつくっても良いのではな
いか。

磯田辰哉君：たまたまかもしれないけ
ど、ほとんどが初理事で青少年事業の
委員長を経験している。
　
渡辺敏晴先輩：任命されてから２ヶ月
ぐらいで事業を作るとなると大変だし
期間的にもキツイ。

磯田辰哉君：初理事の時は特に先程
のような理念があればやりやすいの
かもしれません。

中村吉哉先輩：入会して１年経つか経
たないかくらいで初理事に任命されて
資料作れと言われても、見たこともな
いしどうやって作っていいのかも解ら
ない、どうしていいか全く分からな
かった。

鳴嶋茂治先輩：初理事だからって許さ
れないのがＪＣなのかもしれませんね。

―まだまだ話は尽きませんが、お時間
になりましたのでここで終了とさせて
いただきます。
本日は、我々一般社団法人島田青年会
議所　創立５０周年の記念誌特別企画
頁「歴代委員長サミット」にご協力い
ただきありがとうございました。結論
が出たもの、課題が浮彫りになったも
のなど、多くのお話を伺うことができ
ました。冒頭には、歴代委員長より当
時を振り返ってのお話し、そしてこの
１０年の子供たちを取り巻く教育環境
について、そして今後の島田ＪＣにつ
いてのあり方などをお話しいただきま
した。この頁を読む事により、メンバー
自身が選んだＪＣという選択に誇りを
持ち、島田市・川根本町をはじめとす
る活動エリアでの更なる青年の運動の
糧となり、更なる青少年育成に力を発
揮できるような記念誌を製作させてい
ただければと存じます。お忙しい中、
ありがとうございました。

青少年委員長サミット
2015年6月18日㈭
地域交流センター 歩歩路
第六会議室にて開催
コーディネーター  平口真鶴
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The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
特別会員

1970	 松浦　勝巳
	 森下　利雄
1971	 柳川　　秀
	 柴田　保雄
	 加藤　太郎
1972	 町　　錠一
	 吉原　　正
	 川㟢　泰司
	 穴水　　洋
1974	 大石　明司
	 山田　金夫
	 大塚　　忠
1975	 柴田　正弘
	 太田圭一郎
	 塚本　昭一
1976	 沖　眞太郎
	 松永今朝二
	 奥川　修司
1977	 櫻井　新策
	 石川　　博
	 井上　勝彦
	 宮村　昌利
	 山城　貞夫
1978	 駒形　昌利
1980	 北川　浩三
1981	 床原　史郎
	 柴田　弘一
	 渋谷　　忍
1982	 鈴木　　聰
	 八木　和夫
	 孕石　善朗
	 大澤　勲夫
1983	 中山　俊八
	 塚本　好汪
1984	 白坂　良勝
	 長谷川圭司
1985	 河合　紘一
	 藁科　晴氏
	 小塩　勝久
	 野中　辰美
1986	 杉本　伸夫

	 伊藤　一成
	 鈴木　　徹
	 平松　吉祝
	 大塚　　聰
	 塚本　伸一
	 萩原寛一郎
	 濱村　耿夫
1987	 大石　秩秀
	 大石　和好
	 桜井憲三郎
	 河村　　元
	 増田　峰男
	 大島　至了
	 櫻井　　誠
	 池田　雅彦
1988	 水野　　豊
	 藤田　　篤
	 三宅　和明
	 和田　静雄
	 石原　敏郎
	 石川勇太郎
	 清水　　誠
	 天野　卓次
	 浅野　蒸治
	 増田　孝二
	 大池　好正
	 増尾　三郎
	 村田　恵司
1989	 富岡　知生
	 大川　剛史
	 木村　英雄
	 白井　一昭
	 池田　益朗
	 竹内　正明
	 宮坂　　明
	 深見章之助
	 川端祥治郎
	 秋山　晴美
	 一言　充男
	 鈴木　國近
1990	 横山　和由

	 石川　信明
	 牧野　克己
	 加藤　友吉
	 岡村　良一
	 大鐘祥太郎
	 竹島総一郎
	 杉本　範夫
	 増井　鋼次
1991	 佐藤　晴男
	 河村　隆夫
	 山本　雅史
	 中澤　泰廣
	 岡田　和広
	 町　　達郎
	 大石　忠史
	 河原㟢　学
1992	 杉山　芳巳
	 藁科　高夫
	 太田　博康
	 平口　義之
	 大池　　功
	 鈴木　昭司
	 鷺坂　純生
1993	 塚本　　敦
	 伊藤　泰宏
	 長井　雅仁
	 神戸己代治
	 太田　政昭
	 永井　英雄
	 柴田　一範
	 尾坂　　昇
	 大塚　光宏
1994	 園田　　穣
	 安原　孝由
	 池ヶ谷真澄
	 山本　隆重
	 池田　嗣夫
	 太田　芳伸
	 高橋　吉徳
	 鈴木　正彦
	 渡辺　義介

1995	 松下　　清
	 北川　正澄
	 山田　主税
	 落合　直人
	 曽根　一利
	 谷口　輝雄
	 松本　明弘
	 牧野　高彦
	 柳川洋一郎
	 八木　敏文
	 小澤　　達
	 落合　睦美
1996	 福世　容也
	 木村　英文
	 北河　豊孝
	 高橋　　渡
	 栗田　貞夫
	 三宅　　馨
	 横田川庄一
	 村松庄太郎
1997	 飯田　忠史
	 河村　茂詞
	 町　　泰治
	 浦田　重弘
	 小川　恵治
	 渡辺　義郎
	 加藤　　清
	 五藤　泰弘
	 松浦　富雄
	 水野　兼行
	 服部　信宏
1998	 長谷川広亘
	 田中　幸裕
	 濱田　行二
	 八木　孝之
	 鈴木　教之
1999	 牧野　京夫
	 遊川伊知郎
	 大関　　諭
	 板野　　悟
	 多治見則之

卒業年
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The 50th anniversary Shimada junior chamber inc.
特別会員

	 山田季世史
	 牧田　充夫
	 中林　功徳
	 成岡　浩志
	 齋藤　光哲
	 仲田　博之
	 暮林　堅樹
2000	 飛野　暁彦
	 中野　博美
	 萩下　　学
	 佐藤　　透
	 加藤　太二
	 星野　匡伸
	 篠宮　　洋
	 太田　晴也
2001	 酒井　昌浩
	 駒形　文隆
	 小澤　正人
	 岡村　　修
	 大塚　正浩
	 増野　賀久
	 曽根　豊久
2002	 植田　春克
	 三村　秀雄
	 秋山　貴紀
	 村岡　真生
	 菅沼　一茂
	 森下　真琴
	 駒形　康寿
	 井上　吉勝
	 塚本　　聡
2003	 中村　敬彦
	 櫻井　敬久
	 谷坂　浩之
	 池田　　豊
	 宇佐美正規
2004	 鈴木　数人
	 寺尾　昇人
	 河原崎　聖
	 山岸　一巳
	 落合　由隆

	 小杉　利浩
	 飛野久美子
	 笠井　高広
2005	 高田　雄一
	 小林　律昭
	 松野　雅樹
	 安藤　　功
	 脇坂　政秀
	 竹内　　忍
	 大石　靖之
	 雨夜　光広
	 山岸　一弥
	 市川　充宏
	 土屋　行男
	 藁科　太祐
2006	 曽根　靖之
	 原崎　祐輔
	 高木　秀哉
	 佐藤　哲也
	 佐藤　克美
	 増野　智志
	 北川　　毅
	 小寺　敬二
	 森下　隆利
	 澤脇　丈博
2008	 増田　直樹
	 大塚　邦昭
	 大池盛一郎
	 中村　吉哉
	 増野　昌徳
	 脇坂　和洋
	 平田　　司
2009	 橋本　慶弘
	 大塚　信章
	 河原㟢茂則
2010	 赤堀裕一郎
	 渡邉　敏晴
	 五嶋　宏枝
	 大池　　茂
	 田中　信也
	 沖　　建司

2011	 石川晋太郎
	 村田　光伸
	 大石　　聡
	 鳴嶋　茂治
	 岩ヶ谷耕司
	 鈴木　一令
	 宮崎　礼之
	 土屋　宏美
	 河守　計俊
	 仲野　博仁
	 諸田　昌人
	 桜井　知乃
2012	 塚本　章博
	 工藤　悦男
	 太田真一郎
	 村本真太郎
	 山本　暁也
	 森　　章暢
	 村田　共績
	 落合　秀樹
2013	 塚本　幸宏
	 伊藤裕一郎
	 増田　康信
	 伊東　真介
	 増野　稔之
	 秋山　保幸
	 大石　洋一
	 新間　太郎
	 木田　明良
	 浅原　克己
2014	 天王沢雄之
	 五條　新也
	 長谷川英之
	 水野　貴章
	 古川　義典
	 西野　正洋
	 大石　進吾
	 中村　太輔
	 伊與田知子
	 雜賀　理仁

1993	 天野喜三郎
1994	 大石勝之亮
1996	 天野　恵右
	 鈴木　浩也
1997	 吉田　省三
1998	 塚本　将博
1999	 立林　健一
	 藪崎　龍馬
2001	 松下　信吾
	 落合　一清
2002	 松下富美雄
	 富永　正博
2005	 村田佐久二
2006	 酒井　中利
	 石神　　勝
	 浦野　圭史
2009	 坂原哲次郎
2011	 大石　千八
2012	 太田　修平
	 佐藤　　潔
2013	 宮村　　静
2014	 佐藤　和則
	 河崎　秋司
	 穴水　　洋

物故者
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創立50周年の佳節を迎えるに当たり、先輩諸兄がこ
れまで積み上げてきた誇り高き島田青年会議所の歴
史に触れることができました。そこには常に地域への
熱い想いが満ち溢れ、その活動にご理解ご協力をい
ただいた多くの皆様の支えがあった事を改めて知る
機会となりました。私たちは、この歴史の重みを受け
止め、長きに亘り受け継いできたその想いを更に熱
く持ち続け、明るい未来へと活動を発展させていか
なくてはなりません。
本記念誌が、島田青年会議所の歴史を後世に伝え記
すものとし、当会の今後の活動の支えとなり、延いて
は地域の力となれば幸いです。
結びに、本誌にご祝辞を賜りました皆様、誇り高き
島田青年会議所の歴史を紡いできていただいた先輩
諸兄の皆様、そしてすべての皆様に心からの感謝を
申し上げ、編集後記と代えさせていただきます。誠に
ありがとうございました。

一般社団法人島田青年会議所
創立５０周年記念式典・祝賀会実行委員会

一般社団法人 島田青年会議所

50周年記念誌
Junior  Chamber  International  Shimada

あ と が き
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